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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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幕まく間あいⅡ　波間に沈しずみゆく思い









　どしゅ。

　肉を穿うがつ鈍にぶい音。身体からだを貫つらぬく衝しよう撃げき。

　その衝撃は一いつ切さい合切の思考を吹ふき飛ばし、脳を真っ白に漂ひよう白はくする。

　背中から右胸部にかけて刺さし込まれた氷のような感かん触しよくは、すぐさま身を内側から焦こがすような灼しやく熱ねつへと転じていった──

「……え？」

　グレンは唇くちびるを震ふるわせながら、自分の胸むな元もとに視線を落とす。

　──己おのれの右胸部から、真っ赤に染まった刀身が冗じよう談だんのように長々と生えている。

　そこを中心に、みるみるうちにシャツを侵しん食しよくしていく致ち命めい的な紅あか。

　信じがたい、信じたくない悪夢の光景。

「げほっ……」

　喉のど奥おくから溢あふれてきた、すえた鉄の味にグレンが咽むせる。

「……リィ……エル？」

　首だけ回して振ふり返りながら、グレンは呆ほうけた表情で背後のリィエルを流し見る。

　そこにはグレンの背中に剣けんを突つき立てているリィエルが立っていた──まるで月のない夜の深海よりも、なお昏くらい瞳ひとみで。

「ごほっ……ッ!?　……がっ……な……ど、どうし……て……ッ!?」

　思わず反射的に、グレンは益やく体たいもないことを聞いてしまう。

　こうしてリィエルが剣を自分に突き立てている以上、リィエルの意思は明白だ。

　そう、リィエルは裏切った──もとい、再び帰順したのだ。かつて彼女が所属していたあの忌いま々いましき組織──天の智ち慧え研究会に。

　こういう危険性があることはわかっていた。リィエルは仮にもあの天の智慧研究会に縁えんある者だ。リィエルに、どんな罠わなが仕し掛かけられているか──そんなものわかったものではない。

　だが、それでも。

　……信じていた。

　切っ掛けは、あの少女との約束を果たそうとしただけのことに過ぎないが……共に修しゆ羅ら場ばを乗り越こえていくうちに、互たがいに互いの命を庇かばいながら辛つらい戦いの日々を過ごしていくうちに……リィエルは完全にこちら側になったと……そう信じたかった。

　もし、かの組織が何かを仕掛けてきても……きっとリィエルはこちら側に立ってくれる……そう思い込みたかった。

　そう願ってしまうほどに、どこか危なっかしいリィエルに情が移っていた。もし自分に妹がいるのなら……こんな感じなのかもしれない、そう思っていた。

　……あるいは、それすらも、そう思わせることすらも、罠だったというのか。

　アルベルトが言っていたように……リィエルは『処分』すべきだったというのか。

　それが、正しい道だったというのか。

　……くそったれ、が。

「……お……お前……まさか…………ッ!?　噓うそ……だ……ろ……？」

　心の底のどこかで冷静に現実を理解しているのとは裏腹に、グレンの感情は一いち縷るの望みに縋すがって、そんなことを文字通り血を吐はくように問わせる。

　だが──

「……今まで、ありがとう」

　リィエルは返り血で濡ぬれた虚きよ無むの双そう眸ぼうを逸そらしながら、ぽつりと言い捨てた。

　冷れい徹てつな決別の、決定的な一言。

　ぎり、と歯は嚙がみするグレン。

　しかし──

「でも、私は……そこにいる兄さんのために生きる」

「……は？　……兄貴？」

　その時。

　もう挽ばん回かいしようのない窮きゆう地ちに陥おちいり、半ば放ほう棄きしかけていたグレンの思考が凍こおる。

　兄。

　今、リィエルは確かにそう言った。

　グレンは震える視線を、前方へと彷徨さまよわせる。

　そこには一人の青年が居た。

　自分がここにやってくる前、リィエルと対たい峙じしていた青年。

　リィエルと同じ青い髪かみの、詰つめ襟えりローブを身に纏まとう青年。

　とても痛ましげな表情でこちらを見つめてくる……

「……り、リィ……エル……お前……何を言って……ッ!?」

　問いたださなければならない。リィエルのその真意を。

　このままでは──死んでも、死にきれない。

　だが。

「……さよなら」

　時、すでに時間切れ。

　リィエルは無情にも、そう告げて。

　グレンを串くし刺ざしにした大剣を、無造作に振り回した。

「────────ッ!?」

　ぐるん、と回転するグレンの視界。

　リィエルの超ちよう絶ぜつ的な膂りよ力りよくによって、グレンを串刺しにしたまま、その大剣は旋せん風ぷうのように振り回されて──

　その勢いでグレンの身体が剣から抜ぬけ飛び、そのまま放物線を描えがいて、すっ飛んでいく。

　ほんの一、二秒の間、グレンの身体を包む無重力感。

　グレンにとっては無限にも感じられる時間の後、その身体は海面に叩たたき付けられた。

　盛せい大だいに上がる水柱。

　うねる荒あら波なみに翻ほん弄ろうされるグレンの身体。

　ばっくり開いた胸の傷から、血がみるみる抜けていく。

　身体からどんどん力が抜けていく──

（……や、やべぇ……ッ!?　い、癒いやしの呪じゆ文もんを……ッ！）

　今ならまだ大だい丈じよう夫ぶだ。かなりの体力を失っているが、まだ口は動く。水中で呪文を唱える技法も知っている。

　このような極限状態で呪文を唱えて、命を繫つないだことは今までに何度もある──

　が。

（し──しまった──）

　すでにグレンは自身の固有魔術オリジナルを起動させ、自分を中心とした一定の効果領域内における魔術の起動を完全封ふう殺さつしてしまっていたことに、今さら思い至った。

（……う、裏目っちまった……か……）

　固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】。

　今はそのネーミングが、グレン自身に対する強きよう烈れつな皮肉だった。

　すでに、岸まで泳ぎ戻もどる体力はない。

　よしんば戻れたとしても、魔術なしの上に、この深手でリィエルに勝てるわけない。

　詰みチエツクメイト、だ。

　……沈んでいく。

　グレンの身体が、暗い海の底に、ゆっくりと沈んでいく。

　もう海面があんなにも遠い。手を伸のばしても、とても届きそうにない。

（ば……か……な……俺は……こんなところで……死…………？）

　意識が闇やみへと消える瞬しゆん間かん。

　グレンの脳のう裏りを次々と走ったのは、可愛かわいい金きん髪ぱつの少女の顔と、生意気な銀ぎん髪ぱつの少女の顔と、どうでもよかったはずの自分のクラスの生徒達の顔。

（…………す、……すまねぇ……）

　最後にそんなことを思って。

　グレンの意識は、ぷっつりと途と絶だえた。




　…………。








第六章　錯さく綜そうする思おも惑わくたち









　──魔ま物ものが踊おどるような木々が鬱うつ蒼そうと茂しげる、暗く深い、闇やみ夜よの樹海にて。

　迫せまる。迫っていく。それはまるで押し寄せる津つ波なみのように。

　四方八方から腐ふ肉にくの壁かべが、その男を圧殺せんと迫っていく。

　呪文で命じられるままに、死人の群れがその男を己ら死者の仲間に引き入れようと、諸もろ手てを伸ばして猛もう然ぜんと押し寄せていく。

　だが一見、その抗あらがい難き圧あつ倒とう的な質量を前に──

「《金こん色じきの雷らい獣じゆうよ・地を疾とく駆かけよ・天に舞まって踊れ》」

　男はこともなげに、三節のルーンで呪文を括くくった。

　するとその刹せつ那な、魔力が光の線となって大地を疾しつ走そうし、男を中心に五ご芒ぼう星せい法ほう陣じんを形成。

　次の瞬間、男の周囲の空間を無数の雷らい球きゆうが螺ら旋せんを描いて躍おどり、稲いな妻ずまの嵐あらしが天裂さけよ大地砕くだけよとばかりに咆ほう哮こう乱らん舞ぶした。

　上がる極光が視界を白熱させる。

　雷球と稲妻に触ふれた死人達は皆みな、悉ことごとく爆ばく砕さいし、跡あと形かたもなく蒸発していく──

　と、その時。

　ひゅおぉ、と。

　男の周囲を凍気が渦うず巻まき、木々の梢こずえが鳴り始めた。

　小高い樹きの上から男の様子を窺うかがっていた女──エレノアが黒くろ魔ま【アイス・ブリザード】の呪文をすでに唱え始めていたのだ。

　だが、対する男──アルベルトは、それはすでに読み切っていたと言わんばかりに、頭上のエレノアを鋭えい利りな双そう眸ぼうで捉とらえ、左手で鋭するどく指さす。

　刹那、その指先から[image: ]ほとばしる、雷らい閃せん。

　一条の閃光が、森の夜闇を切り裂いて、エレノアに真まっ直すぐ飛ぶ。

（──くっ!?　ここで時間差起動デイレイ・ブートッ!?）

　時間差起動デイレイ・ブート。予あらかじめ呪文を唱えておき、後に任意のタイミングで起動する高等技法。

　アルベルトが時間差起動デイレイ・ブートした【ライトニング・ピアス】を前に、樹の上にいたエレノアは唱えかけの【アイス・ブリザード】を中断キヤンセルし、枝を蹴けって、虚こ空くうに身を躍おどらせ──

　半瞬前、エレノアが居た場所を過よぎる、雷閃。

　頭から落ちていくエレノアが、ほっとしたのも束つかの間。

　アルベルトは、左手で放った雷閃がかわされても構うことなく身を翻ひるがえし、今度は落下するエレノアを、右手で指さして──

（──さらに二反響唱ダブル・キヤストまでッ!?）

　二反響唱ダブル・キヤスト。一度の呪じゆ文もん詠えい唱しようで、二度同じ魔術を起動する高等技法。

　エレノアは舌打ちしながら咄とつ嗟さに近場の幹を蹴って、自身の落下の軌き道どうを変える。

　間かん一いつ髪ぱつ、さらに一閃した電光が、エレノアの耳元をかすめる。

「見事なお手前ですわ……」

　エレノアはふわりと身を捻ひねって猫ねこのように着地。

　同時に、素す早ばやく踵きびすを返して駆けだしていた。

　その様子は、いかにも、敵かなわないからいったん距きよ離りを取ろう、とでも言いたげだ。

「──ふん」

　すかさずアルベルトも地を蹴って、エレノアを追って駆けだす。

　エレノアの進行方向と平行に、一定距離を保ったまま疾走する。

　夜の樹海を、二つの疾しつ風ぷうが駆け流れていく。

　ざざざざっ、と闇に木霊こだまするは下生えを踏ふみつける音。

　二人の間を無数の樹が、激流のように流れ過ぎていく──
















「……くす」

　勝利を確信して、エレノアが口元をうっすらと歪ゆがめた。

　操そう死し【デッド・ライン】。

　アルベルトが駆ける先には、すでに線形結界の魔術罠マジツク・トラツプが仕し掛かけられている。

　その線は生と死を分かつ死線。現うつし世よと黄泉よみの境界。

　それを無断で踏み越こえた者の生命活動は、問答無用で速すみやかに止められる──

「いいですわぁ……そのまま……そのまま……そう……私についてきてくださいな……」

　アルベルトがその死線を踏み越えるまで、後、二十メトラ──

　十メトラ、

　五メトラ、

　一メトラ──

「……えっ!?」

　だが、エレノアは驚きよう愕がくに目を見開いていた。

　アルベルトは、その死線を踏み越える直前、何の前まえ触ぶれもなく足を止め──

「《吠ほえよ炎えん獅じ子し》──」

　一節詠えい唱しようで、黒魔【ブレイズ・バースト】を唱えたのだ。

（……これも読まれていましたか。なんていけずなお方……）

　苦く笑しようするエレノアに向かって、弧こを描えがいて飛来してくる凝ぎよう縮しゆく熱エネルギーの火球。

　致ち命めい的てきで圧倒的な熱気が迫ってくるのが、肌はだで感じられる──

（予め私に付呪エンチヤントしておいた三属耐たい性せい強化の魔術──黒魔【トライ・レジスト】の効果は……心こころ許もとないですけど、まだ残っていますね……ならば──）

　エレノアは、あえてそれに対抗呪文カウンター・スペルを合わせず──

「《出いでよ赤き獣けものの王》──ッ！」

　エレノアも呪文を唱えて火球を放ち、それを飛来してくる火球に正面からぶつける。

　空で、衝しよう突とつした火球同士が大爆ばく発はつする。

　黄昏たそがれ色に燃え上がる世界。荒あれ狂くるう爆ばく炎えんは炎えん嵐らんとなって、その一帯をアルベルトとエレノアごと飲み込み、蹂じゆう躙りんし、嬲なぶり尽つくす──

「……ち。《光の障しよう壁へきよ》」

　アルベルトは咄嗟に対抗呪文カウンター・スペルを唱え、光の六角形模様ハニカムが半球状に並ぶ魔ま力りよく障しよう壁へきを張り、その爆炎を防ぐ。

（隙すき、ですわ──ッ！）

　一方、爆炎が身を焦こがすに任せたエレノアは凄せい絶ぜつに笑い、さらに呪文を唱える。

「《おいでませ》──《嗚呼ああ・おいでませ》──《おいでませ》──」

　酔よいしれたように歌われる詠唱が、周囲に響ひびき渡わたったその途と端たん──

「《夜や霊れいの呼び声に・応じませ》──《応じませ》──《応こたえませ》──」

　虚空に開かれる門。溢あふれる瘴しよう気き。門より現れる無数の人ひと影かげ達。むせ返るような死し臭しゆう。

　アルベルトの周囲に、新手の死者達が凄すさまじい勢いで次々と召しよう喚かんされていく。

　あっという間に大量の死者の群れが、アルベルトを隙すき間まなく取り囲み──

「《彼の血が肉が・汝なんじ等ら慰なぐさみたもう・潤うるおしたもう》──《いざ・いざ・召めされ》──ッ！」

「キシャァアアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　エレノアの令呪コマンドに応じ、四方八方から腐肉の壁が、再び津波のようにアルベルトへと迫る──

　アルベルトを圧殺せんばかりの、その圧倒的な質量。

　普ふ通つうならば、これで詰みチエツクメイトだ。

　アルベルトがいくら一節詠唱や、予唱呪文ストツク・スペルの時間差起動デイレイ・ブート、二反響唱ダブル・キヤストといった超ちよう高こう等技法の使い手だとしても、これだけの数を一度にまとめて対応はできない。

　やはり、戦いにおいて数は絶対の力なのだ。

　……普通ならば。

「《金色の雷獣よ・地を疾く駆けよ・天に舞って踊れ》」

　だが、アルベルトは事も無げに、冷静に呪じゆ文もんを唱えた。

　ほとんどの攻性呪文アサルト・スペルを一節で詠唱するアルベルトにしては珍めずらしい三節の呪文だ。

　呪文は、死者達が伸ばした手がアルベルトに触れるギリギリ直前で完成する。

　死者達にこれだけ押し迫られても、アルベルトの冷れい徹てつな表情は微み塵じんも揺ゆらがない。その鋭い爪つま先さきが己おのが眼球の寸先に迫っても、まばたき一つすらない。

　そして、次の瞬間──




　──鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。




　上がる極光と炸さく裂れつ音。闇を切り裂く閃光と衝しよう撃げき。紫し電でんの乱らん舞ぶ。

　アルベルトを中心に形成された稲妻の嵐らん陣じん、周囲を躍る無数の雷球。

　荒れ狂う雷らい神じんの咆ほう哮こうに、アルベルトを囲む死者の群れは容よう赦しやなく薙なぎ払はらわれていく。

　こうなれば、けしかけられる死者達の方がいっそ哀あわれに思えてくる一方的な殲せん滅めつ劇だ。

「そうですね……アルベルト様には、その術が御ご座ざいました……」

　エレノアはあれだけいた自分の可愛かわいい下僕達が為なす術すべもなく散さん滅めつしていく様を、まるで悪夢でも見ているような気分で眺ながめていた。

「まったく、ご冗じよう談だんのきつい御お方かたですわ……」

　アルベルトがエレノア率いる死者の大軍をまったく寄せ付けないこの無差別広域殲滅呪文は、Ｂ級軍用魔ま術じゆつ、黒魔【プラズマ・フィールド】である。電でん撃げき系のＣ級軍用魔術である【ライトニング・ピアス】の上位高等呪文だ。

　通常、軍用魔術はＡ級、Ｂ級、Ｃ級の三クラスに分かれている。

　Ａ級は戦術・戦略レベルの大魔術で、天変地異クラスの威い力りよくがあるが、そもそも単独で詠唱するものではない。複数の魔導士が協力して詠唱する儀ぎ式しき魔術だ。

　近～遠えん距きよ離りの魔術戦で主に用いられるのはＣ級とＢ級の軍用魔術である。

　一いつ般ぱん的な目安としては、Ｃ級を一節で詠唱できれば超一流、Ｂ級なら何節かけてでも、とにかく詠唱することができれば超一流の魔導士とされる。

　しかし、Ｂ級軍用魔術の一般的な詠唱節数は七節以上。これは通常、味方との連れん携けいの中で運用されるべき節数だ。

　Ｂ級はＣ級と比べて威力規格が格段に高いものの、一対一の魔術戦では、詠唱節数が多過ぎて隙が非常に大きく、役に立たないというのが常識である。

「それを、このアルベルトという方は──」

　Ｂ級軍用魔術を、たった三節。

　一対一の魔術戦にぎりぎり耐たえられる最長節数とされる、三節で詠唱している。

　いくら、黒魔【プラズマ・フィールド】が、味方との連携が取りにくく運用が難しい呪文だったとしても、その呪文詠唱を三節に切り詰めることで、単たん騎き運用することが可能ならば、話はまるで違ちがう。

　結果、エレノアは自分の可愛い下僕達が為す術もなく一方的に虐ぎやく殺さつされていく様を、歯がみしながら見守るしかなかった。

「……なんて、お強い御方」

　エレノアは、アルベルトについて、心からそう思った。

「帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団、特務分室執しつ行こう者ナンバー17、《星》のアルベルト様……まさか、これほどの御方だったとは……」

　アルベルトは凡ぼん百ぴやくの魔術師が好んで使うような搦からめ手て……特とく殊しゆな魔術や相手の不意を討うつような魔道具・魔導器の類たぐいを一いつ切さい使わない。

　弛たゆまぬ努力によって鍛きたえ抜ぬいた強大な魔力を完かん璧ぺきな制せい御ぎよと精度で繰あやつり、高速かつ精密に呪文を括くくり、神懸がかった状じよう況きよう判断力で的確・適切に術を運用する……それだけだ。

　単純極きわまりないが、それゆえに一切の隙がない本物の強さ、正統派魔術師の教科書のような強さだ。アルベルトの『帝国軍随ずい一いちの狙そ撃げき手しゆ』などという肩かた書がきは、その完璧過ぎる魔術制御の余技に過ぎないことを、エレノアはこの一戦で嫌というほど思い知った。

　──やがて。

　めらめらと燃え上がる木々、地面に燃え広がる炎、あちこちで爆はぜる紫電。

　渦うず巻まく火の粉と熱波の中心から。

「持て成しとやらは品切れか？」

　地じ獄ごくからやってきた戦せん鬼きの行進とは、かくや。

　立たち昇のぼる炎を背景に、アルベルトがゆっくりとエレノアに向かって歩いてくる。

　アルベルトの相手を射殺すような双そう眸ぼうが、揺らめく火ほ影かげの陰いん影えいになお鋭するどく光る。

　その身は無傷。血の一いつ滴てきも流しておらず、息一つ乱さず、汚よごれ一つ負っていない。

「所しよ詮せん、相手は狙撃屋、ごく近きん距きよ離りの魔術戦に持ち込めば容易に降くだせる……とでも思ったか？　……舐なめられたものだ」

「……お戯たわむれを。ただ……」

　くすり、と。エレノアは苦笑した。

　舐めていたわけではない。

　決して、油断もしてない。

　この仕掛けに際し、確実にアルベルトを仕留めるため、エレノアは確かに油断なく綿密な準備をしていた。

　初期条件は、全すべてエレノアに有利だったのだ。

　だが、アルベルトはそれを圧あつ倒とう的てきに凌りよう駕がした。たったそれだけの話である。

「……アルベルト様が私の想像を超こえて遥はるかにお強くて、激しくて……くすくす……私、もう身体からだが芯しんから火ほ照てって、疼うずいて……なんだか壊こわれちゃいそう……」

　妖あやしく笑い、エレノアは艶つやっぽく身体を悶もだえさせた──




「……貴様も大たい概がい、化け物だな」

　アルベルトは危険な色いろ香かを漂ただよわせながら己が体を抱だくエレノアを、氷のごとく冷ややかに睥へい睨げいし、唾だ棄きするかのように言い捨てた。

「その超ちよう回復能力。条件起動した法医呪文ヒーラー・スペルや自己治ち癒ゆ能力を高める魔薬ドラツグの類たぐいではないな。もっと悍おぞましい、別の何か──」

「……………………」

　アルベルトがそう指し摘てきした瞬しゆん間かん。

　エレノアは押し黙だまり、その身に纏まとう闇やみが、より一層濃こくなった気がした。

　アルベルトの言うとおり、爆炎に巻き込まれて焼け焦げていた筈はずのエレノアの身体は、こうして他愛たわいもない話をしているうちに、いつの間にか癒いえてしまっている。

　今だけに限った話ではない。以前、フェジテで交戦した時も、今回の一戦でも、アルベルトの攻性呪文アサルト・スペルは何度もエレノアを捉とらえた。何度も致ち命めい傷しようを負わせた。

　つい先ほどなど、わざわざ近接格かく闘とう戦に持ち込み、殴なぐりつけた拳こぶしから直接魔力を炸裂させ、頭部を吹ふき飛ばしてやりすらした。自うぬ惚ぼれではなく、手て応ごたえは確実にあった。並の相手なら、もうとっくに決着しているはずなのだ。

　だが──エレノアはいくら深手を負わせても血を流さないし、死なないし、少し時間を空けると傷口から上がる黒い霧きりと共に、すっかり傷が消えてしまうのである。

（……この女の得体の知れなさはそれだけでは無い）

　アルベルトはちらりと周囲を一いち瞥べつする。

　そこは正に地じ獄ごく絵え図ず。

　エレノアに召喚された数十を超える死者達は、ある者は火ひ達磨だるまと化し、ある者は焼け焦げた炭と化し、ある者はバラバラに千ち切ぎれ、その悉ことごとくが無力化されている。死者達の未いまだ解放されぬ魂たましいが、千切れた四し肢し、千切れかけた四肢を、地べたで蠢うごめかせている。

　漂う死臭と肉の焼け焦げた悪あく臭しゆうも相まって、そこは正に地獄そのものだった。

　こんな地獄が、今、この樹海のあちこちに出来上がっているのだ。

　エレノアは一体、どれほどの死者を下僕として保有しているのか。しかも、なぜ、それが全員女性の死者なのか。そもそも、エレノアが召喚した死者の数は、常識的な死し霊りよう召しよう喚かん術における、召喚可能な下僕数を軽く凌駕している。それは如何いかなる術理か。

（この不死性、そして無限とも思えるこの死者召喚術。この謎なぞ、解かねばなるまい）

　無論、アルベルトとて、まだまだ手の内は残している。

　だが、それはエレノアとて同じことだろう。

（どうやらこの女は、俺が今まで始末してきた外げ道どう魔術師達とは格が違うらしい）

　単純な魔術戦技能はアルベルトの方が上だし、エレノア以上の魔術戦技能の外道魔術師も珍しくはないが……エレノアはそれを超えた怖ろしい何かを秘ひめ持つ強敵だと、アルベルトは冷静に判断した。

「……おもてなしを、続けましょうか……」

　低く、昏くらく、艶えん然ぜんとエレノアが笑う。

　だらりと両手を下げ、髪かみの隙間から奈な落らくのような眼まなこがこちらを覗のぞくその様は、まるで壊れた操あやつり人形のようだ。

　そして、そのエレノアの周囲を、どこからともなく湧わいて出た死者達──やはり全員女性──が、女王に従う奴ど隷れいのように寄り添そっていく。

「ご託たくはもういい。さっさと切り札を切れ」

　アルベルトが冷ややかに言う。

「お前が只ただ、悪戯いたずらに下僕を使い潰つぶすだけの女である筈があるまい」

「あら、まぁ……そこまで見み抜ぬかれていましたか……」

　アルベルトの指摘に、エレノアは一いつ瞬しゆんきょとんとして、そしてますます楽しそうに妖しく笑った。

「申し訳ありません……貴方あなたのような素す敵てきで逞たくましい殿との方がた、是ぜ非ひ、本気の私でお相手して差し上げたかったのですが……でも、願わくは、本気の貴方も見せて頂きたいものですわ……アルベルト様？　くすくすくす……」

　エレノアの妖よう艶えんな表情を、アルベルトはどこまでも怜れい悧りに受け流す。

「……何が目的だ？」

「ふ、ふ、うふふ……女には秘密がある方が……魅み力りよく的じゃありません？」

　エレノアは嗤わらう。

　いつ、いかなる時でも嗤い続ける。

　闇を色いろ濃こく感じさせる、蠱こ惑わく的で致ち命めい的な微笑ほほえみで。

（この女……）

　先ほど、リィエルに接せつ触しよくした、天の智ち慧え研究会の手の者と思われる謎の男。

　それに対処するために動こうとした自分に、突とつ然ぜん、仕し掛かけてきたエレノア。

　このエレノアという女が、自分に対する足止め目的で現れたのは明白だ。

　ゆえにアルベルトは速そつ攻こうでケリをつけようとしたが、エレノアの得体の知れない不死性の前に、貴重な時間はどんどん出血していく。

（…………）

　アルベルトはエレノアに油断無く注意を払はらいながら、思考する。

　エレノアが天の智慧研究会の魔術師であることが判明してから、帝国政府がエレノアの残した痕こん跡せきを死にもの狂ぐるいで調査した結果、エレノアが天の智慧研究会の中でも内陣インナーと分類される高位階──第二団《地位》アデプタス・オーダークラスであることが判明している。

　必ひつ定じよう、エレノアは組織の実態・内情にもかなり明るいはずで、その情報はこう着状態の抗こう争そうに業ごうを煮にやす帝国政府側にとって、喉のどから手が出るほど欲しいもののはずだ。

　もし、エレノアをこの場で捕とらえることができたなら、今後、帝国側は組織に対して果てしなく有利に立ち回れることになる。

（だが……）

　アルベルトの直感が告げる。このエレノアという女は危険だ、と。

　エレノアには自分達の手には負えない、得体の知れない何かがある、と。

　組織の情報は欲しい。が、この女だけは避さけるべきだ、と。

　それゆえに、アルベルトは迷いなく決断した。

（此こ処こで、確実に、始末する）

　その瞬間、アルベルトから身の凍こおるような殺気が溢あふれた。

（この女を人間だと思うな……化け物──第一級の脅威種メナスと見み做なし、対処する）

　アルベルトが、左手の指をエレノアに向かって構え──

「……ッ!?」

　その裂れつ帛ぱくの殺意を肌はだで感じたか、エレノアの妖艶な笑えみにも微かすかに緊きん張ちようが走り──

　アルベルトが、今までとは違う呪じゆ文もんを紡つむごうとした──その時だった。

「────ッ！」

　アルベルトは見た。

　起動中の遠とお見みの魔ま術じゆつが、アルベルトの左目に投とう影えいするその映像を。

　流石さすがに、戦せん闘とう中に余所よそ見みすることはできず、今まで意識を向けられなかったその光景。

　逃にげ出したリィエルを監かん視しするため、北東沿岸部の旧開発地区波は止と場ばに設置した魔術の千里眼が映し出したもの──それは、リィエルがグレンをその手にかけた光景だった。

　リィエルの剣けんに貫つらぬかれたグレンが、放物線を描えがいて飛んでいき……あっという間に荒あら波なみに飲み込まれていく。

「ちっ……無様な」

　アルベルトが苛いら立だち混じりに舌打ちした、その時だ。

　エレノアも、リィエル達の様子を何らかの手段で把は握あくしていたのだろう。

「……ふふ、残念。潮時ですわ」

　それまでの不気味で妖艶な雰ふん囲い気きはどこへやら。

　エレノアの様相は瞬しゆん時じに、淑しゆく女じよ然とすましたものへと変へん貌ぼうし。

　そして、一瞬の隙すきを突ついて呪文を唱えていた。

「──《爆ばく》ッ！」

　エレノアの周囲に爆ばく炎えんが上がり、辺りの視界を封ふうじる。

　黒魔【クイック・イグニッション】。現状存在する最速最短の呪文で起動可能な、攻こう撃げきというよりはむしろ、緊きん急きゆう回かい避ひ的な用よう途とで運用されるＣ級軍用魔術だ。

　さしものアルベルトも、隙を突かれた上に理論上の最速呪文を相手にしては、三属攻性呪文アサルト・スペルを打ち消す対抗呪文カウンター・スペルの詠えい唱しようはまるで間に合わず──

　案の定、爆炎が収まった頃ころには、すでにエレノアは姿を消していた。

　同時に死し霊りよう術も解除キヤンセルしたらしい。残された死者達が、ゆっくりと崩くずれ落ち、風化し、土へと還かえっていく。

　あまりにも見事すぎる引き際ぎわ。敵ながら賞賛に値あたいするだろう。

「……まんまとしてやられた、というわけか」

　アルベルトが毒づきながら、ぼそりと呪文を唱え、左ひだり腕うでを振ふった。

　すると周囲に燃え上がる炎ほのおが、まるで蠟ろう燭そくの火を吹き消すかのように、あっさりと鎮ちん火かした。

　夜の樹海に、静せい寂じやくと完全なる暗くら闇やみが蘇よみがえる。

「だが、このままじゃ済まさんぞ……」

　胸中に渦うず巻まくあらゆる感情を全て殺し、アルベルトは冷静に、冷れい徹てつに思考する。

　グレンを手にかけたリィエルは、密会していた男に何を吹き込まれたか知らないが、真まっ直すぐにとある場所を目指して猛もう速度で街を駆かけている。

　リィエルが裏切ったのは、グレンを斬きったことからすでに明白。

　ならば、リィエルのその狙ねらいは当然、ルミアだ。彼ひ我がの距きよ離り、リィエルの移動速度から計算するに、とてもじゃないが今から自分が駆けつけても間に合わない。

　ルミアがリィエルの手に落ちるのは、もう確定事じ項こうだろう。

　冷静にそう結論する。

　ならば、次に自分が指すべき一手は何か。

「…………」

　アルベルトは、以前、エレノアが『ルミアはなるべく生かしたい』と言っていたことを思い出す。ならば、この状じよう況きようでこんな搦からめ手てを使う以上、今すぐルミアの命をどうこうするということは十中八九、ないだろう。

「致いたし方かた、あるまい……」

　方針を固めたアルベルトは、目的を達するために、疾しつ風ぷうの如ごとく駆け出した。




　完全に日が落ちた観光街には、あちこちに設置されたオイル式の街路灯やランプが煌こう々こうと灯ひを灯ともし、無数の屋台や酒場が開店している。集まった観光客達は、今夜も賑にぎやかな夜を楽しもうと、続々と表通りに集まり、街は活気に満ちあふれていく。

　昼間とはまた違ちがった賑わいの顔を見せる、サイネリア島、夜の観光街。

　そんな観光街の一角を、二組の生徒の何人かが集団で練り歩いていた。

「……なぁ、システィーナ。本当にいいのか？」

　夜の観光街を練り歩く生徒の一人、カッシュが隣となりを歩くシスティーナに声をかけた。

「今から、俺達が行く予定の店……なんつーの？　南原風？　よくわからんけど、とにかく、すげー美味うまい魚ぎよ介かい料理が出てくるトコで有名らしいんだぜ？」

「パエージャ、とかいう料理だったよね。確か」

　カッシュの言葉に、セシルが補足する。

「新しん鮮せんな魚介類と、コメと野菜をスープで炊たき込んだ料理……だったよね？」

「あー、うん、そう、それ。コメの料理とか、珍めずらしいよな！」

「東方や南原では主食らしいですけど、北原地方では単なるサラダの材料ですから」

　実家が大手交易商であるテレサは、流石にその手の話には詳くわしいらしく、カッシュとセシルの話に自然と割って入っていた。

「まぁ、とにかくだ。せっかく滅めつ多たにない機会なんだし、俺達と一いつ緒しよにその店に行かないか？　その……今からでもルミアを呼んでさ」

「ありがとう、カッシュ」

　そんなカッシュの気き遣づかいに、システィーナは笑って応じた。

「でも、今日はいいわ。ルミアが旅籠はたごでリィエルの帰りを待つって言っているし……私だけ行ってもルミアに悪いしね。だから、皆みんな、私達に構わず楽しんできてよ」

　そう言うシスティーナの腕うでには、先ほど、そこいらの適当な屋台で購こう入にゆうした簡単な軽食──数人分のローストビーフサンドの紙包み──が抱かかえられていた。

「私はルミアと一緒に旅籠で食事を摂とるから」

「まぁ、お前ならそう言うとは思ってたけどよ……」

　気まずそうに頰ほおを搔かくカッシュ。システィーナとルミア、そしてリィエルを置いて、自分達だけで食事を楽しみに行くのも、どこか微び妙みように気が引けるのだろう。

　と、その時である。

「いいじゃありませんか」

　つん、と。

　ウェンディが自分のツインテールをくるくる弄いじりながら言う。

「残りたいと仰おつしやるのでしたら、好きにさせればいいんですわ」

「お前な……いくら腹減って早く食いに行きたいからって、ンな言い方ねーだろ」

「あ、貴方と一緒にしないでくださいまし！」

　呆あきれたように肩かたを竦すくめるカッシュに、ウェンディが顔を真っ赤にして、きぃーっ！　と捲まくし立てる。

「と、とにかく！　残りたいなら好きにすればよろしいですわ！　大体、皆で食事する機会は今日で最後、というわけではありませんし！」

「う、うん……そうだよね……明日あしたもあるし……」

　カッシュにいわれなき侮ぶ辱じよくを受けて不ふ機き嫌げんそうなウェンディを宥なだめるように、リンがおろおろとウェンディの言葉に首しゆ肯こうする。

「その代わり！　貴女あなた達、なるべく早く仲直りしなさいな！　その……いつもべったり仲良し三人組な貴女達がそんな調子だと……こっちも調子が狂くるってしまいますわ！」

「……うん、そうね……ありがと、ウェンディ」

「……ふん！」

　システィーナの素す直なおなお礼に、ウェンディは少し頰を赤らめて、腕を組みながら、つん、とそっぽを向いた。

「まぁ、そういうことなら、俺達、道こっちだから」

　丁度、一行は十字路にさしかかっていた。

　システィーナが旅籠へ戻もどるなら、ここで皆とはお別れということになる。

「じゃあな、システィーナ。頑がん張ばれよ？」

「うん、皆、ごめんね！」

　しばしの別れを告げて。

　一行から分かれたシスティーナは、一人、旅籠への帰路を急いだ。




「うーん、思ったより時間かかっちゃったなぁ……」

　自分達が寝ね泊とまりする旅籠へと辿たどり着いたシスティーナは、軽食の入った紙包みを大事そうに抱え、ルミアが待っているであろう部屋へと足早に向かっていた。

　その部屋はシスティーナとルミアとリィエルの宿しゆく泊はく用に割り当てられた三人部屋であり、この絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かの奥の方に、その部屋はある。

　リィエルが突とつ然ぜん怒おこりだして、どこかへ飛び出して行った後、ルミアはグレンが必ずリィエルを連れ帰ってくれると信じて、部屋に残ると言ってきかなかった。

　親友が信じて残るというならば、自分も残るまでだ。

　当然のように、システィーナはルミアに付き合って残ることにした。

　だが、それでもお腹なかは減るもので、ルミアが部屋で待っている間、システィーナはせめて夕食として簡単に食べられるものを、外に出て買ってきたのである。

　本音を言えば、本当はクラスの皆と一緒に外食したかったのだが、ルミアを残して行くわけにはいかない。

　ルミア自身も自分が残ると言えば、システィーナも残るであろうことはわかっていたらしく、とても申し訳なさそうにしていた。

「……まったく、お人ひと好よしなんだから」

　システィーナはそんなルミアに苦笑いするしかない。

　だが、そんなお人好しなルミアだからこそ、自分はルミアのことを大好きなわけだし、何よりも守ってあげたいと思ってしまうのだが。

「それにしても……リィエルの分も買ってくるあたり、私も大たい概がい、お人好しだなぁ……」

　自分に呆れたようにため息をつきながら、システィーナは独りごちる。

　無論、リィエルに関しては、システィーナも幾いく分ぶん含ふくむところはある。突とつ然ぜん、豹ひよう変へんしたリィエルの態度に腹を立てたことも否定できない。

　だが、リィエルのそれが単に性格的な問題からくるものではなく、一時的な情じよう緒ちよ不安定からくるもの……物事が自分の思い通りにいかず、拗すねてしまった子供のようなものだ……ということくらいはわかる。

　リィエルとはまだ短い付き合いだが、リィエルには良くも悪くも裏表がないからわかりやすいのである。実際、普ふ段だんのリィエルは時折とんでもないことを仕出かそうとするが、基本的には素直な良い子だ。少々、というか全然、愛想がないのが玉に瑕きずだが。

「なんていうか……放ほうっておけないのよね……」

　確かにリィエルはグレンの言うとおり、中身が外見より相当幼いように思える。ちょっとわがままで、駄だ々だっ子こで、無愛想な妹といった感じに思えてしまう。

「リィエルは戻ってきてるのかしら？」

　戻ってきたのならば、グレンもいるはずだ。

　なら大だい丈じよう夫ぶ。仲直りもすんなりと上手うまくいくはず。

　すると必ひつ定じよう、今夜の食事は、グレンと自分とルミアと、リィエル……この四人で一緒に部屋で簡単な軽食、ということになる。

　実は一応、それを想定して四人分、購入してきたのだ。

　そして、その食事風景を想像すると……なんだか悪くない。自然と口が綻ほころんでくる。

　さらに、システィーナ自身気付いていなかったが、システィーナが抱えた紙かみ袋ぶくろに入っている食事は、四人で食べるにはかなり多い。人一倍食べるグレンのために、無意識のうちに多く購入してしまっていたのである。

　そうとは露つゆ知しらず、たった四人分なのになんだか重いなぁ……などと吞のん気きなことを考えつつ、これから始まるだろう、ちょっと楽しいお食事会を想像して、たまにはこういうのもいいのかもね……

　そんなことを考えながら、システィーナが自分達に割り当てられた部屋の前に立ち、ドアノブに手を伸のばした──その時だった。

　がしゃん。

　ドアの向こう側から、何かが壊こわれるような音が微かすかに響ひびいた……気がした。

「……ルミア？」

　部屋に飾かざってあった壺つぼでも落として壊したのかしら？　……困った子だなぁ。

　そんな風に暢のん気きに考えたシスティーナは、部屋の鍵かぎをドアの鍵穴に差し込む。

　鍵を開け、ドアノブを回し、ドアを開けて部屋に入る。

　すると。

　衝しよう撃げきの光景が、システィーナの視界に飛び込んでくる。

　手にしていた紙袋がばさりと落ち、中身のローストビーフのホットサンドが、ばらばらになって床ゆかに散らばった。

「……え？」

　ランプの光が淡あわく照らす室内。手て狭ぜまなバルコニーへと続く正面奥の扉とびらは、外から蹴け破やぶられたのか、その残ざん骸がいと破は片へんが室内に散らかっている。

　そして、これは予想通り、部屋の隅すみに飾ってあった壺が床に落ち、割れ砕くだけている。

　そして、これは予想外、部屋の中央にはぐったりと倒たおれ伏ふしたルミア。

　そして、これはさらに予想外、倒れたルミアの傍かたわらに佇たたずむリィエル。頰や手、衣服などを返り血で紅あかく染め、その手にべったりと血に濡ぬれた長大な剣けんを携たずさえながら、倒れ伏したルミアを感情の読めない眼めで見下ろしている──

「……え？　……え？　な……なにこれ……？」

　その幽ゆう鬼きのような血まみれのリィエルの姿に。

　システィーナは純じゆん粋すいに──恐きよう怖ふした。

「リィエル!?　あ、貴女、一体何を──ッ!?」

「大丈夫」

　ぎょろり、と。そのガラス玉のような眼がシスティーナに向けられる。

「ルミアは殺してない。殺す気もない。剣圧を当てて、気絶させただけ」

　ずくん、と。毒のような怖おぞ気けがシスティーナの心臓を侵おかしていく。

　殺すだの、殺してないだの。

　自分は一体、いつの間にこんな異常な世界に彷徨さまよいこんでしまったのか。

「ルミアはって……そ、そういえば、貴女、先生はどうしたのよ!?　先生は貴女のことを追って……ッ!?」

　辛かろうじて我に返ったシスティーナが、震ふるえる声でそんな問いを投げる。血に濡れたリィエルの姿に感じた最悪の予感──どうか、それが外れているようにと祈いのりながら。

「……グレン？」

　だが、リィエルは微かに小首を傾かしげ、こともなげに返した。

「殺した。わたしが斬きった」

「あ──」

　目眩めまいがした。

　足元が崩ほう落らくしていくような感覚。

　世界が平へい衡こうを保てず、ぐらぐらと揺ゆれ始める。

「……う、噓うそ……噓よ……そんな……」

　言葉では現実逃とう避ひをしながらも、システィーナは心のどこかで悟さとっていた。

　リィエルは時折、突とつ拍ぴよう子しもない言動をするし、酷ひどく無愛想だが、表裏がない娘むすめだ。噓や腹芸など、そんな器用な真似まねができる人種ではない。

　だから、リィエルがそう言うということは──本当のことなのだろう。なにより、その血ち塗まみれの姿がどうしようもないほど、その言葉が真実であることを証明している。

　頭が真っ白になる。膝ひざが震える。

　ルミアが窮きゆう地ちに立たされていること、グレンを失ったこと。何から考えるべきか、自分は何をすべきか、どうしたらいいのか、何一つわからない。憤ふん怒ぬと悲ひ哀あい、恐怖と混乱、様々な感情がぐるぐると渦うず巻まき、システィーナの世界が阿あ鼻び叫きよう喚かんに紛ふん糾きゆうしている。

「何よ……なんなのよ……ッ!?　リィエル、貴女、なんでこんなことを──ッ!?」

　だから、大事なことを思考せずに、こんな間ま抜ぬけな質問が出てくるのだろう。

　決まっているではないか。

　ルミアが巻き込まれ、グレンが命を落とす可能性があることなど。

　それは──

「……実は、わたし、あなた達の敵」

　そう、それは──

「わたしは、天の智ちえ…………なんだっけ？　……とにかく、あなた達の敵」

　天の智ち慧え研究会──帝てい国こく政府と古来抗こう争そうを繰くり広げてきた、あの最悪の魔ま術じゆつテロリスト結社絡がらみの事件に決まってるではないか──

「……ぅ…………ぁ…………」

　システィーナは早はや鐘がねのように暴れる心臓を抱かかえ、震えていた。

　もし、自分が『その時』に遭そう遇ぐうしたとき、『何か』をしようと固く誓ちかったのに。

　その決意を密ひそかに尊敬していた人に語った時、その人が珍めずらしく真ま面じ目めな顔で『ちょっとだけ、お前のことを尊敬するよ……生意気だがな』と言ってくれたことを、ほんの少し誇ほこりに思っていたのに。

　今、自分がすべきその『何か』を、どういうわけか、さっぱり思い出せない。

　あのリィエルが、まさか、そんなことを──先生が、死んだなんて噓だ──物思うのはそんなことばかり。

　女王陛下側近だったエレノアすら、実は天の智慧研究会の手先だった──その前例を聞かされていながら、システィーナは今、この現実をまったく受け入れられない。

　信じられない。信じたくない。

　そればかりで、自分が今、何をすべきか、まったく考えられない。

　身体からだが──まったく動かなかった。

「……ルミアは連れて行くから」

　蒙もう昧まいなことに、リィエルがそんなことを言って、やっと思い出すことができた。

　自分が何をすべきかを。

　そうだ、自分はルミアを守ると誓ったのだ。ルミアはシスティーナにとって半身も同然の存在だ。今まで苦楽を共にしてきた家族同然の親友なのだ。ルミアのその過か酷こくな生い立ち、宿命、少しでも軽くしてあげたいと、一いつ緒しよに背負ってあげたいと──

　だから、自分はグレンに戦い方を教えてもらおうと──強くなろうとしたのに──

「……ま、待ちな……さい……ッ！」

　床のルミアへ手を伸ばしたリィエルを、システィーナの切せつ羽ぱ詰つまった叫さけびが止める。

「……る……ルミアから……離はなれ……なさい……ッ！」

「…………」

　リィエルはルミアに手を伸ばしたまま、無言で硬こう直ちよく。

　システィーナはそんなリィエルに左の掌てのひらを向け、掠かすれた声を搾しぼり出していく。

「わ……私が相手……よ……ッ！　る、ルミアには……指……一本……触ふれさせ……ないんだから……ッ！」

　顔面は蒼そう白はく、過呼吸気味の息は長く荒あらく、呪じゆ文もんをまともに唱えられるかどうかも怪あやしい──そんな状態で、システィーナは必死にリィエルを威い嚇かくする。

　すると、リィエルは無防備に立ち上がり、システィーナをじっと見つめた。

　びくりと震えて、システィーナが一歩後退する。

「う、動かないで……ッ！　動いたら……撃うつわ……ッ！」

　リィエルは、怯おびえていると一目でわかるそんなシスティーナを一いち瞥べつして。

「……やるの？」

　短く、システィーナに聞いた。

「……え？」

　なんとも間抜けな響きの声が、システィーナの喉のど奥おくから漏もれた。

「……本当に、やるの？」

　リィエルが手に提さげた大剣の持ち手を握にぎり直すと、がしゃりと剣が音を立てて鳴った。

　別段、その動作に相手を威い圧あつする意味合いはなかったのだろうが──

「……あ……ぅ……」

　だが、たったそれだけで──システィーナは自分のなけなしの戦意が、ばらばらに砕け散っていくのを感じていた。

　リィエルの剣が光っている。部屋に灯ともるランプの淡い光を照り返し、不気味なまでに、ぎらぎらと禍まが々まがしい光を放っている。

　その剣の光から眼が離せなくなる。リィエルの手や頰ほおを妖あやしく彩いろどる血の紅あかが、どうにも目立って仕方がない。血の色とはあんなに鮮あざやかな色合いをしていたものなのだろうか。

　リィエルと戦うということは、あの剣が自分に向けられるということに、システィーナは遅おそまきながら気付かされる。

　無論、システィーナとて、以前、恐おそろしい敵と対たい峙じしたことはある。

　だが、その時はグレンがいた。いてくれた。だから、立ち向かうことができた。

　──グレンがいてくれれば大丈夫。

　グレンは、普ふ段だんは本当に頼たよりなさそうに見えて……魔術師としての実力的にもそれほど優すぐれた人物でもないのに……それでも、いざという時には、そう強く思わせてくれる圧あつ倒とう的な安心感があったことに、今、初めて気付かされる。

　そして……今、自分は一人だ。グレンはいない。

　そもそも、自分一人きりの時は怯えて震えて、ルミアに庇かばわれ、グレンの足を引っ張るばかりで、何一つできなかったことを思い出す。ちょっと修しゆ羅ら場ばを経験した程度で一体、自分は何を勘かん違ちがいしていたのか。何を思い上がっていたのか。

　システィーナは、まったく知らなかったのだ。まさか、たった一人で敵に立ち向かうことが──こんなに心細く、恐ろしいことだったとは。

「……うぅ……ぁ……あ……あ…………ッ!?」

　システィーナが現実の戦場を漂ただよう張り詰つめた空気に、より一層震えていると。

　不意にリィエルがぽつりと呟つぶやいた。

「……撃てばいい」

「……ぇ？」

「システィーナができる、一番強い魔術で、わたしを撃てばいい」

　なぜか、そんなことを言って。

「わたしは……何もしないから」

　リィエルはただ、じっとシスティーナを見つめている。

「……システィーナの呪文が完成するまで……わたしは何もしない」

　対するシスティーナは混乱した頭で考える。

　これは何かの罠わなか。それとも舐なめられているのか。

　いずれにせよ、これはシスティーナにとって千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだと言っていい。

　この距きよ離りなら、リィエルが本当にその気になれば、システィーナは一節呪文すら唱える暇ひまなく、一息で斬きって捨てられるだろう。リィエルの超ちよう絶ぜつ的な身体能力は、もう何度も目まの当たりにしているから、それは最も早はや、確信に近い。

　だが、その意図はわからないが、リィエルは待ってくれると言うのだ。

　非殺傷系の攻性呪文アサルト・スペルでも、時間をかけて魔力を練り上げ、三節以上の詠えい唱しよう節数をかけて呪文を唱え、威い力りよくを最大限に高めれば、リィエルを一いち撃げきで戦せん闘とう不能に追い込めるかもしれない。

　そう、これはリィエルを打だ倒とうしてルミアを守る、唯ゆい一いつ無二の機会──

（……やれ。やりなさい、システィーナ）

　そうしないとルミアは助けられない。

（やるのよ、システィーナ！　貴女あなたがルミアを守るのよ！）

　自分で自分を奮い立たせるように、心の中でそう言い聞かせる。

（──さぁ！）

　だが──

「……………………」

　システィーナの唇くちびるは迷ったように震ふるえるばかりで、一向に呪文を紡つむがない。

　やがて。

「……撃たないの？」

　リィエルがほんの少しだけ、眉まゆをひそめて呟く。

「……………………」

　対するシスティーナは、やはり無言。かたかたと身を震わせるだけ。

「撃って」

「……………………」

　沈ちん黙もくが、流れる。流れ続ける。

　魔力を練り上げる時間も、多くの節数をかけて呪文を唱える時間も充じゆう分ぶんにあった。

　だが──ついぞシスティーナの震える口が呪文を紡ぐことはなかった。

「……だめ。時間切れ」

　くるりとリィエルが踵きびすを返し、無防備な背中をシスティーナにさらす。

　それを前にしても、システィーナは動かない。動けない。

　リィエルはそんなシスティーナを前に、悠ゆう々ゆうとルミアを抱だきかかえ……そして、駆かけ出す。バルコニーから外へと飛び出し、あっという間に気配が遠ざかっていく。

　無音。

　沈黙。

　……静せい寂じやく。

　そのまま、ゆるゆると無む駄だに時間は流れ続け……

　どれくらい時間が経たっただろうか。

　……不意に。システィーナは、誰だれへともなく、ぼそぼそと口走り始める。

「……だ、だって、仕方……ないじゃない……こ、この位置から撃ったら……ルミア……まで……巻き込んじゃうかも……しれないし……」

　それは一体、誰に対する言い訳か、システィーナの独白はさらに続く。

「へ、下手したら……リィエルだって……し、死んじゃう……かも……しれないし……その……死なせるのは……流石さすがに、ね？　だから……仕方ない……そう……これは、仕方ない……の……うん……あは、は……」

　そこまで呟いて。乾かわいた笑いを、ほんの少しだけ零こぼして。

　システィーナはがくん、とその場に膝ひざをついた。

「…………ひっく」

　とうとう堪こらえきれなくなった涙なみだが、目め尻じりからぼろぼろと溢あふれ始めた。

「……う、噓うそ……だ……ひっく……ぐすっ……噓、ばっかり……私の……噓つき……」

　ルミアを巻き込むかもしれない？

　下手したらリィエルが死ぬかも？

　……それは違ちがう。否いな。断じて、否、否、否。なんたる噓つき。なんたる偽ぎ善ぜん者しや。

「わ、私はただ……怖こわかっただけじゃない……ッ！　怖くて……震えて……何もできなかっただけじゃない……ッ！」

　もし、呪文を唱え始めたら。

　もし、渾こん身しんの呪文でリィエルをしとめ切れなかったら。

　あのぎらぎら光る剣けんが、自分に容よう赦しやなく襲おそいかかってくるのではないか──システィーナはそんな不ふ吉きつなイメージを最後まで振ふり払はらえなかった。自分が血ち溜だまりに沈しずむ映像が頭にまとわりついて離れなかった。

　だから、動けなかった。あの千載一遇のチャンスを前に、無様に震えてるだけだった。

　ルミアを巻き込むかもしれない？　……違う。

　下手したらリィエルが死ぬかも？　……これも違う。

　自分はただ、戦う勇気がなかった。ただ、恐きよう怖ふに屈くつした。自分自身に敗北したのだ。

「う……ぁ……」

　システィーナは頭を抱かかえて、その場で膝を折った。

　自己嫌けん悪おの嵐あらしが、システィーナの空くう虚きよな心を吹ふき荒あれる。

　何があの子を守る……だ、偉えらそうに。

　結局、自分は我が身可愛かわいさから生じた恐怖で何もできなかったではないか。

　グレンがこんな無様で情けない姿の自分を見たら、なんて言うだろうか。笑うだろうか、呆あきれるだろうか、失望するだろうか。自分はそれに耐たえられるのだろうか。

　でも、その人ももう、この世にはいなくて。

「……ぁ……ぁ……ぁああああ──」

　システィーナが頭を抱えてその場に蹲うずくまった……

　……その時。




　ばぁんっ！　と。




　部屋の出入り口である扉とびらが、乱暴に蹴けり開けられた。

「──ひッ!?」

　まさか、リィエルが戻もどってきたのか？　この期ごに及およんでこの自分の臆おく病びようぶりに、システィーナはさらなる嫌けん悪おを覚えながら、咄とつ嗟さに扉の方へ振り返る。

　……開け放たれた扉の向こう側には。

「邪じや魔まをするぞ」

　黒い外がい套とうを纏まとった、目つきの鋭するどい男──アルベルトの姿があった。

　なぜかその全身はずぶ濡ぬれ、システィーナからはちょうど影かげに入る形になってよく見えないが、背中に誰かを担かついでいるようだった。

「システィーナ＝フィーベルだな？　俺は帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団のアルベルト＝フレイザーという者だ。以前、直接会ったわけではないが、俺の名前と顔くらいは知っている筈はずだ」

　返答を待たず、アルベルトはずかずかと部屋の中へ無ぶ遠えん慮りよに入り込んでくる。

「帝国軍法第六章、緊きん急きゆう特例四号条じよう項こう、第三十二条に従い十騎き長ちよう権限を発動、お前に協力を要よう請せいする」

　記き憶おくの奥底から目前の男の顔と名前を一いつ致ちさせる余よ裕ゆうも暇もなく、システィーナはただ突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに怯おびえて後ずさりするだけだ。

「……な、なに!?　なんなの……ッ!?　あ、貴方あなたは一体、なに──」

　と、その時だ。

　影から出てきたアルベルトを部屋の淡あわいランプの光が照らす。

　アルベルトが背負っていた人物の正体が露あらわになる。

「きゃああああああ──っ!?　先生!?」

　アルベルトの背中に担かつがれていたのは、すっかり血色を失って死人のようにぐったりとしたグレンだった。アルベルト同様、全身濡れ鼠ねずみであり、その背はぞっとするほど真っ赤に染まっている。

「狼狽うろたえるな。まだ息はある。……虫の息だがな」

　アルベルトはそんなグレンを部屋の隅すみのベッドの上に、どさりと放ほうった。

　途と端たん、システィーナが涙を浮うかべてグレンに駆け寄り、その身体からだに取り縋すがった。

「せ、先生ッ!?　しっかりして、先生──ッ！　な、なに、この酷ひどい怪け我が──は、早く治ち癒ゆの魔ま術じゆつを……」

「止やめろ、無駄だ。既すでに治癒魔術の効果を受け付けん。古典法医術的に言えば、『死神の鎌かまに捕つかまった』状態だ」

　死神の鎌に捕まった。

　優等生であるシスティーナはそれが意味するところを当然のように知っている。

「そんな……嫌いやよ……嫌……し、死なないで……死なないでよ、先生……ッ！」

「力を貸せ、フィーベル」

　半はん狂きよう乱らんのシスティーナに、アルベルトが淡たん々たんと言葉を並べる。

「出血を抑おさえる処置はした。だが、焼け石に水だ」

　動どう揺ようしたシスティーナは気付く余よ裕ゆうも無かったが、グレンの傷口は、細さい胞ぼうの凍とう傷しようによる壊え死しと仮死状態を際きわどく秤はかりにかけた恐おそるべき精度で凍こおっていた。

「被ひ術者本人の自己治癒能力を増ぞう幅ふくさせて傷を癒いやす法医呪文ヒーラー・スペル──白しろ魔ま【ライフ・アップ】では救えん。自身を癒すだけの生命力が、グレンに残されていないからだ。このままではこの男は間ま違ちがいなく死ぬ」

「そ、そんな……そんなぁ……」

　死。

　システィーナの背筋をぞっと冷たいものが駆け上がる。治癒魔術が効かないくらいに生命力が衰すい弱じやくしているということは……要するにそれは手て遅おくれということだ。

「だから力を貸せ、システィーナ＝フィーベル。この男を救うには何十年に一人という類たぐい希まれな潜せん在ざい魔力容量キヤパシテイを誇ほこる、お前の力が必要だ。お前以外には不可能な事だ」

「な、何よ!?　もう何なのよッ!?　次から次へとわけがわからないわ！」

　だが、すでにパニック寸前のシスティーナは頭を左右に振りながら蹲ってしまう。

　自棄やけになった思考は、アルベルトの言葉の意味をまるで解かい釈しやくしようとしない。認めたくない現実を直視したくないばかりに、思考放ほう棄きの錯さく乱らんへと逃にげるばかりだ。

「一体、私に何ができるっていうの!?　無理よッ！　治癒魔術が効かないんじゃ、もうどうしようもないじゃない!?」

「落ち着け、フィーベル」

「何!?　何なの!?　さっきからこんなことばっかり！　もう嫌よ！　嫌、嫌、嫌！　誰か助けて……ッ!?　誰か助けてよ──ッ!?」

　次から次へと襲いかかる過か酷こくな状じよう況きようと現実に、齢よわい十五の少女の心は打ちのめされ、叩たたき折られ、とっくに飽ほう和わ状態であったのだ。

「うぅ……お父様ぁ……お母様ぁ……ッ！　ルミア……助けて……ぁあああ──」

　それに耐えきれないシスティーナが、とうとう捨すて鉢ばちに泣き叫さけぼうとした──

　その時。

「泣いて喚わめく事が、今、お前が為なすべき事なのか？」

「──ッ!?」

　咎とがめるでもなく、叱しつ咤たするでもなく。

　ただ、揺ゆらがない事実を冷ややかに抉えぐるアルベルトの言葉に、自棄を起こしかけていたシスティーナの心が、ぎりぎりの一線で踏ふみ留とどまる。

「此こ処こで思考を放棄すれば、恐らくお前は一生後こう悔かいする事になる。それでもこの男を殺したいなら幾いくらでも泣き叫べ。俺はそれでも一向に構わん。後は葬そう儀ぎ屋の仕事だ」

「……………………」

　そうだった。子供のように泣き喚いている場合ではなかった。

　何かをしないと。できることをしないと。

　ただでさえ、何もできなかったのだ。しなかったのだ。

　これ以上、何もしないでどうする。

　システィーナに、ようやくいつもの聡そう明めいな思考が少しずつ戻ってくる。

「恥はじる必要は無い、フィーベル。温室育ちのお嬢じようとしては、お前のその無様な狼ろう狽ばいぶりは至し極ごく真っ当。……残念だな、この男が居れば王女の救出が少しは捗はかどると踏んだのだが……当てが外れたようだ。まぁ、いい」

　押し黙だまったシスティーナなどもう知らぬとばかりに、アルベルトはシスティーナに背を向けた。

　グレンを救える見み込こみがないなら、ここに留まる必要も時間も意味もない。そう冷れい徹てつに判断を下し、アルベルトは次なる行動のために部屋の外へ向かって歩き始める。

「俺は行く。お前の友人は俺が連れ戻す。葬儀屋の手配はお前に任せた」

「……ま、待って……ください……」

　システィーナは手ての甲こうでごしごしと涙を拭ぬぐい、鼻声でぼそぼそと呟つぶやいた。

　ルミアのこと。リィエルのこと。色々と考えなければならないことがある。

　恐怖に屈し、ルミアを守れなかったことは、今でも心に重くのしかかっている。

　だけど、今は──

「……わ、私は……ひっく……一体、何を……すれば……いいんですか……？」

　自分ができることをしなければ。あの決意が本当に噓になってしまう──それだけは看過できない──できるわけがない。

「ふん……」

　アルベルトは足を止め、システィーナを値ね踏ぶみするように一いち瞥べつした。

　システィーナの顔には、まだ心理的な動揺と衝しよう撃げきが色いろ濃こく残っているが、瞳ひとみに弱々しくも力が戻りつつある。

　取り敢あえずは使い物になるだろう、とアルベルトは判断した。

「……成る程ほど、少しは骨があるようだ。グレンが目をかけるだけの事はある」

　アルベルトは、ほんの少しだけ口の端はしを吊つり上げた。

「時間が無いから手短に説明する。通常の治癒魔術──白魔【ライフ・アップ】ではこの男を救えないのは先刻、言った通りだ。可能性があるとしたら、施せ術じゆつ者の生命力を被術者へ増幅移植する白しろ魔ま儀ぎ【リヴァイヴァー】だが、この儀式魔術には行使に大量の魔力が必要だ。俺一人では足りん」

　そこでだ、とアルベルトが言葉を続ける。

「フィーベル、お前の魔力を使わせろ。略式の仮サーヴァント契けい約やくで霊絡パスのみを繫つないでマナ・バイオリズムを俺に合わせろ。後の細かい術式設定は俺がやる」

「わ、わかり……ました」

「俺は今から儀式の準備をする。その間、お前はその乱れた精神状態とマナ・バイオリズムを少しでも……」

　何かに気付いたように、アルベルトがベッドの上のグレンに眼めを向ける。

「ちっ……呼吸が完全に止まったな。惰だ弱じやくな」

「そ、そんな……先生……ッ！」

　アルベルトの言葉に、システィーナの心が再び狂乱に襲おそわれそうになる。

「落ち着け、たかが呼吸が止まっただけだ。お前も魔術師ならば霊れい的てきな視覚を研とぎ澄すませ。魂たましいはまだ肉体に繫がっている。だが、拙まずいな……まだ儀式の準備が出来ていない」

「どっ……どうすれば……ッ!?」

　うろたえきったシスティーナを他所よそに、アルベルトはグレンの首を摑つかむ。

「弱いが脈はある。必要なのは呼吸補助か……フィーベル、儀式開始まで人工呼吸で保もたせろ」

　あっさりとそんな事を言い捨てて、アルベルトは懐ふところからナイフを取り出す。

「《原初の力よ・我が血潮に通いて・道を為せ》」

　そして、黒くろ魔ま【ブラッド・キャタライズ】の呪文を唱え、自分の両の手首を切り裂さき、滴したたる血で床ゆかに法ほう陣じんを物もの凄すごい速度で描かき始めた。

「えっ!?　人工呼吸……？」

「もし脈まで止まったら、それに加えて胸骨圧あつ迫ぱくも三十対二の割合で加えろ。それで駄だ目めなら【ショック・ボルト】の呪文を調節して直接心臓を刺し激げき。魔術学院の生徒なら基き礎そ法医術の授業でそのくらい習っている筈だ。やれ」

　血で法陣を描えがく作業を微み塵じんも緩ゆるめず、アルベルトが淡々と言う。

「で、でも……私、実際にやったことなくて……もし、上手うまくできなかったら……」

　人の命を預かる自信のなさと責任の重さが、システィーナを躊躇ためらわせるが──

「急げ、フィーベル！　恐れている暇ひまは無いッ！」

　今までの無味冷徹な口調から一転、突然上がったアルベルトの怒ど鳴なり声に、システィーナはびくりと震ふるえた。

　見れば、アルベルトの儀式法陣を構築するその手て捌さばきは凄すさまじいものだ。その手つきからは言葉や態度とは裏腹の、並々ならぬ焦しよう燥そうと逼ひつ迫ぱくさが感じられた。

（この人……本当は先生を救おうと必死なんだ……）

　救うために全すべてを押し殺す。それが必要だから。

（そうだ、迷っている場合じゃない！　やらなきゃ！）

　それが必要ならば。

　システィーナは覚かく悟ごを決めてベッドにぐったり寝ねそべるグレンに近寄ると、身を屈かがめ、グレンの顔へ自分の顔を近付けた。

　基礎法医術の授業で習った手順を思い出しながら、それをなぞる。

　まずは、あごを上げて気道確保。目線は傷病者の胸むな元もとに合わせる。

　それから口と口を合わせて……

　……口と口。……唇くちびる。

「……ぅ」

　グレンに口を合わせる寸前、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、硬こう直ちよくする。

　こんな切せつ羽ぱ詰つまった状況だというのに、なぜか頰ほおが熱い。

　そのわけのわからない動揺を、システィーナはぶんぶんと頭を振ふるって追い払はらった。

（先生、どうかお願い！　帰ってきて……ッ！）

　意を決して、システィーナはグレンの口に自分の口を合わせた。

　そして、それからはアルベルトの白魔術儀式の準備が終わるまでの数分間、システィーナは無我夢中で教科書どおりに、グレンへ息を吹ふき込み続けた。




　………………。

　…………。

　……じゃら。

　どこかで金属と金属が擦こすれる音がした。

「…………ん」

　その音が、暗くら闇やみの泥でい濘ねいを彷徨さまよっていた意識の隅すみを微かすかに突つき、ルミアはゆっくりと覚かく醒せいしていく。

「……ぅ……、こ、……ここは……？」

　薄うす暗ぐらい。

　意識が次し第だいにはっきりしていくのと同時に、暗闇に目が慣れていき、少しずつ部屋の様子が、自分の様子が明らかになっていく。

　ここはどこかの施し設せつの大広間らしい。

　床には大おお掛がかりな五ご芒ぼう星せい法陣が描かれ、ルーン文字がびっしりと刻まれている。

　その法陣はさらに魔力路で周囲に立ち並ぶ、モノリス型魔導演算器に直結している。

　どうも、何らかの儀式魔術を行う場所らしい。

　そして。

　……じゃら。

「…………」

　自分は鎖くさり付きの手て枷かせに両手を繫がれ、その鎖で天てん井じようから法陣の中心に吊るされていた。

　諸もろ手てを上げた状態で固定され、足先は床に届くものの踵かかとが浮ういてしまっているというこの状態では、最も早はやルミアには何もできない。

（……私は確か、リィエルに襲われて……気を失って……）

　そうして気を失っているうちに、ここに連れてこられたらしい。

（リィエルが……どうして……？）

　自分が置かれている状じよう況きようを把は握あくし、ゆっくりと不安が心を塗ぬり潰つぶしていきつつあった、その時だ。

「……目を覚ましたようだね」

　歳とし若い男の声が部屋に響ひびいた。

　こつ、こつ、こつ、と何者かが足音を響かせて近付いてくる。

「手て荒あらな真似まねをしてしまって、すまない。でも、君はどうしても必要なんだ。……僕達兄妹きようだいのために、ね……」

　ルミアの目の前に現れたのはローブを身にまとった、青い髪かみの青年だ。

　そして、その青年の背後に隠かくれるようにいるのは──

「リィエル！」

　思わずルミアは叫さけんでしまっていた。

　見れば、今のリィエルの装よそおいは先ほどまで着用していた学院の制服ではなく、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士しの礼服──丈たけ長ながの黒いローブ姿であった。

　魔術に対する防ぼう御ぎよ効果の高いこの魔導士の礼服は、実は圧縮の魔術によって賽子さいころサイズに折り畳たたんで携けい帯たいすることができるという便利な代しろ物ものである。

　いざという時に備え、常にそれを肌はだ身み離はなさず持っていたリィエルは、戦術的な合理性の下もとに、今はこの礼服を着用しているだけなのだが……ルミアにとっては、リィエルのその姿は、自分達に対する決定的な決別の意思を示すもののように感じられてしまう。

「リィエル……どうして？　どうしてこんなことを……？　あなたは一体……？」

「僕達はね、天の智ち慧え研究会のメンバーなんだよ」

　目を伏ふせて押し黙だまるリィエルの代わりに応じたのは、青い髪の青年だった。

「天の智慧……研究会……」

　帝国有史以来、延々と帝国政府と抗こう争そうを繰くり広げてきた謎なぞの魔術結社。魔術師達による世界支配を目もく論ろんでいるといわれている、最悪のテロリスト集団。

　かの組織が自分を狙ねらっているということは知っている。

　ならば……きっと、今回もそうなのだろう。

「と、言っても。僕達は下したっ端ぱもいいところさ。組織の上層部に繫がるようなことは何一つ知らない。使い捨ての駒こま……奴ど隷れいみたいなものさ」

「『僕達は』って……まさか……リィエルも……？」

「そうさ」

　ルミアと青年が、リィエルに目を向ける。

　リィエルはますます青年の背後に隠れるように縮こまる。

　まるでルミアの視線から逃のがれようとするかのように。

「彼女は組織が所有する凄すご腕うでの『掃そう除じ屋』だった。『殺し屋』と言った方がわかりがいいかな？　とにかく色々あって、帝国宮廷魔導士団に保護されていたらしいね」

「……ッ！」

　ルミアが衝しよう撃げきの事実に、忘我したのは一瞬だ。

　すぐに気を取り直し、青年を問い詰つめる。

「兄妹、と言いましたね？　つまり、あなたはリィエルのお兄さん……どうして、リィエルにそんなことを……？」

「……仕方ないんだよ」

　青年が申し訳なさそうに目を伏せた。

「先ほども言ったように、僕達は組織の末まつ端たん……奴隷同然なんだ。僕達は幼い頃ころに、組織に囲われてね。僕にはある程度、組織に役立つ魔術の才能があったから良かったものの、リィエルには組織に直接貢こう献けんできるような魔術の才能はなかったんだ……」

「そんな……」

「でも、戦せん闘とうの才能はあった。それに目をつけた組織は、僕の命を人ひと質じちに、リィエルを『掃除屋』として運用したんだ。僕は組織の魔術研究を。リィエルは殺し屋を。……従うしかなかった。それ以外、僕とリィエルが生き残る術すべはなかったんだ……」

「…………」

　リィエルの兄を名乗る青年の苦く渋じゆうに満ちた告解に、ルミアは痛ましげに目を伏せる。

「僕が死んだと思い込んでいたリィエルは、奇き跡せき的に上手く組織を抜ぬけ、今まで帝国宮廷魔導士団で活動をしていたようだけど……僕が生きていると知って、再び僕のために、組織に戻もどって戦う決意をした……それだけさ」

　もうルミアには何も言えなかった。

　青年は簡単に言ったけど、この兄妹が歩んできた道は、想像するのもおこがましいくらい苦難の道だったのだろうから。

　ただ、許せない、と。

　罪なき人々を翻ほん弄ろうし、弄もてあそぶ天の智慧研究会という組織を心底許せない、と。

　ルミアはそう強く思った。

「君も観念するんだ、ルミア＝ティンジェル。君が恐おそらく頼たよりにしているだろう『先生』はもう死んだ。……リィエルが殺した。……今度こそ助けは来ない」

　びくり、と。リィエルの肩かたが震える。いつも眠ねむたげな無表情を崩くずさないリィエルが、その一瞬だけは、叱しかられた子供のように悲しげに目を伏せ、身を縮こませていた。

「あ────」

　そして、青年のそんな残ざん酷こくな言葉に、ルミアも今の今まで努めて考えないようにしていたことを、鮮せん烈れつに思い出してしまう。

　先ほど、旅籠はたごの部屋で、リィエルが手に携たずさえていた血染めの大たい剣けん。リィエルが何者かをその手にかけたという動かぬ証しよう拠こ。あの状況から容易に想像できる最悪の事実。

「噓うそ……だよね？」

　その一瞬だけは、気き丈じような彼女も心の隙すきを隠しきれなかったのだろう。

　縋すがるような弱々しい声で、ルミアがリィエルに呟つぶやきかける。

「リィエルが……そんなことするわけないよ……ね？　噓……だよね？　……お願い……噓って言って……リィエル……」

　だが。

「…………ごめん、ルミア。……グレンは……もう……」

　なんの感情も灯ともさず淡たん々たんと返ってきたのは、そんな空くう虚きよな呟きだ。

　ルミアはそんなリィエルの反応で、全てを察してしまった。

　リィエルの言っていることは、青年の言っていることは……紛まぎれもない、事実だ。

　グレンは……もう、この世にはいない。

「…………先、生……」

　じわり、と。ルミアの目め尻じりに、堪こらえきれない大おお粒つぶの涙なみだが浮かんでいく。

　ルミアの身体からだから、ふっと力が抜け、皮肉にもルミアの両手を頭上で縛いましめる鎖がルミアの身体を支える。

　並なみ大たい抵ていの少女ならば、このまま激しく嗚お咽えつし、取り乱してもおかしくない。

　だが──

「…………」

　しばらくの茫ぼう然ぜん自じ失しつの後、ルミアは何も言わずに、涙に濡ぬれた瞳ひとみを真まっ直すぐ青年へと向けた。

　先生は絶対に生きている。実際にその死を自分で確かめない限り、私は信じない。

　そんな、頑かたくななまでに強い意志を感じる目だった。

「……うらやましい。君は強い子だ」

　ルミアのそんな気丈な様子に、青年はふっと、切なげに口元を歪ゆがめた。

「僕達にも君くらいの強さがあれば、あるいは……」

　と、その時である。

「ほう！　その娘むすめが例の『感応増ぞう幅ふく者しや』か！　ご苦労だった！」

　大広間の扉とびらを開いて、初老の男が無ぶ遠えん慮りよに入ってくる。

　ルミアはその男の正体を知って愕がく然ぜんとした。

「ば、……バークスさん!?」

　白金魔ま導どう研究所所長、バークス＝ブラウモン。

　あの好こう々こう爺や然とした雰ふん囲い気きはどこへやら。ただならぬ野心と欲よく望ぼうに目をギラつかせた、別人のような男がそこにいた。

「それでは、さっそくその娘に、強制的に異能を行使させる術式を施ほどこそう！　何、任せてくれたまえ。その辺りのノウハウには、私はかなり詳くわしいのだよ！」

「バークスさん、一体どうして……？」

　信じられない……そんな感情をありありと浮かべるルミア。

「どうして、だと？　くっくっく……まったく蒙もう昧まいな娘め。やはり帝国上層部の頭の硬かたい愚ぐ図ず共や、貴様らのような物を知らんバカガキの相手は実に疲つかれるわい」

　バークスのこの豹ひよう変へんぶりに、ルミアは息を吞のんで言葉を失うしかない。

「私のような優すぐれた魔ま術じゆつ師しは、さらに上の位階を目指さねばならぬのだ。ゆえに私は倫りん理りだの、生命の尊厳だのとうるさい帝国を見限り、天の智慧研究会に鞍くら替がえする──貴様を利用したとある魔術儀ぎ式しきの成功成果を手て土産みやげにな！　それだけよ！」

「そんな……バークスさん、天の智慧研究会に近づくなんて……あんな邪じや悪あくな組織に肩かた入いれするなんて、やめてください！　あなたの優れた才覚はそんな所で使われるべきものではないはず……ッ！」

　ルミアが必死の表情で訴うつたえかける。

　すると。

　バークスはさも愉ゆ快かいだと言わんばかりに、含ふくみ笑いを始めた。

「……バークス、さん？」

「くくく……これは、傑けつ作さくだ。何も知らぬのだな、貴様は……こんな滑こつ稽けいで愉快なことがあろうか……ッ！　ふははははははははは──ッ！」

　呆あつ気けに取られるルミアの前で、バークスはひとしきり笑い倒たおし、不意に言った。

「ルミア＝ティンジェル……と言ったか。王室の血を引きながら放ほう逐ちくされ、廃はい嫡ちやくされた哀あわれな異能の娘よ……貴様、なぜ帝国王室の家系に『女』が不自然なまでに多いか知っているか？」

「……？」

　ルミアは目を瞬しばたたかせる。

　確かに王室の家系には女性が多い。王家の血を引いて生まれてくる者の大半が、なぜか女性なのだ。それゆえに、王位を継つぐのも初代を除けば女性がほとんどで、アルザーノ帝国は慣例的に『女王』が統治する国ということにすらなってしまう。

　しかし、なぜ、今、その話題が上がってくるのかルミアにはわからない。

　だが、そんなルミアを置き去りに、バークスは言葉を続ける。

「貴様ら王室の血族で異能が発現した者……貴様で何人目になると思う？　まさか自分一人だけだと思ってはいまいな？」

「……えっ!?」

「天の智慧研究会が邪悪？　くっくっく……私に言わせれば、貴様ら帝国王家の方がよほど邪悪で汚けがらわしいわ！　反吐へどが出る！　仮かり初そめにもそんな呪のろわれた一族にかつて忠誠を誓ちかわされていたなど、我が身を切り刻んでやりたくなってくるわ！」

　ルミアにはバークスが一体、何を言っているのか、一体、何を知っているのか、さっぱりわからない。

　わからないが──

「そんな薄うす汚よごれた血の女王に統治される帝国の行く末など、わかりきったもの……そのような国、早々に滅ほろぼし、真に優れた魔術師達──天の智慧研究会が実権を握にぎって、愚おろかな民衆を管理してやるべきだとは思わぬかね？　ん？」

「やめてください」

「ッ!?」

　強い意志が籠こもったルミアの言葉が、嘲ちよう笑しようを浮うかべるバークスに冷や水を浴びせる。

　ルミアの気丈な瞳が、凜りんと真っ直ぐに、バークスを射い貫ぬいていた。

「私を侮ぶ辱じよくするのは構いません。ですが……この国のために、人々のために、日々身を粉こにして尽つくしているお母さんのことを悪く言うことだけは……絶対に許しません」

　仮初めにもその身に流れる王家の血が為なせる業わざか。

　こんな姿に縛いましめられながらもルミアが自然と纏まとっているその風格と気品に、その一いつ瞬しゆん、バークスは気け圧おされ、たじろぐ。

　だが、バークスはすぐに我に返って、ルミアを睨にらみつける。

「……気に食わない目だ」

　こんな年下の小こ娘むすめに一瞬でも吞まれてしまったことに、耐たえ難い屈くつ辱じよくを感じたらしい。

　バークスは据すわった目で、身動きの取れないルミアの下もとへと歩み寄っていく。

「貴様にはどうやら『教育』が必要なようだな……」

　そう言って、バークスは不意にルミアの制服の胸元を摑つかんで。

　ばり。

　一気に、下へと引き裂さいた。

「──ッ!?」

　息を吞むルミア。

　露あらわになった、下着に包まれた形の良い胸と雪も欺あざむく白い肌はだ。

　ルミアが羞しゆう恥ちに身じろぎする暇ひまもなく、バークスはルミアの細首を片手で鷲わし摑づかみにし、締しめ上げていく。

「さて……貴様はどんな声で啼ないてくれるのかなぁ……？　その小こ癪しやくな余よ裕ゆうをいつまで保っていられるかなぁ……？　……ん？」

「かはっ……あっ……ぐっ……うぅ……」

　苦く悶もんに喘あえぐルミアの顔を、バークスは嗜し虐ぎやくに満ちた愉ゆ悦えつの目で覗のぞいている……

「……ルミア！」

「駄だ目めだ、リィエル！　バークスさんに逆らってはいけない！」

　その時、ルミアの下へ駆かけつけようと一歩踏ふみ出しかけたリィエルの肩を、青髪の青年が摑んで止めた。

「で、でも……兄さん……ッ！　る、ルミアが……ッ!?」

「……駄目だ。大人しくしているんだ。僕の言うことが聞けないのかい？」

「…………ッ！」

　兄にそう強く言い切られては、もうリィエルは何もできない。

　拳こぶしを握り固め、ぶるぶる震ふるえながら、ルミアの苦しげな表情を見守るしかない。

　──だが。

「お戯たわむれはそこまでにしてくださいませ、バークス様」

　そんなルミアを救ったのは、実に意外な人物だった。

　エレノアが、いつの間にか、この部屋に戻もどってきていた。

　胸むな元もとで腕うでを組み、いつものように瀟しよう洒しやな物もの腰ごしで、部屋の隅すみに佇たたずんでいる。

「おお、戻ってきたのか、エレノア殿どの」

　突とつ然ぜんのエレノアの帰き還かんに、バークスは思わずルミアの細首から手を離はなす。

　締め上げから解放されたルミアは、酸素を求めて激しく咽むせた。

「ええ、ただ今。それよりも……」

　一同に歩み寄りながら、エレノアはいつものように妖よう艶えんな笑えみを浮かべて告げる。

「あまり王女に手て荒あらな真似まねはしないでくださいませ。女性はもっと絹の如ごとく優やさしく扱あつかうべきですわ」

　せっかくの余興に水を差すようなことを言うエレノアに、バークスは不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「ずいぶんと甘いことを言うな、エレノア殿。見よ、この娘の忌いま々いましい目を。こういう生意気な目をする女は、最初に徹てつ底てい的に締め上げて屈くつ服ぷくさせておくべきなのだよ。自分は我々に使われるだけの道具に過ぎぬと、身体に理解させてやらねばならぬのだ」

「目つきくらい良いではありませんか。王女は賢けん明めいな御お方かたです。この状じよう況きようで私達に逆らって抵てい抗こうするなどという愚かな真似は致いたしませんでしょう」

　なぜか、エレノアはルミアを庇かばうような論調を続ける。

　バークスはますます苛いら立だちを募つのらせていく。

「ははぁ……さては、貴様、この娘に情を移したな？」

「……滅めつ相そうもありません。誤解ですわ」

　エレノアはすまし顔を崩くずさない。

　だが、バークスは鬼おにの首でも取ったかのように、追つい撃げきする。

「ふん、隠かくさずとも良い。そういえば、貴様は密みつ偵ていとして女王に長年仕えていたのだったな？　仮初めの主従とはいえ、その恩義に絆ほだされ、女王の実子たる王女になんらかの情を抱いだくのも、まぁ、わからん話ではない……まったく、これだから女というやつは……」

「私は、別に王女に対してなんの思い入れもございませんわ」

　ご冗じよう談だんを、とでも言いたげに、エレノアが含むように笑う。

「私が真しんに心からの忠誠を誓うは我らが偉い大だいなる大導師様、ただ御一人。その王女は我々の悲願達成の鍵かぎとなる者……それ以上でも以下でもありませんわ。もし、大導師様がそう命ずるならば、今すぐにでも王女の素首、かっ切ってご覧にいれましょう」

「ほうほう？　ならば、なぜ、そこまで王女に肩入れする？」

　見下すような、見み透すかしたような薄うす笑わらいを浮かべるバークス。

　と、その時だ。

「いえ、その、なんと申し上げましょうか……」

　闇やみが。

「下げ劣れつな欲よくに任せ、戯れに女性へ狼ろう藉ぜきを働く殿との方がたを見ていると、私──」

　闇が。

「なんだか──その方を殺したくなってくるんですの」

　にこり、とエレノアが嗤わらって。

　──闇が。──深い闇が。──深しん淵えんの闇が。

「それはもう──その方の手足をバラバラに引き裂いて、胴どう体たいを寸刻みに切り刻んで、その臓ぞう腑ふを生きたままドブネズミの餌えさにしてやりたくなるくらいに──」

　闇が、周囲一帯に降りてきて──

　ぞっ、と。

　場の気温が一気に氷点下を振ふり切ったような感覚が辺りを走った。

「────ッ!?」

　刹せつ那な、リィエルがエレノアから爆はぜるように跳とび離れ、距きよ離りを取る。荒あらい息を吐つきながら体勢を低くし、怯おびえにも似た警けい戒かい心しんを剝むき出しに、エレノアを睨んでいる。

　それは意識しての行動ではない。戦せん闘とう者しやとして優れた資質を持つリィエルの生存本能が脊せき髄ずい反射で為した業だ。

　思わず自身の生命の危機をリィエルに感じさせるほど、その場は──エレノアという深淵の闇が、特濃となって支配していた。

　それは視覚的な闇ではない。感性と魂たましいに訴える幻げん視しの闇。

　だが、それでも絶望的な重圧と、息苦しさすら感じさせるほどに濃のう密みつ、圧あつ倒とう的な闇。

　悪あく魔まじみている。正気のまま狂きよう気きに堕おちた冒ぼう瀆とく的な存在がそこに佇んでいる。

　人が纏える闇がここまで昏くらく重く深くなるのかと、その場に居合わせた者達の魂が、本能的な原初の恐きよう怖ふに震えていた。

　──やがて。

「……失礼いたしました。ご無礼をお許しくださいませ」

　瀟洒に、優ゆう雅がに一礼する、エレノア。

　途と端たん、弛し緩かんする空気。

　辺りを塗ぬり潰つぶさんと立ち込めていた闇が──霧む散さんした。

「ま、まぁ……エレノア殿の言うことにも一理はある……な」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、やっと搾しぼり出されたバークスの言葉はそんなものだった。

「異能は、能力者の精神状態に左右される。あまり痛めつけて……これから行う儀ぎ式しきに影えい響きようが出てもつまらぬしな……」

「ご理解いただけたようで、何よりですわ。流石さすが、バークス様は聡そう明めいなお方……」

　くすくすくす。

　エレノアの薄うすら寒く乾かわいた笑いが、その部屋に空々しく響ひびいた。
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「ふははははははははははははッ！　くははははははははははははははっ!?」

　薄うす暗ぐらい儀式場にバークスの哄こう笑しようが響き渡わたっていた。

「凄すごい……凄いぞぉ……これは想像以上だッ！」

　簡易的に行った実験結果の予想以上の結果に、バークスは興奮を抑おさえ切れない。

「これならば成る……ッ！　成るぞぉッ！　かの『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』は再び成る！　このバークス＝ブラウモンの手によってなぁッ！」

　そして、バークスは狂気に血走った眼まなこをルミアに向けた。

「はっ！　貴様、『感応増ぞう幅ふく者しや』だと!?　一体、それは何の冗談だ!?　貴様のような『感応増幅者』がいるか！　貴様は正しよう真しん正しよう銘めいのバケモノだよっ！　ふは、ふはははははははははっ！」

「……ッ!?」

　その強きよう烈れつな狂気と悪意に、ルミアは思わず顔をしかめる。

　じゃらり、と鎖くさりが鳴った。

　ルミアは相変わらず両手を鎖付きの手て枷かせに縛いましめられ、足の先が床ゆかにほんの少し届くかという状態で吊つるされている。ベストやスカート等の衣類は強ごう引いんに破かれ、真銀ミスリル粉末が分散された染色液で、露あらわになった手足や腹、胸元、頰ほおといった柔やわ肌はだに、様々なルーン文字や文様がびっしりと描えがかれてしまっている。辛かろうじて両りよう肩かたに引っかかった衣服の残ざん骸がいや下着が最後の一線──ルミアの女性としての尊厳を守っている状態だ。

　そんな恥ち辱じよく的な状態に甘んじながらも、ルミアのその眼に怯えはない。何かを訴うつたえかけるように、抗あらがうようにバークスを真まっ直すぐに睨にらみ続ける。

「ちっ……」

　バークスは正直、ルミアのその眼が気に食わなかった。

　ただ、凜りんと。何者にも屈さない、強き意志の光が灯ともった眼──

　取るに足らない小こ娘むすめのくせに、今日歴史に名を残すことになるであろう偉大な魔ま術じゆつ師したる自分に、そのような生意気で不ぶ躾しつけな眼を向けるなど傲ごう岸がん不ふ遜そんもいいところだ。

　暴力で屈服させたいところだが、そんなことで本命の『Project : Revive Life』に影響を与あたえてもつまらない。そもそも妙みように王女へ肩かた入いれするエレノアが、今はいる。

　エレノアごとき、この自分が本気を出せば恐おそるるに足たらない存在なのだが、今、仲なか違たがいをしても面おも白しろくない。

　この少女を『教育』するのは──後の楽しみだ。

　バークスはルミアから眼めを逸そらし、部屋の隅に佇むエレノアに声をかける。

「ふっ、エレノア殿。組織の幹部達に伝えておくのだな。このバークス＝ブラウモンの席を用意しておけ、と」

「畏かしこまりましたわ、バークス様。ご期待くださいまし」

　エレノアが優雅に一礼し、答えた。

「しかし……それにしても気になるな。エレノア殿ほどの魔術師と互ご角かくに渡り合ったというその魔ま導どう士し……まさか帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団がすでに動いていたとはな」

「あら？　バークス様ともあろう御方が怖おじ気けづきましたか？」

「ふん、馬ば鹿かを言え」

　吐き捨てるような嫌けん悪おをこめて、バークスが言った。

「何が『魔導士』だ……深淵の真理に至る術たる魔術を戦争にしか利用できぬ、底の浅きクズ共など、この真なる『魔術師』たる私の敵ではないわ」

「流石さすがはバークス様ですわ。実に頼たのもしい」

「それにあの駄だ犬けん共が嗅かぎまわったところで、この場所が連中に割れることはない。ここはそういう場所なのだからな。計画は何から何まで順調。くくく……ここまで上手うまく行き過ぎると逆に怖こわいわい。まぁ、もっとも──」

　バークスは、ふと何かを思い出したように、いったん言葉を切る。

「これは流石に私だけの力ではないな……そう、貴公の尽じん力りよくの賜たま物ものでもある」

　そして、エレノアの背後に控ひかえるように立つ青い髪かみの青年に言葉をかけた。

「敵の魔導士の一人をこちら側に引き入れ、例の『感応増幅者モドキ』を素す早ばやく調達し、あまつさえプロジェクトに必要な三要素……『ジーン・コード』から合成済みの素体と、代だい替たい霊れい魂こんたる『アルター・エーテル』、そして肝かん心じん要かなめの『アストラル・コード』……その全すべてをすでに用意してくれていたとはな……貴公も中々優ゆう秀しゆうではないか。私が組織の席を得たあかつきには、貴公を我が助手として使ってやっても良いぞ？」

「……ありがとうございます」

　白衣型のローブをまとった青髪の青年は、恐きよう縮しゆくそうに笑った。

「しかし……」

　バークスが少しだけ合点がいかぬ、とばかりに部屋の隅すみを見る。

　そこにはカバーがかかった柱のようなものが三つあった。そのカバーの中には青年が持参した『Project : Revive Life』用の人工素体──今はまだ、ただの肉人形──が巨きよ大だいな水すい晶しよう石柱の中に封ふうじられて入っている。

　バークスは先ほどそのカバーをめくり、その中身を確かく認にんしたのだが……

「あれほど上質の素体を提供してくれたことは感謝しよう。だが……あれは一体、何の冗談だ？　どういう意味があるのだ？　なぜ、あのような姿を……？」

「あはは、特に意味はありません。強しいて言うなら趣しゆ味みです」

　青年は朗ほがらかに笑って応じた。

「……ふん？　まぁいい。私は『Project : Revive Life』さえ成れば構わぬ。さて、早さつ速そく、儀式の準備をするぞ。お前も手伝え」

「わかりました、バークスさん」

　そう言って、バークス達はルミアの足あし元もとに構築された儀式法ほう陣じんから霊絡パスを伸のばして繫つながる周辺のモノリス型魔導演算器を操作し始める。操作に応じ、魔力が駆く動どうし、黒光りするモノリスの表面を光の文字と術式が疾しつ走そうし始めた。

　そんな様子を異世界の出来事のように眺ながめていたルミアは、ふと、視線を横に逸そらす。

　その視線が捉とらえる先にはリィエルがいる。

　ルミアを囲う法陣のぎりぎり外。ルミアに背を向けて微び動どうだにしない。

　ルミアはバークスが天の智ち慧え研究会と繫がっていたことはショックだったが、リィエルに裏切られたことの方がもっとショックだった。

「ねぇ、リィエル……リィエルは本当に私達の敵になったの……？」

　悲しそうにルミアがその背中に問う。

　リィエルが敵になったなんて……リィエルがグレンを殺したなんて……未いまだに信じられない、信じたくない。

「リィエルはちょっと変わった子だったけど……でも、私もシスティも、リィエルと知り合えて本当に良かったって思ってた……」

「…………」

「リィエルは何を考えているのかとてもわかりにくい子だったけど……でも、段々とリィエルの考えていることがわかるようになってきて……リィエルと過ごす毎日が凄く楽しくて……」

「…………」

「リィエルもひょっとしたら私達と一いつ緒しよにいることを楽しいと思ってくれているのかもって……それが嬉うれしくて……でも……それは全部、私の勘かん違ちがいだったの……？」

　すると、しばらくの間、リィエルは押し黙だまって。

「…………ごめん」

　短く、ぽつりと呟つぶやいていた。

「……本当に、ごめん」

「……リィエル？」

「こんなつもりじゃなかった。こんなこと……多分、したくなかった。……でも、わたしはこうしないと……兄さんのために生きないと……」

　躊躇ためらうように。迷うように。

「わたしは……何のために生きているのか、わからないから……」

　その言葉はいつものように感情の読めない、淡たん々たんとした声こわ色いろだったけど。

　でも、どこか道を見失って迷子になった子供のような響きがあった。

　そんなリィエルを前に。

　ルミアは何も言えなくなってしまうのだった。




　…………。

　……。

　それは何時いつだったか。

　それは何処どこだったか。
















　あれは二年前の、あの時。

　そこは何処かの寂さびれた廃はい村そんだった気がする。

　小高き山間に隠かくれるように存在する、放ほう棄きされた村むら跡あと。

　すでに日は落ち、辺りは真っ暗。

　身を芯しんから凍いてつかせるような暴力的な吹雪ふぶきが容よう赦しやなく吹ふき荒あれている。

　ひっきりなしに鼓こ膜まくを震ふるわせる、爆ばく音おんにも似た風音。凍こごえて感覚を失った耳。

　黒い外がい套とうに身を包んだグレンは、闇やみ夜よに身を隠すように、ひっそりとその村を歩いていく……さく、さく、と雪を踏ふみ締しめながら、淡々と。

　やがて、ふと前方に、微かすかな明かりが見えた。

　この廃村唯ゆい一いつの酒場だった建物……その隙すき間まから漏もれる、淡あわい光だ。

　グレンは淡々とそこを目指して歩き続け、酒場の入り口の扉とびらの前に立つ。

「…………」

　しばらく周囲の気配を探さぐり、やがてグレンは意を決したかのように、そっと入り口の扉を押し開けて、その中に入った。

　ぎぃ……扉の蝶ちよう番つがいと古木がきしる音。

　一いつ瞬しゆん、店内に猛もう烈れつな冷気と共に、雪が吹き込み──

　ばたん、と。背後で風圧によって扉が閉じた。

　当然、店内に客は誰だれ一人ひとり居ない。マスターすら居ない。

　外で獰どう猛もうに吹雪ふぶく風の音以外は、しんと静まり返ったその場。

　申し訳程度に灯されたランタンの灯ひが、辛うじて暗闇から、奥のカウンターや、並んだテーブルを、塗ぬり潰つぶすような闇から浮うかび上がらせている。

　そして。

「《愚ぐ者しや》のグレンさん、……ですね」

　奥のカウンターの隅に、人が一人、グレンに無防備な背を向けて腰こしかけていた。

　かたわらに置いてあるランタンの灯で辛かろうじてその特とく徴ちようを把は握あくできる。

　燃えるような赤毛が特徴的な青年だ。

「ようこそいらしてくださいました」

「……シオン、だな？」

　ちゃき。

　寒々しい店内に木霊こだまする乾かわいた金属音。

　グレンは魔ま法ほうのようにその手に出現させたパーカッション式回転弾倉拳銃リボルバーの銃じゆう口こうを、その赤毛の青年の無防備な背中へと向けていた。

「妙な真似まねはするなよ、シオン。外にいる俺の仲間──帝国軍随ずい一いちの魔ま術じゆつ狙そ撃げき手しゆがすでにお前を捉えている。建物の中にいようが、この吹雪の中だろうが……その気になれば、アイツは確実にお前の心臓を射い貫ぬく」

「…………」

「なんらかの魔術罠マジツク・トラツプの類たぐいも無む駄だだと警告しておく。……理由は言わないがな」

　そう言うグレンの左手には、やはりいつの間にか、愚者のアルカナがあった。

「……………………」

「……………………」

　沈ちん黙もく。

　轟ごう々ごうと渦うず巻まく外の暴風がまるで異世界のように遠く、現実感がない。

　──やがて。

「……僕は別に抵てい抗こうなんてしませんし、貴方あなたを罠わなに嵌はめる意図もありません」

　グレンに無防備な背を向ける青年から、苦く笑しようするような雰ふん囲い気きが伝わってくる。

「そもそも、僕は戦せん闘とうに長たけた魔術師ではありませんし──それに、貴方にご覧になって欲しいものがあります」

「……？」

「この左手を……貴方の前で挙げてみせてもよろしいですか？」

「……いいだろう。その代わり、ゆっくりだ。……ゆっくりと挙げろ」

　グレンは拳けん銃じゆうの照準ごしに青年を注視しながら、微み塵じんも警けい戒かいを怠おこたらずに固く言い放つ。

　そしてグレンの言葉に従い、青年──シオンがゆっくりと左手を挙げた。

「！」

　その手ての甲こうに刻まれているのは、一つのルーン文字だった。

　魔術封ふう印いんの付呪エンチヤント、黒くろ魔ま【スペル・シール】だ。

　魔力が通い、すでにしっかりと魔術効果が起動している。

　敵意はない。それを示すために、この青年は予め自分に魔術封印を施ほどこしていたらしい。

「……これで少しは僕のことを信用していただけましたか？」

「取りあえずはな」

　グレンはシオンの背を狙ねらう銃を下げた。

「ははは、良かった。これでも苦労したんです……組織の目を欺あざむいて、貴方と接せつ触しよくするのは。これでなんの取引もできず殺されてしまっては、死んでも死にきれない」

　こつ、こつ、こつ。

　足音を寒々しく響ひびかせて、グレンは奥のカウンターに歩み寄り、シオンの隣となりに腰かけた。

　カウンター・テーブルの上には、今にも消え入りそうなほどの小さな火が灯ともった小型アルコールストーブが据すえられ、その上で金属製のポットが湯ゆ煎せんにかけられて緩ゆるく温められている。

　ポットの中身は恐おそらくブランデーだろう。熱を加えられることで芳ほう醇じゆんな香かおりを匂におい立たせるブランデーの芳ほう香こうが辺りに漂ただよっていた。

「外は寒かったでしょう。ブランデーを温めてあります。一いつ献こんどうですか？」

　シオンはナプキンごしにポットの取っ手を摑つかみ、用意してあった陶とう器きのタンブラー二つに、ブランデーを注いでいく。

　タンブラーを細く伝う、琥こ珀はく色いろの液体。

　白い湯気が、ほんのりと立ち上った。

「……どちらにします？」

「右だ」

「ならば僕はこちらを」

　シオンは左のタンブラーを手に取り、グレンより先に迷いなく口をつけ、くい、とそれをあおった。

「ふぅ……温まります。やはり寒いときはこれが一番ですね」

「…………」

　グレンは自分の眼前に置かれたタンブラーを鋭するどく見み据すえている。

　無論、毒やなんらかの特とく殊しゆな薬物を盛られている可能性はまだ残っている。シオンが先に口をつけたが油断はできない。それをすり抜ける小細工はいくらでもある。

　だが、この会合の目的は『取引』なのだ。

　シオンの提示する『取引』が成れば、帝国にもたらされる益は計り知れない。

　なにより『取引』には信しん頼らいが重要だ。

　グレンにグラスを先に選ばせて、先に自分がグラスに口をつけ、中身をあおってみせたシオン。シオンもシオンなりに、こちらとの信頼を築こうと必死なのだろう。そして、逆にシオン自身、こちらを信頼できるかどうか、信頼に値あたいするかを、推おし量っている。

　リスクなくしてリターンはない。

　グラスの縁ふちになんらかの薬物が塗られたような形けい跡せきはないかどうかを一応確かく認にんし、信頼の証あかしとして、グレンはタンブラーを手に取り、中身を少しだけあおった。

　食道を伝い、胃の中へ炎ほのおの塊かたまりのような熱が、心地ここち好よく伝い落ちていく。

　同時に鼻を突つき抜けていくブランデーの芳香。じん、と舌を痺しびれさせる深い味わい。仄ほのかな甘みを含ふくんだ酒気が、すっと目が覚めるように脳へ通る。

　外の寒気に芯から冷え切った体が、麻ま痺ひした末まつ端たんの感覚が、徐じよ々じよに蘇よみがえるかのようだ。

　……美味うまい。

　仮令たとえこの酒が安酒だろうが毒酒だろうが、今、この一瞬、この一口だけは、世界最高級の美酒に違ちがいなかった。

「……話を聞こうか」

　タンブラーをカウンターに置き、グレンが淡々と問う。

「かねてからお伝えしていたとおりです。僕が知りうる限りの組織の情報と引き替かえに、帝国側への亡命の手引き。それだけです」

「……難しいな。俺の一存で、どうこうできる話じゃない」

「無論、今すぐにというわけではありません。僕が亡命するなら、先方にもこちらにもそれなりの準備と打ち合わせが必要でしょう。今日のところは今後の連れん絡らく方法の確認と顔見せ……そういうことです」

「言っておくが……帝国側に亡命したとしても、お前の末路はロクなものじゃないぞ」

　グレンはあえて水を差すようなことを口走った。

「組織に命じられ、仕方なくやったことだとしても……お前は罪を犯おかしすぎた。『Project : Revive Life』……帝てい国こく魔術界の最暗部に再び手をつけてしまったお前に、きっと帝国政府は容赦しない」

「…………」

「何かと理由をつけられて、無期封ふう印いん刑けいは免まぬかれないはずだ。……それでもお前は帝国側に亡命するのか？」

「裁かれるであろうことは承知の上です」

　あっさりとそう応じたシオンの横顔は──あの最悪の組織の構成員とはとても思えない……どこか殉じゆん教きようする聖人のような面おも持もちだった。

「ええ、自分でもわかっています。罪は裁かれるべきだ。今さら言い逃のがれるつもりはありません」

「ならば、なぜ？」

「代わりに救って欲しい人間が二人いるのです。その二人は僕と同じように組織に囲われた、組織の末端構成員です」

「…………」

「彼らは僕にとって、幼い頃ころから苦楽を共にした大切な家族なんです。でも、このまま組織に所属し続ければ……その末路は、やはり悲ひ惨さんなものになるでしょう」

「…………」

「あの二人には……僕の代わりに、自由に、幸せに生きて欲しい。彼ら二人にまったく罪はないとは言えません。だが、罪を犯さねば組織の中で生き残ることができなかったのもまた事実……だから、僕が彼ら二人の分の罪も背負います。願わくは……慈じ悲ひを」

　そう言って。

　シオンはグレンの横顔を、真しん摯しな表情で真まっ直すぐ見つめた。

「これは……こういう『取引』なんです」

「……家族のために、か」

　その時。

　それまでずっと眉み間けんにしわを寄せていたグレンの険が、ほんの少しだけ緩んだ。

「……とりあえず名前を聞こうか。……その二人の名前を」

　すると、シオンは、薄うすく微笑ほほえみながら言った。

「彼ら二人の名前は────」

　…………。

　……。




　……。

　…………。

　……眼めを、覚ます。

「……う」

　全身を蝕むしばむ気だるさ、重さ、息をすることすらも億おつ劫くうな気分。

　それでも何かをしなければ、自分には為なすべきことが、為さねばならぬことがある……そんな焦しよう燥そう感かんと使命感が、グレンの眼を開かせる。

「…………夢……か……」

　霞かすむ眼に映った光景は、生徒用宿舎の天てん井じよう。自分はベッドの上に寝ねているらしい。

「ここ……は……？　ぐぅ……っ!?」

　べったりとした泥どろが全身に纏まとわりつくような倦けん怠たい感かんから身を引き剝はがさんと、強ごう引いんに上体を起こせば、引きつれるような激痛が胸部から背中にかけて走る。

「づっ……痛つぅ……ッ！」

　よく見ると、自分は上半身裸はだかで、胸部には包帯が巻かれていた。

「……ふん、息を吹ふき返したか」

　突とつ然ぜん、いかにも苛いら立だち混じりの忌いま々いましそうな声が、横よこ殴なぐりにかかってくる。

「相変わらず憎にくたらしい程ほど、しぶとい奴やつだ、お前は」

　グレンが声の方向へ眼を向けると、そこには腕うでを組んで壁かべに背を預けるアルベルトの姿があった。眉間に皺しわを寄せ、その不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしていない。

「なんだよ、そりゃ……暗に死ねとでも言いたげだな」

「その方が清せい々せいするんだがな、俺としては」

　アルベルトのこんなつれない物言いはいつものことだ。グレンは宮きゆう廷てい魔ま導どう士し時代のことを思い出し、こんな状じよう況きようだというのに懐なつかしさを覚えていた。

　だが、そんな感かん慨がいに耽ふけっている場合ではない。グレンは思考を切り替える。

「俺は……リィエルのアホに斬きられて……そうか、お前が助けてくれたのか……」

　あれは今度こそ本当に死を覚かく悟ごした。致ち命めい的な傷を負わされ、海に落とされ、しかもそんな絶望的な状況を打破しうる唯ゆい一いつ無二の手段たる魔術を、自身の固有魔術オリジナルで封ふう印いんしてしまっていたのだ。

　間ま抜ぬけ過ぎる。あれは完全に裏目だった。

　こうして助かったのは悪運以外のなんでもない。

「礼ならそこのフィーベルに言え」

　僅わずかに顎あごをしゃくり、アルベルトは淡たん々たんと言葉を続ける。

　見れば、システィーナは疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様相で、グレンのベッドにもたれかかり、静かな寝ね息いきを立てていた。

「その娘むすめがいなければ、俺の白しろ魔ま儀ぎ【リヴァイヴァー】等、成功しなかった」

「なっ!?　【リヴァイヴァー】だと!?　いくらお前でも【リヴァイヴァー】なんて大がかりな魔術儀式、絶対的に魔力が足りな……あ、そうか、それでコイツか」

　一いつ瞬しゆん、納なつ得とくしかけたように、グレンがシスティーナの寝ね顔がおを見るが……

「……いや、待て、アルベルト。それでもおかしいぞ。白しろ猫ねこの魔力があったとしても、焼け石に水じゃねーか？　本来、数人がかりで行う儀式なんだしな……」

「気付いていないのか？　この娘が今、顕けん在ざい的に使用可能な魔力容量キヤパシテイは確かに然さ程ほどでもないようだが……潜せん在ざい的な魔力容量キヤパシテイは恐おそらく俺以上だ」

「な、なに!?　お前を超こえるだと!?」

「魔力制せい御ぎよに対する感覚も非常に優すぐれている……恐らく天性のものだろう。発展途と上じようではあるが、これほどの逸いつ材ざいは今の帝てい国こく宮廷魔導士団にも存在しない」

「ま……マジかよ……」

　アルベルトは下らない冗じよう談だんや世辞の類たぐいを言う男ではない。

　アルベルトがそうと言うなら、紛まぎれもなくそれは事実なのだろう。

「いや、まぁ、薄うす々うす凄すげぇやつだな、とは思っちゃいたが……白猫……お前、本当に凄ぇやつだったんだな……生意気だけど」

「お前が特別に眼をかけるだけの事はある。成る程、確かにこの娘は鍛きたえれば化けるだろう……王女を守る『戦力』として期待出来るかもな」

　アルベルトは多分、グレンがシスティーナに対して、密ひそかに行っている訓練について言っているのだろう。

　だが──

「馬ば鹿か野や郎ろう……そんなんじゃねえよ、こいつは……」

　しばしの間、グレンは複雑な心境でシスティーナの寝顔を眺ながめた。

　超ちよう一流の魔導士としてあらゆる修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきたアルベルトの『戦力』という言葉。それが果てしなく重く、グレンの心にのし掛かかっていた。

　グレンはベッドから降り、ベッドにもたれかかるように眠ねむっているシスティーナを横よこ抱だきに抱かかえ上げ、ベッドの上にそっと横たえる。

　そして。

　しばらくの沈ちん黙もくの後。

「状況……説明してくれるか？」

　とりあえず気持ちの整理をつけたのか、グレンが顔を上げ、アルベルトを見み据すえた。

「いいだろう」

　いよいよ、話を本題へと切り替える。

「と、言っても状況はそれほど複雑じゃない。リィエルが帝国宮廷魔導士団を裏切って、お前に危害を加えた。俺が天の智ち慧え研究会の外げ道どう魔術師エレノア＝シャーレットに足止めを喰くらっている間に、リィエルはルミアを誘ゆう拐かい、姿を消した。それだけだ」

　大体、予想通りだった。件くだんの組織が裏で手を引いており、この部屋にシスティーナが一人でルミアの姿がなかった以上、容易に想像がつく事態だ。

　それにしても、エレノア……この間の事件で話に聞いたあの元・女王側近。またしてもあの女が出てくるとは……妙みような胸むな騒さわぎがする。

「……リィエルのアホはルミアをどこに連れて行った？」

「不覚だが見失った」

　淡々と事務的にアルベルトが応じる。

「ご存知の通り、遠とお見みの魔術──黒魔【アキュレイト・スコープ】は光操作による遠えん隔かく視し。指定座標の観測地点が発する光を曲げて、術者の視覚に届ける術だ。対象指定魔術ではなく座標指定魔術である以上、一いつ旦たん観測対象を見失うと再捕ほ捉そくが非常に困難になる」

「まぁ、ぶっちゃけ望遠鏡を覗のぞいているようなもんだしな……望遠鏡じゃ死角に隠れた物の観測はできねーけどよ」

「それに観測地点が発する光が、いかなる曲げ方をしても決して届かない状況……例えば真まっ暗くら闇やみの中や、完全に光を遮しや断だんされた建物の内側等の遠隔視は不可能だ。この術を誤ご魔ま化かす魔術も多い。いずれにせよ、遠見の魔術でリィエルを再捕捉する事は、ほぼ不可能と考えていい。……俺からも一つ聞かせて貰もらおう」

「……なんだ？」

「リィエルの事だ。あいつは何故なぜ、裏切った？」

「……『兄貴』、だよ」

　ぽつりとグレンが呟つぶやく。

「『あいつの兄貴が現れやがった』……と言ったら、お前ならわかるだろう？」

「成る程な。案の定、お前が後送りにしてきた事のツケが回ってきたという事か」

　アルベルトの弾だん劾がいするような物言いに、グレンは気まずそうに眼を逸そらす。

「だから俺はあの娘むすめ……リィエルに気を付けろと言った。抑そもそも、何時いつかこうなるかもしれない危険性は、二年前、お前があの娘を拾ってきた時点で分かっていた筈はずだ」

「くそっ、なんの申し開きもできねえが……ちょっと待てよ。お前、その言い草じゃ、連中が今回の『遠えん征せい学修』で何かを仕し掛かけてくる可能性について最初から知っていたっていうことか!?」

「…………」

　アルベルトはしばらく沈黙し、そして淡々と語り始める。

「帝てい国こく保安局情報調査室から上がってきた極ごく秘ひ内定調査によると、白金魔導研究所関連の資金の流れに微かすかな違い和わ感かんがあった。……上手うまく帳ちよう尻じりを合わせているようだがな。それでその微かな資金の齟そ齬ごを辿たどり、その関係周辺を徹てつ底てい的に洗ったところ、浮うき彫ぼりになったのが白金魔導研究所所長バークス＝ブラウモンが件の組織……天の智慧研究会と密かに繫つながっている可能性だ。当初としては限りなくゼロに近い可能性だったが……嫌いやな予感だけは的確に当たるものだな」

「バークス＝ブラウモンが!?　マジか!?」

　衝しよう撃げき的だ。あの好こう々こう爺や然とした男が、まさかそんなことを裏でやっていたとは。

「……おい、テメェ……だったらなぜ、シーホークで俺に接せつ触しよくしてきたあの時……バークスが組織に通じている可能性があることを俺に話さなかった……ッ!?」

　そして、グレンが怒いかりの灯ともった眼で、アルベルトを睨にらみつける。

「バークスがもしクロだったら……今回の『遠征学修』でルミアを撒まき餌えにすりゃ、連中はバークスを唆そそのかして必ず何かを仕掛けてくる。だとしたら、ルミアの傍かたわらにいるあのリィエルを利用しない手はない……だから『気をつけろ』。そういうことだったのか？」

「そうだ」

「今回の一件……軍の連中にとっちゃ、上手く何かが釣つれることを期待した『釣り』じゃない……かなり確信をもって行った『釣り』だったっていうのかよ……ッ!?」

「その通りだ。……だが、かつてお前がリィエルの真実を意図的に改かい竄ざんして上に報告したため、何も知らない軍上層部にとっては、リィエルの裏切りは誤算だったろうがな」

　責めるようなアルベルトの言葉に、グレンが苦々しく歯は嚙がみする。

　ルミアを撒き餌にし、不用意な仕掛けをしてくるバークスを、アルベルトとリィエルで搦からめ捕とる……軍が想定していたのは、そういう作戦だったのだ。

　だが、軍上層部は知らなかった……リィエルに爆ばく弾だんが存在することを。元・組織に囚とらわれていた魔術師だが、帝国宮廷魔導士団によって保護され、今は完全にこちら側の手て駒ごまになった……その程度の認にん識しきだったのだ。リィエルの裏切りを予想するには、今までのリィエルの戦果……件の組織に与あたえ続けてきた損害が、あまりにも華はな々ばなしすぎたのである。

「くっ……なぜ、止めなかった、アルベルト……ッ!?」

　責任転てん嫁かだとわかっていても、グレンはそう問わずにはいられない。

「言われなくとも、俺はこの作戦に従事する人員の変へん更こうを何度も提言した。だが、あの軍上層部が一度決定した事じ項こうを覆くつがえすと思うか？」

「……それは……ッ！」

「それに、俺とお前しか知らないリィエルの真実を上に暴ばく露ろすれば……リィエルは無期封ふう印いん刑けいか、魔術実験用のモルモットだ。それで良かったのか？」

「……そんなことは……ッ！」

　グレンは頭を押さえ、固く目を瞑つぶりながら懊おう悩のうするしかない。

「……最後に一つ、聞かせてくれ……」

「何だ？」

「……その確信犯的『釣り』、女王陛下の指示のわけねーよな？　軍の独断か？」

「御ご名答だ」

「──ふっざけんなぁあああ──ッ!?」

　気付けば、とうとう激情を堪こらえきれなくなったグレンが、アルベルトの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げて、怒ど鳴なっていた。

「お前らの都合に、あいつらを巻き込むんじゃねえよ!?　ゼロに限りなく近いけどその可能性がある、その情報一つ流してくれりゃこんなことには──ッ!?」

「黙だまれ。俺とてこんなやり方は気に食わん」

　アルベルトの凄すさまじい形相に、思わずグレンは気け圧おされた。

「こんな命令を下す軍上層部の連中も屑くず。そして、それに黙って従う俺も屑だ。否定はしない」

　それは外に向かう怒りではない。

　内に向かう怒り。己おのれの不ふ甲が斐いなさに対する激しい憤いきどおりを殺した表情だ。

「だが、年々彼かの組織の勢力が増しているのは事実。政府側が手て詰づまりなのも事実だ。あの邪じや悪あく極きわまりない外道の組織だけは、如何いかなる犠ぎ牲せいを払はらってでも絶対に潰つぶさなければならない。帝国のために、帝国に生きる人々の未来のためにな。仮令たとえ、後世、悪と罵ののしられようと俺は絶対に妥だ協きようしない」

　そうだった、とグレンは思わず舌打ちする。

　このアルベルトという男は、誰だれよりも苛か烈れつで報むくわれない正義と信念を貫つらぬく男なのだ。

　己おのが魂たましいの向かう先が地じ獄ごくだと理解して尚なお、その歩みを止めない茨いばらの道を行く聖者。

　九を救うために一を切る。魔ま導どう士し時代のグレンが結局、最後まで割り切れなかったことを割り切り、かつ、それを善と正当化する偽ぎ善ぜん者しやじみたことも絶対にしない。必要悪の正義を貫きつつも、己が手で重ねた犠牲の重圧と罪悪感に耐たえてみせる偽ぎ悪あく者しやだ。その姿勢は常に頑かたくななまでに一いつ貫かんしており、自分のように耐えきれずにふわふわしてしまった男とは根本的に格が違ちがう。

　そもそも、仲間を捨てて逃にげた今の自分に、今も逃げずに戦うアルベルトを責める資格などあるわけがない。アルベルトを責める資格があるとしたら……それは昔のようにアルベルトと共に肩かたを並べて最前線で戦っていた時だけだ。

「……くそっ！」

　ゆえに、グレンはアルベルトを突つき飛ばすように手を離はなし、毒突くしかなかった。

「さて、話の続きだ」

　素知らぬ顔で乱れた胸元を整えながら、アルベルトが淡たん々たんと言葉を続ける。

「実は連中の潜せん伏ぷく場所の目星は付けている。恐おそらく連中は見つかる筈が無いと高を括くくっているだろうがな」

「……ちっ。相変わらず抜け目ねえな……嫌なヤロウだ」

「俺はこれから王女を奪だつ還かんしに行く訳だが……間違いなくリィエルと敵対するだろう」

　リィエルという言葉に、グレンの眉まゆが反応する。

「こうなった以上、俺は容よう赦しやしない。リィエルが俺の行く手を阻はばむというならば、俺は力を持って奴やつを排はい除じよする……いや、言い方が温ぬるいな。殺す、だ」

「……待てよ」

　グレンがアルベルトを烈れつ火かの目で睨みつけ、固く言い放つ。

「何だ？」

　対するアルベルトはいかにも『わかっていた』という素そ振ぶりだ。

「俺も連れて行け。まずはアイツと話をさせろ」

「…………」

「アイツは『勘かん違ちがい』をしてんだよ。で、ちょっと魔が差しちゃってつい、こんなオイタやらかしちまっただけだ。それを正して連れ戻もどす。……それが二年前、アイツを拾ってきた俺の責任だ。そうだろう？」

「ふん。『兄』が現れたんだろう？　あの女が今いま更さら、お前の言葉を聞くか？」

「聞かせる！　聞かせるんだよ！　ゲンコツごちごち入れて、無理矢理にでも聞かせるんだよッ！　じゃねえと……アイツが、あまりにも哀あわれ過ぎるじゃねえか……ッ！」

　喉のど奥おくから搾しぼり出されるようなグレンの言葉に、アルベルトは鼻を鳴らした。

「お前はまだ、あの二人に肩かた入いれするのか？　いつまでその『正義の魔法使い』ごっこを続けるつもりだ？」

「……ッ!?」

「お前が帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団を去った理由……薄うす々うす予想は付いている。お前は現実を理解していながら、同時に理想も捨てきれず、時に敵にすら手を差し伸のべずにはいられない真性の甘ったれだ。あの世界で何時か破は綻たんするのは分かり切っていた」

「そ、それは……すまないと……思って……」

「勘違いするな。別にそんなお前を否定はしない。誰もが魔ま術じゆつの現実に諦てい観かんし、心を磨すり減らす世界だ。お前みたいな『諦あきらめの悪い』魔術師が一人くらい居てもいい。寧むしろ早々に見切りをつけた俺にとって、お前のその泥どろ臭くさい生き様は疎うとましく思う反面、眩まぶしくもあった。だがな……」

　一呼吸置き、アルベルトは鋭するどい猛もう禽きんのような眼めで、グレンを射貫く。

「お前は、逃げた」

「！」

「お前自身の身勝手な都合で、共に肩を並べて戦う戦友達を捨てて逃げた。しかも何一つ語る事なく、だ。今回のリィエルの裏切りとて間接的には、お前が軍から逃げた事が原因だ。さらに言えば、かつてのお前が自己満足の良心で肝かん心じんな情報を伏ふせたのが原因だ。違うか？」

「そ、それは……」

「そんなお前に、俺の戦せん闘とう方針を不利になる方向へ変更させる権利があるのか？　今更、リィエルを救う資格があるのか？　答えろ、グレン＝レーダス」

「ねえよ。権利や資格なんざねぇ」

　開き直りにも似たグレンの即そく答とうに、アルベルトの眉の端はしが微かすかにつり上がる。

「ああ、そうだ、お前の言うとおりだ、まったくもってド正論だよ、ド畜ちく生しよう！　だから、これは完かん璧ぺきに俺の個人的な我わが儘ままだ。気に食わなきゃ、殴なぐるなりブチ殺すなり好きにしろよ。だが、それでも俺はリィエルを見捨てねえぞ……ッ!?」

「……話にならんな。餓が鬼きか貴様は」

「ガキで結構だ！　あいつは……リィエルはまだ戻ってこれるんだッ！　可能性があるのに可能性を切り捨てる利口な大人になんか、俺は一生なれねえよ！　それに……」

　グレンの脳のう裏りにふと、とある光景が走そう馬ま灯とうのように思い浮かぶ。

　リィエルがやって来て以来、大おお騒さわぎの毎日だった教室の光景。

　あの炎えん天てん下かの砂すな浜はまで。あの無愛想なリィエルが、クラスの皆みんなと球技に戯たわむれた光景。

　あの月夜の海で。指で作った窓を通して見た、リィエルと、ルミアと、システィーナ……三人の少女が無む邪じや気きに戯れる光景。

「もう、切り離せねえんだよ、リィエルは」

「…………」

「お前らのくだらねー目もく論ろ見みで、下手にリィエルをあいつらの中に交ぜちまったせいで……あいつらにとってもリィエルは必要なやつになっちまった……それを今さら、奪うばうのか？　そんな残ざん酷こくなこと、あいつらに受け入れろと？　ふざけんなよ……ッ!?」

　グレンはアルベルトへ摑みかからんばかりの勢いでまくし立てていく。

「あいつらを泣かせるような真似まねだけは絶対、許さねえ。帝国の未来？　任務？　はっ……知るか、ボケ！　権利や資格なんざ知ったこっちゃない、これは俺の意地だ！　『正義の魔法使い』なんつーくっだらない夢はとっくに破れたがな……それを差っ引いても譲ゆずれねえものっつーのがあんだよ!?」

「ふん。一体、何様の心算つもりだ？　貴様」

「俺は──あいつらの教師だッ！」

　一際、語気の強いグレンの叫さけびに、アルベルトが押し黙る。

「リィエルだって……今は、俺の生徒なんだ……ッ！　だから……ッ！」

　しん、と。しばらくの間、重苦しい静せい寂じやくが辺りを支配する。

　だが、グレンの嚙かみつくような視線をさらりと流し、アルベルトは冷れい淡たんに言い捨てた。

「成る程ほど。変わらんな、お前は。心を叩たたき折られて少しは現実を見るようになったかと期待したが、本質的にお前は全然、変わっていない。まったくもって忌いま々いましい話だ」

　そして──

「だが、だからこそ……俺はお前に期待するのかもしれないが」

　アルベルトは突とつ然ぜん、バネが弾はじけたように動き、グレンの頰ほおを拳こぶしで激しく殴りつけた。

　嵐あらしの如き勢いで、容赦なく振ふり抜ぬかれるアルベルトの拳。

　どぱぁん、と肉を叩く鈍にぶい音が、室内に木霊こだまする。

「ぐぁっ!?」

　その勢いでグレンは背後の壁かべに叩き付けられ、崩くずれ落ちる。

「俺に何も言わず帝国宮廷魔導士団を去った落とし前は、これで勘かん弁べんしてやる」

　そして。アルベルトはただひたすら冷れい徹てつ酷こく薄はくな眼で、床ゆかに倒たおれ伏すグレンを見下ろしながら懐ふところに手を入れ、何かを取り出し、それをグレンの傍かたわらに放ほうった。

　ごとりと床に転がり、黒光りするそれは一挺ちようの銃じゆうだった。古めかしい意い匠しようの、パーカッション式回転弾倉拳銃リボルバー。銃身には幾いくつかのルーン文字が刻まれている。

「この銃は……《ペネトレイター》……ッ!?」

　あまりにも見覚えがあるその銃は、グレンが魔導士時代に愛用していた魔銃だった。

　どうして、これがここに？

　アルベルトの意図が読めず、グレンが呆ぼう然ぜんと銃を眺ながめていると。

「条件は二つだ」

　アルベルトがあくまで事務的に、淡々と告げる。

「一つ、俺はあくまで王女の救出を最優先させて貰もらう。裏切り者を任務より優先する程、俺はお人ひと好よしでは無い。二つ、状じよう況きようがリィエルの排除を余よ儀ぎなくした場合、俺は容赦無くリィエルを討つ。その時、文句は受け付けん」

「……アルベルト？」

「以上二点について俺の邪じや魔まをしない限り、リィエルはお前に任せる」

　一方的にそう言い捨てて、アルベルトはグレンに背を向けた。

「…………」

　しばらくの間、二人の間を沈ちん黙もくが漂ただよう。

　アルベルトの言葉。それは一いつ聴ちよう、任務を至上とした冷淡で薄はく情じような物言いに聞こえる。

　だが──

「……ははっ」

　不意に、グレンは口の端はしに滲にじんだ血を拭ぬぐいながら、笑いを零こぼした。

　グレンは知っている。アルベルトのそれは……

「はは、はははっ！　そういえば、お前はそういう奴だったな……」

　銃を拾い、グレンは不敵な笑えみを浮うかべながら、よろよろと立ち上がる。

「要は、なんだかんだでお前もリィエルのこと気にかけてたんだな？　まぁ、そりゃそうだ。お前、敵に対しては一いつ片ぺんの容赦も慈じ悲ひの欠片かけらもないが、一度、仲間と認めたやつに対しちゃ結構、義ぎ理り堅がたい奴だしな……」

「…………」

「俺を試ためすようなこと言ったり、なんだかんだでリィエルの真実を上に黙だまっててくれたり……任務バカのお前がここまでするっつーことは、だ。……ったく、お前も少しは素す直なおになれよ。任務、任務、任務、任務、息苦しくねーか？」

「黙れ。問題児とはいえ、このままみすみすリィエルという『戦力』を失うのは帝国軍にとっての損失と判断した迄までだ。……他意は無い」

　冷たくそう言い残し、アルベルトはグレンを放置して部屋の外へと出て行く。

「へーいへい、そうですね。そういうことにしておきますかね。はぁ～、……ったく面めん倒どう臭くせぇヤロウだぜ……」

　憎にくまれ口ぐちを叩きながら、グレンはベッドの傍そばの椅い子すにかけてあったシャツの袖そでに腕うでを通し、クラバットを締しめ直し、ローブをばさりと肩かたに羽織った。銃の状態を簡単に点検して背中のベルトにさし、愚ぐ者しやのアルカナを確かめる。
















　動くたびに胸の傷きず跡あとが引きつれるように痛むが、行動に支障をきたすほどではない。アルベルトの魔術の腕と、大量に魔力を供給してくれたシスティーナのお陰かげだろう。

「また、お前に助けられちまったか……ありがとうな、システィーナ」

　グレンは、眠ねむるシスティーナの頭をくしゃりと撫なで、じっと優やさしい目で見つめる。

　すると。

　無意識にその視線と感かん触しよくを感じたのか。

　眠りが浅かったのか。

　はたまた、あるいは偶ぐう然ぜんか。

「……せん……せぃ……」

　システィーナが、かすかに身じろぎをして……

「……ル……ミアを……助けて……お願……ぃ……」

　そんな、寝ね言ごとを、呟つぶやいていた。

　システィーナの目め尻じりに光るものを見たグレンの表情は、柄がらにもなく真しん摯しで真しん剣けんなものへと変へん貌ぼうして……そして。

「……任せろ」

　ただ一言、力強くそう言い残して。

　グレンは踵きびすを返し、決意を感じさせる足取りで部屋の外へと出て行った。




　エントランスホールを抜け、旅籠はたご本館の表おもて玄げん関かん口から外に出る。

　ひんやりとした夜気が、グレンを出で迎むかえた。

「待たせたな。もういいぜ」

　そして、前庭の一角で、腕うで組ぐみして佇たたずんでいたアルベルトへ声をかける。

　すると。

「何も言ってやらなくていいのか？」

　アルベルトが顎あごを軽くしゃくり、とある方向を指し示す。

　その方向の少し離はなれた場所には……

「……………………」

　グレンのクラスの生徒達が何人か寄り集まり、不安げにこちらを見ていた。

「……お前ら」

　思わず声を詰つまらせながら、グレンは生徒達に向かって歩いていく。

「……ったく、こんな夜よる遅おそくまで何やってんだ？　さっさと部屋に戻もどって寝ねろ」

　だが、グレンのそんな言葉に誤ご魔ま化かされるわけもなく──

「な、なぁ……先生……どこに行くんだ……？　一体、何が起きてるんだよ……？」

　生徒達の先頭にいたカッシュが、硬かたい声で聞いてくる。

「リィエルちゃんは帰ってこないし……ルミアも消えたし……システィーナ達の部屋は、なんかボロボロだったし……先生もさっきまで半死人みたいだったし……」

　多感な年とし頃ごろだ。漂う不ふ穏おんなこの空気に気付かないはずもない。

「あの長ちよう髪はつの怖こえぇ人……先生の友人……なんだよな？　あの人が『関かかわるな』って言うから……事情はさっぱりわかんねーけど……でも、何かあったんだろ……？」

　不安げに生徒達が目を伏ふせる。

　そんな様子の生徒達に、グレンはふっと笑いかけた。

「なぁ、お前ら。リィエルのこと、どう思う？」

「……え？」

　深刻に沈しずんでいる自分達とは裏腹に、まるでいつも通りなグレン。

　生徒達は戸と惑まどったように、顔を見合わせる。

「……どうって……言われても……」

「お前らとリィエルは、まだまだ短い付き合いだけどさ。その短い間なりに、あいつのこと……どう思った？」

「それは……」

　一いつ瞬しゆん口ごもりながら、生徒達は各おの々おの自分の思いを少しずつ言葉に変えていく。

「最初は……変なヤツだなぁって……」

「わ……私は……ちょっと……怖こわかった……かも……」

「初日のやつか。あれは俺もビビッた。『うわ、ヤベェのが来ちまったなぁ』って」

「……でも、まぁ、実際はそう悪い子ではなかったみたいですし……」

「むしろ話してみると、素直な良い子でしたわ」

「ちょっと……ていうかむしろ、かなり無愛想なやつだけどな……」

　すると皆みな、常つね日ひ頃ごろのリィエルの奇き行こうを徐じよ々じよに思い出し、段々と饒じよう舌ぜつになっていく。

「でも、話しかければ、ちゃんと答えてくれるよ」

「ん、とか。そう、とか……一言一言、やたら短いけどな！」

「いつも眠そうで無表情だけど、慣れると案外、表情豊かな子に見えてくるしね」

「カードゲームとか教えてあげると、あの眠そうな表情は相変わらずでしたけど、結構、夢中になっていらっしゃいましたわね……」

「うん、なんか……心なしか目もきらきらしてたような……気がしたよね……眠そうだったけど……」

「そういえば、ビーチバレーの時も普ふ段だんのリィエルちゃんから考えれば、かなりノリノリだったのかもな！」

「あはは……でも、あの殺人スパイクだけは勘弁して欲しかったなぁ……」

　昨日のことを思い出したのか、生徒達がくすくす笑い始めた。

　そして。

　ちらり、とグレンが視線をそらす。

「…………」

　その視線の向かう先、生徒一同から少し離れた場所にはギイブルがいた。

　決して、カッシュ達の中に入ってこようとしないが……無言で腕組みして、植樹の幹に背を預け、眉み間けんに皺しわを寄せて何か物言いたげな表情でこちらをじっと睨にらんでいる。

　すると、グレンは何を思ったのか。

「……よし、充じゆう分ぶんだ」

　突とつ然ぜん、そんなことを言い出した。

「え？」

「命を張るにゃ充分だ、と思ったのさ」

「……え？　先生、今、なんて……」

「おっと、なんでもねーよ。ガキは早く寝ろ」

　グレンはくるりと踵を返して、生徒達に背を向ける。

「安心しな。明日あしたには全部、元通りだ。……俺を信じろ」

　己おのれの肩かた越ごしに、グレンは力強く生徒達へ微笑ほほえむ。

　そして、きょとんとした表情の生徒達を残し、グレンは再びアルベルトの下もとへと戻っていった。

「もういいぜ」

「ふん……」

　連れ立って、二人は歩き始める。

「……存外、立派に教師をやっているようだな」

「どーゆー意味だ、そりゃ」

「お前に教わる若者達の将来が不安で仕方なかった、という事だ」

「……酷ひでぇ言いぐさだな、オイ。……あんまり否定できねーけど」

　すっかり暗くなり、人ひと気けのなくなった外を歩く二人は、遠えん慮りよのない口を叩たたき合う。

　まるでグレンが魔ま導どう士しだった時のように。

「……まぁ、それにしても……お前とこうして組むのは本当に久しぶりだよな？」

「ふん。俺はお前と組むなぞ、もう願い下げだったのだがな。お前と組むと常に厄やつ介かい事ばかりで嫌いやになる」

　そうこうしているうちに、二人は街の外れに辿たどり着いていた。

　目の前には鬱うつ蒼そうと茂しげる樹海が広がっている。

　ここからは観光用に整備されている場所とは違ちがう。人じん跡せき未み踏とうの領域だ。

「……行こうか。頼たよりにしてるぜ、相棒」

「抜ぬかせ、誰だれが相棒だ。寝言は寝て言え」

　グレンを置き去りにするように、アルベルトが風のように駆かけ出す。

　グレンも地を蹴けって、その後を追った。




　北東沿岸部の街を発たったグレンは、アルベルトに導かれるまま、サイネリア島中央部に向けて、鬱蒼と茂る樹海の中を疾しつ走そうしていた。

「どうした？　息が上がってるぞ、グレン」

「うっせえ！　こちとら病やみ上がりじゃボケ！」

　ややグレンがバテ気味、遅おくれ気味だが、二人は傍はたから見ていれば惚ほれ惚ぼれするような体たい捌さばきで、激しく起き伏ふくする樹海の木々の隙すき間まを、ひらりひらりと身軽に走破していく。

　その様はまるで林立する樹木の間を駆け抜ける一いち陣じんの風のようだ。

「しかし、アルベルト。行く先はどこだ？」

　駆けながら、グレンが先を行くアルベルトの背中に問いを投げた。

「バークスが黒幕っつーなら、白金魔導研究所に殴なぐりこみをかけるんじゃねーのか？」

　駆けながら、ちらりと周囲を見み渡わたす。

　鬱蒼と茂る樹木がどこまでも連なっており、その隙間を深しん淵えんに続くかのような闇やみが満たしている。微かすかに霧きりが出ているのか、空気は重く湿しめっぽい。いがらっぽい緑の匂においは、足を進める都つ度ど、どんどん濃こく強くなっていく──

「こっちだと微び妙みように場所がズレているような……それにわざわざ、こんな道なき道を通らんでも……」

「阿あ呆ほうか、貴様は。白金魔導研究所はあくまで帝てい国こくの公的機関だ。誘ゆう拐かいした王女など連れ込んでみろ。一発で露ろ見けんするだろうが」

「ぐ……。そ、そんなん分かってるよ！　言ってみただけだ！」

「どうだかな」

　グレンは舌打ちしながら、さらに問う。

「そもそも、お前。ルミアの居場所がわかるって言ったな？　一体、どうやって？」

「簡単な事だ。俺はいざという時に王女の居場所を探知できるよう、王女に魔力信号を発する術を予あらかじめ付呪エンチヤントしておいた。強力な魔力隠いん蔽ぺい性を持たせる術式を組み込んでな」

「い、いつの間に……って、あの時か」

　グレンはアルベルトが街のナンパ男に扮ふんしてルミア達に接せつ触しよくしてきたことを思い出す。

「なるほどな、じゃあ、ルミアから発せられる魔力信号を辿れば……」

「戯たわけ。そんな物、とっくに敵側に察知され、解呪デイスペルされている」

「って、おい!?　それ駄だ目めじゃねーか!?」

　グレンがずっこけそうになる。

「当然だろう？　誘拐対象が魔力探知されないよう注意を払はらうのは、誘拐する側としては当たり前だ。それはオトリだ」

「……オトリ？」

　意味のわからないアルベルトの言に、グレンが鸚おう鵡む返がえしに問い返す。

「本命はエレノア＝シャーレットだ」

「……エレノア？　そいつって、この間の魔術競技祭の時の騒そう動どうで……それにさっき、お前を足止めしたと言ってたやつか？」

「ああ、その通りだ。あの場で始末する心算つもりだったが、あの女も中々やる。まんまと一いつ杯ぱい食わされた」

　忌いま々いましそうにアルベルトが顔をしかめる。

「だが、只ただでは終わらせん。あの交戦のどさくさに紛まぎれて、王女に付呪エンチヤントしたものよりも更さらに強力な魔力隠蔽性を持つ術を付呪エンチヤントしておいた」

「うわぁ……抜け目ねぇー」

　誘拐する側としては、非常に見み抜ぬきにくいルミアの魔力発信付呪エンチヤントを見抜いた時点で、してやったりと悦えつに入いったことだろう。一応の安心を得てしまったがために、それ以上の警けい戒かいは人間の心理的にどうしても雑になってしまう。

「魔力発信の付呪エンチヤントがエレノアのみだったならば、もしくはエレノアの潜せん伏ぷく場所が組織の支配下にある場所だったなら通じなかっただろう。だが、エレノアにとって、今の潜伏場所はアウェーだ。その辺りの警戒は心理的に絶対とはいかなくなる。……あの時、俺にまんまと一杯食わせることに成功した……そう思わせたのも大きい」

「お前、最初からこの展開、わかっていたのか？」

「そんな筈はず、あるまい。只、俺はあらゆる事態を想定して、常に幾いくつもの布石を打ちながら行動している。……その一つに偶たま々たま引っかかった。それだけだ」

「……だが結局、大体お前の目もく論ろ見み通りってわけなんだろ？　仕留めるつもりでエレノアとやらと戦っておきながら、同時に二重、三重に予防線を張っていたのかよ……うへぇ……俺、お前だけは絶対、敵に回したくねぇ……」

　感心したような、呆あきれたような顔でグレンは頰ほおを引きつらせていた。

「つまり、お前が向かう先にルミアがいるわけだな？　一体、どんな場所なんだ？」

「それは、白金魔導研究所に流れる資金の齟そ齬ごを追う過程で薄うす々うす予想は付く。奴やつはどうも極ごく秘ひで秘密の地下研究所を造っていたようだ。確かにエレノアからの魔力発信は地下から発せられている」

「地下だと!?　それじゃ場所がわかっても、どうやって進入するんだ!?　まさか、この樹海の中から入り口を探すのか!?　冗じよう談だんじゃねえぞ!?」

　ぎょっとした声を上げるグレン。

「お前は本当に窮きゆう地ちに陥おちいらないと頭が冴さえない男だな」

　呆れたのか、アルベルトの眉まゆの端はしが、また少し吊つり上がった。

「少しは頭を使え。バークスの研究分野が特とく殊しゆな環かん境きようを必要としている事は知っているだろう？」

「そ、そりゃあな……他ほかの研究所と同様に土地に通う霊レイ脈ラインなんかもそうだが、白金術は特に水が必要で、それゆえに研究所内は水路だらけで……そうか！」

「理解したか。研究分野の性質上、バークスの秘密研究所には必ず地下水路が必要になる。別に樹海の何処どこかに魔術的な手段で厳重に隠かくされているであろう入り口から、ご丁てい寧ねいに進入する必要は無い。研究所内に通じている水路から進入すればいい。大まかな場所が判明し、大規模な水路を用意出来る場所、土地の高低差、そして霊レイ脈ラインの条件。それだけ揃そろえば、必然的に進入路は絞しぼられる」

　と、その時。

　二人の行く手に立ち塞ふさがる樹海が尽つき、視界が一気に開けた。

　そこに広がるのは、周囲を深緑の樹木や山さん岳がくに囲まれた広大な湖だ。透すき通った冷たい水を湛たたえ、鏡のような水面みなもに銀月が淡あわく映っている。日が高ければ、その湖こ畔はんを是ぜ非ひ、釣つり竿ざおや弁当を持って散策してみたい絶景だが、今はそれどころではない。

　その岸辺で、二人は一いつ旦たん、足を止めた。

「この湖の南西方面に、バークスの秘密研究所に繫つながる地下水路の入り口がある筈だ。不自然な水の流れを辿れば容易に見つかるだろう」

「へいへい、じゃ、野や郎ろう二人の色気のない海水浴と行きましょうかね……湖だけど」

　そして、二人は黒魔【エア・スクリーン】の呪じゆ文もんを唱える。

　二人の周囲に圧縮空気の膜まくが球体状に形成される。そのまま、二人が湖の中へ足を踏ふみ入れると、周囲の水が球体状に二人を避さけていく。

　そして、二人は空気の膜に守られたまま、湖の中に姿を消した。




　しばらくの間、湖の底を無言で探たん索さくしていたグレンとアルベルトの二人は、程ほどなくして不自然な水の流れが行き来する横穴を発見する。

　確信と共に、二人はその岩いわ肌はだの横穴を進んでいく。

　真まっ暗くら闇やみの中を、指先に灯ともす魔術の光を頼りに進んでいく。

　……どれくらい歩いただろうか。

　やがて二人は水中に不自然に開けた場所に出た。四方は明らかに人工的に石いし垣がきを並べて作られた壁かべ。頭上を見上げれば、揺ゆらめく水面が見え、淡い光が差しているようだ。

　二人は【エア・スクリーン】の魔術を調節して、水の底から浮ふ上じようする。

「よっと」

　そして、水上に出たグレン達は傍そばにあった通路状の足場に飛び乗った。

　周囲を見渡すと、そこは貯水庫のような場所だった。グレン達が今やってきた、一ひと際きわ大きなプールを中心に、水路と水路を挟はさむ通路が、大小様々なプールとプールを繫ぎ、延々と迷路のように複雑に絡からみ合っている。所々に水生系の樹木が林立し、あちこちにヒカリゴケが群生しているその様は、白金魔導研究所の風景と酷こく似じしていた。

「……ビンゴ、だな」

「ああ」

　さて、これからどうするか。

　グレンがアルベルトと相談しようとすると。

「《我が招しよう致ちに応じよ・鋭するどき眼まな差ざしと・雄お々おしき翼つばさの盟友ともよ》」

　アルベルトは召しよう喚かん【コール・ファミリア】の呪文を唱えていた。

　すると、虚こ空くうに開かれた門から一羽の鷹たかが翼を広げて現れ、アルベルトの肩かたに留まる。

「こいつを『目』として、先行させ──」

　と、不意にアルベルトが押し黙だまる。

「な、なんだ？　どうした？」

　アルベルトの様子にグレンが訝いぶかしんだ、その時だ。

「……来る」

「え？」

　突とつ然ぜん、目の前の水路から大量の水が天てん井じようへ巻き上げられ、盛せい大だいな水柱がそびえ立った。

「どぉわぁああああ──ッ!?　な、なんだぁああああ──ッ!?」

　グレンが慌あわてて身構え、アルベルトは素す早ばやい身のこなしでその場所から跳とび下がる。

　水柱の中から巨きよ大だいで硬こう質しつな影かげが現れ、グレンの前に立ちはだかっていた。

　そのシルエットは一言で表せば、蟹かにだった。

　人の倍以上の身みの丈たけを持つ、冗談のように巨大な蟹。

　川辺や磯いそ辺べで見かける普ふ通つうの蟹と決定的に違ちがう点は、通常、蟹のハサミは左右の一対ついだけだが、その巨大な蟹は三対もの、いかにも凶きよう悪あくそうなハサミを持っているところだ。

「何、この生物の進化過程構造をガン無視しちゃった、クリーチャーッ!?」

　その巨体に見合わぬ俊しゆん敏びんな動作で、蟹が一いつ斉せいにそのハサミの群れを振ふり下ろした。

「ぉわぁあああっとぉおおぅッ!?──危ッ!?」

　グレンは狭せまい通路上を側転、跳ちよう躍やく、周囲の少ない足場を俊敏かつ正確に飛び回り、連続で振り下ろされる蟹のハサミを次々とかわしていく。

「ちぃッ!?」

　狭い足場を蹴けって蟹から距きよ離りを取ったグレンは、着地と同時に背中の銃じゆうを抜ぬいた。

　抜き手すら霞かすむ神速の早撃ちクイツク・ドロウ。旋せん風ぷうのごとく旋回する銃口。

　刹せつ那な、咆ほう哮こうする銃声、一発。

　鋭い火線が蟹の関節部へ、正確無比に殺さつ到とうし──

　かん。

　間抜けな金属音を響ひびかせた。

「ですよねー。これ、普通の弾たまだもん」

　まったく無傷な蟹の姿を前に、グレンはため息混じりに硝しよう煙えんの上がる銃を眺ながめていた。

　魔ま銃じゆう《ペネトレイター》を持ってきてくれたことには感謝するが、どうせならイヴ・カイズルの玉たま薬ぐすりも持ってきて欲しかった。あの専用の魔術火薬がなければ、この銃は魔銃とは名ばかりの、ただ再装そう塡てんに手間がかかるだけの骨こつ董とう銃じゆうなのだから。

　だが──

「下がれ、グレン！」

「あいよ！」

　アルベルトの一いつ喝かつに、グレンが申し合わせたようにその場から跳び離はなれる。

　ほんの一いつ瞬しゆん前、グレンが居た場所へ振り下ろされたハサミが突つき立ち、石の通路を破は壊かいして──

「《吠ほえよ炎えん獅じ子し》！」

　アルベルトが黒くろ魔ま【ブレイズ・バースト】を一節ルーンで詠えい唱しようしていた。

　アルベルトの左手から投げ放たれた火球が蟹に着ちやく弾だん。

　渦うず巻まく爆ばく炎えんが蟹を飲み込み、業ごう火かの火柱が天井を焼き焦こがす。

　やがて炎が収まった頃ころには、そこに蟹の丸焼きができあがっていた。

「おおー、この至し近きん距きよ離りで俺を巻き込まずに……相変わらず凄すげぇ魔ま術じゆつ制せい御ぎよ精度だぜ」

「ふん。そう言うお前も、銃の腕うではまだ錆さび付いていないようで、何よりだ」

「はっ、冗談。《隠いん者じや》のジジイが見たら、銃口にハエが留まるとか言われるだろうよ」

「さあな。……だが、最初の不ふ意い討うちに対する反応は確実に遅おそい。相手が相手なら、既すでに二度は殺やられている。平和呆ぼけしたな」

「……ほっとけ。俺はお前みたいな生きつ粋すいの職業軍人とは違ちげぇーんだよ」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたき合う二人。

　だが、二人は気付いていなかった。

　グレンが前衛で、アルベルトが後衛。グレンが敵を引きつけ、アルベルトが強力な呪文で敵を仕留める……魔導士時代、二人で組んで戦う時によく行っていた、連れん携けい。

　一年ものブランクがありながら、何も打ち合わせることもなく、自然とその連携ができていた事に、二人はまったく気付いていなかった。

「ま、それは措おいといて……だ」

　グレンは背中のベルトに銃を押し込みながら、巨大な蟹の残ざん骸がいを見た。

「こいつは一体、なんだ？　魔ま獣じゆう……にしちゃ、いくらなんでも生物構造を無視し過ぎだな……となると、やっぱり……」

「その昔、軍事用に研究されていた合成魔獣キメラだろう。合成魔獣キメラの兵器利用に関する研究は現在では凍とう結けつ・禁止されているのだが……昔の研究成果が残っていたのか、或あるいはバークス＝ブラウモンが禁じられた合成魔獣キメラ兵器の研究を続けていたのか……」

　アルベルトも何の感かん慨がいもない氷の瞳ひとみで、蟹の残骸を一いち瞥べつする。

「何いずれにせよ、どうやらこの区画、不要になった合成魔獣キメラの廃はい棄き場所なのだろう」

「つーことは、だ。バークスの野郎……予想以上にキナ臭くさいやつだな」

　その瞬しゆん間かん。

　グレン達がいるこの区画の、あちこちで水柱が上がった。

　蟹だけではない。巨大な烏賊いか、半魚人のような化け物、ゼリーの塊かたまりのような不定形生物……多種多様な怪かい物ぶつが次から次へと姿を現し始める。そのどいつもこいつもが、どこか歪いびつな姿の出で来き損そこないだった。

「うへぇ……団体様のお出ましだぁ……」

　うんざりしながら、グレンは自分達ににじり寄って来る怪物達を眺める。

　どうやら連中は、自分達を完全に餌えさと認にん識しきしているらしかった。

「突とつ破ぱするぞ」

「ったく、仕方ねえなぁ！」

　二人は口早に呪文を唱えながら、通路を駆かけ出した。




「……っく……ぁ……ぅあああ……あッ!?」

　研究室にルミアの熱を帯びた苦く悶もんの声が上がる。

　鎖くさり付きの手て枷かせで吊られたルミアの身体からだを、描えがかれたルーンの術式に沿って膨ぼう大だいな魔ま力りよくが疾しつ走そうしているのだ。それは激しい苦痛となって、ルミアを責め立てる。

　ルミアは今、『Project : Revive Life』の儀ぎ式しきの一部に組み込まれ、その意思とは関係なく強制的に能力を行使させられているのである。

「ふは、ふははははッ！　いいぞ……いいぞぉ……ッ!?」

　だが、そんなルミアの苦痛などまるで意に介かいさず、バークスはモノリス型の魔導演算器に霊絡パスを通して送られてくる大量のデータの解かい析せきに夢中だった。

「成る！　成るぞぉッ！　『Project : Revive Life』は今日、ここに成る！　このバークス＝ブラウモンの手によってだ……ふはははははははははははは──ッ！」

　ルミアの足元に展開された法ほう陣じんに直結した、別の巨大な法陣。

　その中央には、氷ひよう晶しよう石柱中に封ふうじられた三つの素体が正三角形の頂点を位置取るような配置で据すえられている。現在、その氷晶石柱の表面上を光のルーン文字が無数に疾走しており、中身がよく見えない状態ではあるが……辛かろうじて見える影から察するに、封じられた素体は、どうやら少女の姿をしているようであった。

　今、素体と『アルター・エーテル』、そして『アストラル・コード』。理論上合成不可能だった三つの統合が終しゆう了りようし、後は素体の各種細かな調整と意識覚かく醒せいを待つばかりだ。

「流石さすがはバークスさん、お見事な腕うで前まえですね」

　青髪の青年は表向きバークスを褒ほめちぎりながら、内心冷め切っていた。

（ふん。かつて俺が作った術式を丸々譲じよう渡としたんだ……このくらいできて当然だというのに、何を偉えらそうに浮うかれているんだ、この男は……）

　青年は周囲の設備を見回しながら、さらに物思う。

（まぁ、いい……『Project : Revive Life』を行えるだけの儀式設備は、確かにこの男のものだしね。精せい々ぜい利用させて貰もらうさ……どうせ、この男は俺の踏ふみ台だいなんだ。今だけは勝利の美酒に酔よえばいい……）

　そして、青年はリィエルに眼めを向ける。

　リィエルは部屋の隅すみでルミアに背を向けていた。固く握にぎり締しめたその小さな手や肩が、かたかたと震ふるえている。ルミアが苦悶の声を上げるつど、その弱々しい背中がびくりと震える。儀式の様子など見向きもしていなかった。

「リィエル……大だい丈じよう夫ぶかい？」

　青年は気き遣づかうような言葉を、リィエルにかける。

「…………」

　だが、リィエルは青年の言葉に応じず、無言。

（はぁ、やれやれ……今は、これはこれで好都合なんだが……こんな調子じゃ、この先どこまで使い物になるかわからないな……我が『妹』ながら情けない……）

　軽く嘆たん息そくしながら、青年は儀式の中央に向きなおる。

　その先にあるのは、先刻、儀式の完かん了りようした三体の水晶石柱漬づけの素体だ。

　その三体の素体を、青年は慈いつくしむような目で眺めた。

（でも、それもじきに解決だ。あと少しで俺だけの『力』が手に入る……バークスごときに手て柄がらを取られてたまるか……ッ！）

　青年が歪ゆがんだ笑えみをうっすらと口元に浮かべた……その時だ。

　遠くで、地鳴りのような音が突然、響き渡わたった。

「何事だ!?」

　作業を止め、バークスが怒ど声せいを上げる。

　すると、この儀式部屋の入り口にエレノアの姿が現れた。

「今、遠見の魔術で確認しました……侵しん入にゆう者しやですわ」

「何だと!?　馬ば鹿かな！　どうしてここが割れた!?　そんなはずは──」

「……はて？」

　すると何を思ったか、エレノアはなぜか自分の体のあちこちに指を這はわせ始める。

　そして、頰ほおに触ふれた時、その指を止めて。

「あらあらまぁ……近接格かく闘とう戦で殴なぐられたあの時ですか……油断しましたわ」

　くすり、と。エレノアは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「流石さすがは帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室《星》のアルベルト様……一いつ杯ぱい食わせたと思っていましたが、一杯食わされたのはどうやら私の方だったみたいですわね。御お見事」

　苦々しく、それでもどこか愉ゆ悦えつの表情で、エレノアが呟つぶやいていた。

「そ、それは一体、どういうことだ!?　エレノア殿どのッ！」

「さぁ、どういうことでしょうか？　とにかく敵戦力は二名。帝国宮廷魔導士団、特務分室のエース、アルベルト様と、帝国魔術学院魔術講師、グレン様ですわ」

「……ッ!?」

「……先、生……？」

「グレン……だと？　まさか、生きていたのか……？」

　グレンという名前に、リィエルとルミア、そして青髪の青年が反応する。

「……先生……ッ！　よかった！　やっぱり──」

　どこか重暗い影かげが差していたルミアの表情が、みるみるうちに明るくなっていく。希望に輝かがやいていく。未いまだ自分は絶体絶命の身のままだというのに、もう何もかもが救われ、満ち足りてしまったような顔だった。

　一方、そんなルミアとは対照的に、エレノアやバークスの表情はどこまでも苦々しいものだった。

「まだ、儀式の完かん遂すいまで時間がかかりますわ。それまでにこの部屋に至られると、儀式を台無しにされる恐おそれがあります。いかがいたしましょうか？」

「くぅ……おのれぇ、政府の犬共め……ッ！」

　バークスがわなわなと震えながら、傍かたわらのモノリス型魔導演算器に取り縋すがり、呪じゆ文もんを唱えながら指を動かし、操作を始める。

　石板状のモノリスの表面を、次々とルーン文字が走っていく……

「いいだろう！　情報によると、奴やつらがいるのは、まだこの中央制せい御ぎよ室からは程ほど遠とおい第四区画──あそこならば、対処は容易たやすい！　私の作品で蹴け散ちらしてくれるわ！」

　バークスは、矢や継つぎ早ばやに、モノリスの表面上にルーンを描いていく。

　光の文字となって刻まれたルーンを切っ掛けに、表面に様々なルーンが一気に羅ら列れつし、モノリス表面上を上から下へ、左から右へとせわしなく流れていった。

「作品、とは？」

「ふふふ、あの区画には私が作った無数の合成魔獣キメラが封ふう印いんされているのだよ。その合成魔獣キメラどもの封印を解き、連中にけしかけてくれるわ」

　歪んだ嘲ちよう笑しようを浮かべ、バークスが最後の操作をする。

「これでいい……さぁ、行け……私の最高傑けつ作さく達……ッ！」

　己おのれの勝利を何一つ疑っていないそんなバークスに、流石にエレノアも小さく嘆息する。

「僭せん越えつながら、そんなもので彼ら二人……特にアルベルト様が止まるとは、とても思えませんが」

「そんなもの、だと……？」

　バークスの顔がみるみるうちに怒ど気きに染まっていく。

「エレノア殿……貴様、私の合成魔獣キメラ作製の腕うでを疑っておるのか？」

「いえ、そうではありませんが……アルベルト様は帝国宮廷魔導士団のエース。帝国軍において最高クラスの魔導士ですわ。それに、グレン様とて元・魔導士……」

「ふん。何が魔導士だ。魔導士など所しよ詮せん、魔術を戦いくさにしか使えぬ低脳共ではないか。真の賢けん者じやたる魔術師の敵ではないわ」

「…………」

「まぁ、そこで見ているがいい」

「はぁ……それでは、ゆるりと拝見させていただきますわ」

　にっこりと。

　エレノアはまるで見み世せ物ものを見物するかのように、無む邪じや気きに微笑んだ。




　迫せまる。

　──迫ってくる。

「ォオオオオオオオオオオオオンッ！」

　前方に延々と続く、幅はば広ひろく天てん井じようの高い通路。

　その先から、蝙蝠こうもりの翼つばさを持つ巨きよ大だいな獅し子しが、野生の殺気を漲みなぎらせ、もの凄すごい勢いでグレンとアルベルトをめがけて迫ってくる。

　溢あふれんばかりの力が漲るそのしなやかな筋肉。身体能力も、動体視力も、反射速度も、生物として根本的に人間をゆうに超こえた、規格外の存在を前に──

　それでも、グレンとアルベルトは猛もう然ぜんと駆ける速度を緩ゆるめない。

　互たがいが互いを目指して駆け寄り、彼ひ我がの距きよ離りは指数関数的に消し飛んでいく。

　後、数秒で接敵──

　その時、アルベルトが呪文を唱えた。

「《雷らい槍そうよ》！」

　刺さし穿うがつ稲いな妻ずまの閃せん槍そう──黒魔【ライトニング・ピアス】。

　二反響唱ダブル・キヤストで放たれた二条の雷らい閃せんが空気を切り裂さいて、獅子の怪物へ真まっ直すぐ飛ぶ。

　だが、敵もさるもの。

　獅子の怪物は、足元を狙ねらった第一の雷閃を跳ちよう躍やくしてかわし、その跳躍を狙った第二の雷閃を、壁かべを蹴けって、さらに跳躍してかわし──

　そのまま、中空から一気にアルベルトへと躍おどりかかる。

　それでも尚なお、駆ける足を止めないアルベルトへ、鋭するどい爪つめが、牙きばが、肉にく薄はくし──

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃槍以もちて・刺し穿て》──ッ！」

　三節詠えい唱しようゆえに、遅おくれて完成したグレンの【ライトニング・ピアス】。

　グレンの指先から放たれた雷閃が、宙にいる怪物の眉み間けんを貫つらぬいていた。

「──ガ」

　どぅん、と。

　凄すさまじい質量を感じさせる音と共に、怪物が床ゆかに叩たたき付けられ、バウンドする。

　グレンとアルベルトは、派手に転がってくる怪物の体を、ひらひらと跳とんで避け、さらに駆け抜ぬける。

　その速度は微み塵じんも落ちない。振ふり返りもしない。

「しっかし、さっきから大おお判ばん振ぶる舞まいだな……何匹びき倒たおせばいいんだよ……」

「無む駄だ口ぐち叩たたくな。距離前方三十、後方三十。それぞれ数かず四。来るぞ」

　アルベルトが鋭く警告の声を上げた瞬しゆん間かん。

　通路を駆ける二人の前方と後方──その壁の一部が突如、扉とびらのように開き、そこから何者かがぞろぞろと現れる。

　それは人間の姿を模かたどった、葉と蔦つた──植物の化け物だった。

　宣告の通り、その数、前方に四体。後方に四体。挟はさみ撃うちの形だ。

「…………」

　アルベルトは無言で、後方へ振り返り──

「それじゃ、行ってきますかね──」

　グレンは、そんなアルベルトを置き去りに前方へ向かい、呪文を唱えた。

「《我・時の頸くび木きより・解放されたし》」

　黒魔【タイム・アクセラレイト】。

　自身に流れる時間を加速させ、自身の行動速度を爆ばく発はつ的に高める瞬間付呪インスタント。

　グレンの技量では、ほんの二、三秒しか加速できないが──

　ぐん、と。グレンの姿が一いつ瞬しゆん見失われてしまうほど唐とう突とつに加速する。

　そして、グレンはそのまま一気に蔦の化け物の真ん中へと飛び込んだ。

　蔦の化け物は慌あわてて触しよく手しゆを伸のばして、グレンを捉とらえようとするが──

「遅おせぇ──ッ！」

　四方八方から呻うなりをあげて鞭むちのように迫る触手は、グレンには酷ひどく鈍どん重じゆうなものに映る。

　付呪エンチヤント効果の副作用で、色を失い全すべてがモノクロとなった世界で、グレンは自身にのろのろと迫る触手を身を捻ひねってかわし、跳躍して避よけ──全て、回かい避ひしきって。

「ぉおおおおおおおおおお──ッ！」

　正面の蔦人間に、左ジャブからの右ストレートを叩き込んで吹ふき飛ばし、

　右から飛びかかってきた蔦人間を、左の上段裏回し蹴りで迎げい撃げき、

　左から摑つかみかかってきた蔦人間を、逆に摑み、足を払はらって、奥の蔦人間へと投げ飛ばす──

　だが、いずれも決定打にはならない。

　すぐさま体勢を立て直して、蔦人間達がグレンへと迫り──

「──ぐ……」

　ここで時間切れ。付呪エンチヤント効果が尽つきる。

　その時、蔦人間達に立ち向かうグレンの速度が元に戻もどる──どころか激しく減速した。

　黒魔【タイム・アクセラレイト】によって、世界に流れる時間とグレンに流れる時間との間には矛む盾じゆんが生じている。そのため、魔導第二法則によって、その帳ちよう尻じりを合わせるために、加速させてズレた時間の分だけ今度はグレンの時間が減速するのだ。

　当然、それは致ち命めい的な隙すきとなり──

「シャアアアアアアアア──ッ！」

　今度は、蔦人間達がグレンの目では追いきれないほどの速度で襲おそい掛かかってくる。

　グレンのマナ・バイオリズムは今の魔ま術じゆつ行使でカオス側に振り切っており、最も早はや、為なす術すべはない──

　だが。

　轟ごう、と。

　圧あつ倒とう的熱量を持つ炎ほのおの壁が、蔦人間達からグレンを守るように、猛速度で床を走った。

　天井を焼き焦こがすような、猛もう烈れつな火勢。

　瞬しゆん時じに展開された灼しやく熱ねつの炎えん壁へきに突つっ込んだ蔦人間達は一瞬で焼き尽くされ、灰と化す。

　黒魔【フレア・クリフ】。

　自在に操作可能な炎の壁を展開する、軍用の攻こう性せい防ぼう御ぎよ呪じゆ文もん。

　当然、アルベルトの魔術だ。

「行くぞ」

　背後から駆けつけてきたアルベルトが、グレンを追い越こして先に行く。

　その後方十数メトラには、当然のように、燃え尽きた灰の塊かたまりが四つ。

　ちょうど時間の帳ちよう尻じり合あわせが終わったグレンは、アルベルトの後を追って駆け出す。

「バカ野や郎ろう！　お前、フォロー遅ぇぞ!?　殺す気か!?」

　前方を駆けるアルベルトに追いついて並んだ、グレンの第一声がそれだった。

「お前こそ前に出過ぎだ。死にたいなら勝手に死ね」

　対するアルベルトの対応も実に冷ややかだ。

　通路が尽き、丁てい字じ路ろが見える。

　アルベルトが迷わず右へと突き進み、グレンは何も言わずにそれに従う。

「そもそも【タイム・アクセラレイト】などという自殺魔術、好んで使う阿あ呆ほうは帝国軍の中でもお前くらいなものだ。付き合わされる俺の身にもなって欲しいものだがな」

「別にいーじゃねーか。使いどころ選べば、結構、便利で強いじゃねーか、これ」

「ふん……何故なぜ、お前はそういう無む駄だに癖くせの強い術とばかり相あい性しようが良いのだろうな？」

「わ、悪いかよ……」

「まともに扱あつかえる軍用の攻性呪文アサルト・スペルは、基本三属くらいしかない癖にな。理解に苦しむ」

　険しい表情のまま、アルベルトが呆あきれたように嘆たん息そくする。

　昔のことを思い出しているのかもしれない。

「俺が知るかよ！　俺だって、こんな変則的な呪文じゃなくて、もっと扱いやすいマトモな呪文を習得したかったよ！」

　そうこう言い合っているうちに、今度は通路を埋うめ尽くすほど巨大なゲル状の無機生物が、その体で壁を作ってグレン達に迫ってくる。

　その半はん透とう明めいの体の中には、恐らく犠ぎ牲せい者しやか、あるいは餌えさだったモノの成れの果てか、人間の骸がい骨こつが何体分も埋まっていた。

「お前がそういう異い端たん児じだから、俺が何時いつも苦労するのだ」

　アルベルトがグレンを罵ののしりながら、予あらかじめ詠唱済みスペル・ストツクにしてあった黒魔【アイス・ブリザード】の呪じゆ文もんを起動する。

　凍いてつく吹雪ふぶきが通路を猛然と吹き抜け、瞬時にゲル状生物を凍てつかせる。

　そして──

「ああ、そうかい。そりゃ悪うござんした──」

　同時に、グレンが毒突きながら無造作に銃じゆうを抜き、構え、引き金を引く。

　銃声と共に、過よぎる火線。

　びしり、と凍てついたゲル状生物にめり込む銃じゆう弾だん。

　次の瞬間、凍こおり付いたゲル状生物が硝子ガラスのように割れて、砕くだけ散った。

　ゲル状生物の破は片へんの上を、やはりまったく速度を落とさず、グレンとアルベルトが飛び越えて、駆け抜けていく。まるで眼中にない、そう言わんばかりに。

　そんな二人に、さらなる魔ま獣じゆう達の気配が迫る。

　だが──




「……止まりませんね」

　その時、からかうようなエレノアの言葉に、バークスは拳こぶしを震ふるわせていた。

「くそ……あいつら……ッ！」

　モノリス型魔ま導どう演算器の表面上に次から次へと送られてくる、自じ慢まんの合成魔獣キメラ達の惨さん憺たんたる戦せん闘とう結果。

　それを目まの当たりにしたバークスは、忌いま々いましげにモノリスを拳で叩いた。

「い、いいだろう……これまではタダの小こ手て調しらべだ！　あの程度でくたばられてしまっては、こちらも面おも白しろくないッ！　こちらも最高傑けつ作さくで出で迎むかわせてもらおう……ッ！」

　血走った目で、バークスがモノリス型魔導演算器を操作していく──

「ふ、ふははははッ！　今度のこいつは凄いぞぉ!?　かき集めた魔鉱石から作り上げた宝石獣だッ！　三属攻性呪文アサルト・スペルなど効かんし、いかなる武器でもこの獣を傷つけることはできん！　真銀ミスリルか日緋色金オリハルコンの武器でもない限りなぁ!?　ふはははははは──ッ！」

　エレノアは、そんなバークスを実に楽しげに見守っている。




「こ、こいつは……ちょっとヘヴィかなー？」

　思わずグレンは頰ほおを引きつらせながら、呟つぶやいていた。

　通路を踏とう破はし、大部屋に侵しん入にゆうしたグレン達を待ち構えていたのは──

「ゥォオオオオオオオオオオオン……」

　見上げるほど巨きよ大だいな、大おお亀がめの怪物だった。

　その大部分が透すき通とおる宝石のようなもので構成されている。

「宝石獣か。過去、帝てい国こくが密ひそかに行っていた合成魔獣キメラ研究の最高傑作として、理論上の設計だけは為なされていたとは聞いていたが……」

「こいつの性質は？」

「殆ほとんどの攻性呪文アサルト・スペルが効かん。それに恐おそろしく硬かたい」

「……厄やつ介かいの極きわみじゃねーか」

　と、その時。

「ゥォオオオオオオオオオオオン……」

　大亀が後ろ足で立ち──グレンとアルベルトめがけて、倒たおれこむように、その豪ごう腕わんを叩き付ける。

「どわぁああああ──ッ!?」

「……ち」

　咄とつ嗟さにグレンとアルベルトが左右に散開。

　半瞬前、二人が居た場所を大亀の腕うでが叩たたきつけられ、施し設せつ全体が震えた。

「ゥォオオオオオオオオオオオ──ッ！」

　そして、大亀が雄お叫たけびを上げると──その体に埋め込まれた宝石のあちこちが、激しく帯電し始める。

　目前でバチバチと稲いな妻ずまを爆はぜさせる大亀の姿に、グレンが青ざめる。

「や、ヤベェ──」

　慌てて、アルベルトの方に向かって駆かけ出すグレン。

「──《光の障しよう壁へきよ》」

　落ち着き払った声こわ色いろでアルベルトは、黒魔【フォース・シールド】の呪文を唱える。

　アルベルトの眼前へ瞬時に展開される、光の六角形模様ハニカムが並ぶ魔ま力りよく障壁。

　次の瞬しゆん間かん。

　雷らい音おんが弾はじけ、凄すさまじい光量の稲妻が幾いく条じようも部屋内を乱らん舞ぶし、視界を埋め尽くす。

　だが、アルベルトの障壁は難なくその稲妻を受け止め──

「ひゃあああああ──ッ！　危ッ!?　ま、間に合ったぁ──ッ！」

　ぎりぎりで、ずざーっと、アルベルトの背後に滑すべり込んだグレンが、額の冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

「ゥォオオオオオオオオオオオ──ッ！」

　再び、大亀が稲妻を落とす。

「ち──」

　アルベルトは小さく舌打ちしながら、そのまま障壁を維い持じし、稲妻を受け止める。

「ゥォオオオオオオオオオオォオオオオォオ──ッ！」

　爆はぜる極光。炸さく裂れつする極光。荒あれ狂くるう極光。

　さらに大亀が稲妻を落とす。落とす。執しつ拗ように落とし続ける。

　対し、アルベルトはさらに魔力を解放し、障壁を強化していく。

「お、おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

「存外、強い。そう何度も受けられんな。【フォース・シールド】は魔力を食う術故ゆえ、このままだと何いずれ押し切られるだろう。かと言って【トライ・レジスト】で耐たえられる威い力りよくでもない──さて」

　一見、防戦一方の絶対絶命の危機だが、アルベルトの声色は落ち着き払っている。まるで勝ち筋が分かっている詰つめ戦戯盤チエスでもやっているような雰ふん囲い気きだ。

「やれ、グレン」

「いや……わかっちゃいるが……」

　グレンは苦い顔で応じる。

「でも、アレやると、後が続かねぇ……」

「心配は無用だ。やれ」

　アルベルトが淡たん々たんと言う。

「！」

　グレンは一いつ瞬しゆん、きょとんとして。

「……了りよう解かい」

　そして、にやりと笑って応じた。

　アルベルトが一体、何を考えているかはグレンにはわからない。

　だが、アルベルトが心配無用と言った。

　ならば、そうなのだろう。

（いけ好かねぇ野郎だが、昔からコイツの言う事に間ま違ちがいはねえしな……）

　グレンは覚かく悟ごを決めて、懐ふところに手を入れ、とあるものを取り出す──




　一方、室内の水すい晶しよう壁へきに映像として映し出された部屋の様子に、バークスのテンションは最高潮だった。

「ふはははははははッ！　見ろッ！　あの防戦一方の無様な姿をッ！」

　バークスの言うとおり、魔獣の存在感は圧あつ倒とう的だった。

　まるで制限など皆かい無むだと言わんばかりの稲妻の嵐あらし──グレンとアルベルトの二人が消し炭と化すのは最も早はや、時間の問題のように思えた。

「せ、先生……」

「グレン……」

　そんなグレンとアルベルトの様子を、ルミアとリィエルが食い入るように見守っている。

「見たか！　エレノア！　これが我が魔ま術じゆつの威力だ！」

　自慢げに、エレノアを振ふり返るバークス。

　エレノアは、どこまでもにこやかに笑う──




「《我は神を斬ざん獲かくせし者・──》……」

　グレンは上に弾はじいた小さな結けつ晶しようを左手で摑つかみ取り、ぱん、と左拳に右みぎ掌てを合わせる。

「《我は始原の祖と終ついを知る者・──》……」

　そして、ゆっくりと。殊こと更さらにゆっくりと。

　グレンは魔力を高めながら、意識を集中させ、一句一句呪文を紡つむいでいく。

　唱えた呪文に応じ、グレンの左拳を中心に、リング状の円えん法ほう陣じんが三つ、縦、横、水平に嚙かみ合うように形成され、それぞれが徐じよ々じよに速度を上げながら回転を始める──

「《其そは摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ・──》……」

　と、その時。

「──ォオオオオオ……」

　本能的に自身の生命の危機を感じたのか。

　大亀の宝石獣は、今までの無む闇やみやたらに稲妻を乱舞させるだけだった行動パターンを止やめ、ずしんずしんと地じ響ひびきを上げて、グレンに向かっていく。

　そこに──

「《鋭するどく・吠ほえよ炎えん獅じ子し》──《吠えよ》、《吠えよ》！」

　即そつ興きようの呪文改変。

　爆ばく発はつ方向に指向性を持たせた黒魔【ブレイズ・バースト】をアルベルトが唱え、しかもそれをさらに連唱する。

　三つの火球が大亀の足元に飛来し、炸裂。

　ダメージはほぼ皆無だが、その爆発方向を一方向に纏まとめ定められた物理的衝しよう撃げきに、超ちよう重量級のはずの亀が、徐々に後方へと押し下げられる──

「寄るな、化け物。貴様は其そ処こで大人しく聖句でも唱えていろ」

「ゥォオオオオオオオオオオォオオオオォオ──ッ！」

　邪じや魔まされて苛いら立だったのか、再び、大亀が吠え、稲妻を落とす。

「ふん、馬ば鹿かの一つ覚え。所しよ詮せん、獣けものか──《光の障壁よ》」

　アルベルトが、さっと腕を振り、再び障壁を張る。

　障壁上で爆ぜる、電でん撃げきと衝撃。

　あまりの光量に辺りが真っ白に明めい滅めつしていく──

　そうしている間にも。

「《五素より成りし物は五素に・象しようと理ことわりを紡ぐ縁えにしは乖かい離りすべし・──》」

　グレンの呪じゆ文もんはどんどん紡がれていく。

「《いざ森羅の万ばん象しようは須すべからく散さん滅めつせよ・──》」

　そして──

「《──遥はるかな虚きよ無むの果てに》──ッ！」

　とうとう呪文は完成した。

　その瞬間、グレンが前方に突つき出した左掌を中心に、高速回転していた三つのリング状円法陣が、前方へ拡大拡散しながら展開。

　同時に。

「……ふん」

　ふわり、と。

　アルベルトがいつの間にかグレンの背後へと、降り立っており──

「ゥォオオオオオオオオオオォオオオオォオ──ッ！」

　亀の宝石獣がグレンに向かって突とつ進しんしながら、稲妻を落とそうと、その体を一際激しく帯電させ──

「ぶっ飛べ。有う象ぞう無む象ぞう」

　次の瞬間、その前方に三つ並んだリング状の円法陣の中央を貫つらぬくように、巨大な光の衝しよう撃げき波はが放たれる。

　光の衝撃波は、狙ねらい過あやまたず、宝石獣を飲み込み──

　圧倒的な光の奔ほん流りゆうの中で、宝石獣は徐じよ々じよにその輪りん郭かくをぼやけさせ──

　川のせせらぎに流される砂の山のように、後方へ崩くずれていき──

　──殲せん滅めつ。静せい寂じやく。

　やがて、視界を白熱させていた眩まばゆい光が、ゆっくりと収まっていった時。

　宝石獣だったものは、その巨きよ大だいな体の大半を丸く抉えぐり取られたかのように失っており、その活動の停止を余よ儀ぎなくされていた──




「……突とつ破ぱされてしまったようですね」
















　エレノアが啞あ然ぜんとするバークスに、くすりと笑いかけた。

「……ば、……馬鹿なッ！」

　目の前の信じられない光景に、バークスは顔を真っ赤にして震ふるえていた。

「黒くろ魔ま改【イクスティンクション・レイ】だと──ッ!?　アレは、一昔前、セリカ＝アルフォネアとかいう阿あ婆ば擦ずれが作った、限りなく固有魔術オリジナルに近い術──ッ！　他ほかにも使い手がいるなぞ聞いてないぞッ!?　あの男は一体、何者なんだ!?」

「落ち着いてくださいませ、バークス様。魔ま術じゆつ師しにとって、相手が思いもよらない切り札を隠かくし持っておくことなど実に基本的なこと。むしろ、グレン様にあのような恐おそるべき術をあの場で使わせたこと、勝利と呼んでも差し支つかえございませんわ」

　落ち着き払はらった声こわ色いろで、それでもどこか楽しそうにエレノアが言う。

「それよりも、バークス様。いかが致いたしましょう。あの区画を突破されてしまいましたら、この中央制せい御ぎよ室まではもう、目と鼻の先──早さつ急きゆうに対処する必要が御ご座ざいます」

「そんなことは、わかっておる！」

　苛いら々いらと、バークスは青髪の青年へと振り返った。

「おい、そこの貴様！」

「……はい、僕に何か御ご用ようでしょうか？」

「後に残った儀ぎ式しきの細かい調整は任せる！　お前でもそのくらいはできるだろう？」

「できますけど……バークスさんはどうするのですか？」

「ふん！　私自ら政府の戦争犬どもを駆く逐ちくしてやろうというのだ。魔術を戦争にしか使えぬ能無し共に、真の魔術師の威力を教育してやるのだ！　エレノア、お前も来い！」

「畏かしこまりましたわ、バークス様」

　そしてエレノアを伴ともない、バークスは肩かたを怒いからせて部屋を出て行く。

　残されたのは青髪の青年とリィエル、そしてルミアだ。

「さて……そういうことなら、気合を入れないとね……」

　青年の口元には不気味な笑えみが浮うかんでいた。




　……。

　…………。

「まったく、帝てい国こく政府の犬共め……私の城へ土足で踏ふみ入りよってからに……ええい、忌いま々いましい！」

　薄うす暗ぐらい通路を、見るからに不機嫌そうにズカズカ突き進むバークス。

　その後ろで。

（……さて、いかがいたしましょうか）

　エレノアはその氷のような微び笑しようの裏で静かに物思う。

　このままいけば自分は、アルベルトとグレン、二人の魔導士を相手にすることになる。

　帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団のエース、《星》のアルベルト。

　そして、元・帝国宮廷魔導士、《愚ぐ者しや》のグレン。

　……正直、嫌いやな組み合わせだ。

　個々の能力もさることながら、この二人は連れん携けいがあまりにも完かん璧ぺきに過ぎる。

（対してこちらの戦力は、私と──）

　ちらりと、前方を流し見る。

「大体、グレン＝レーダスという男はなんだ!?　たかが第三階梯トレデの三流魔術師のくせに……ッ!?　そもそも、崇すう高こうなる智ち慧え者しやたる魔術師が、銃じゆうなどという愚ぐ劣れつで卑いやしい玩具おもちやを使うだと!?　魔術師の面つら汚よごしめ、生かしておけんッ！　何が【愚者の世界】だ!?　何が【イクスティンクション・レイ】だッ!?　そのようなクズのごとき術式で調子に乗りおってからに……ッ！」

（ふぅ……正直、お話になりませんわね……）

　もう苦笑いするしかない。

　アルベルトは強い。

　だが、それ以上にグレンが厄やつ介かいだと、エレノアは感じている。

（以前、私が女王に仕し掛かけた罠わな……それを無効化してみせたあの固有魔術オリジナル……【愚者の世界】……その術の性質はまだ完全に見切れていませんが……）

　恐らく、自分とグレンの魔術戦の相あい性しようは最悪だ。

　魔術師としては、グレンは遥かに自分の格下のようだが──万が一が、確実にある。

（……困りますわね、その万が一は）

　組織のため……そして、大導師のためなら何も惜おしくないこの命。大導師に死ねと命じられれば、喜んで死んでみせる。それがエレノアの誇ほこり。

（……くすくす、だって、私はもう、あの時に死んでいるのですから……）

　だが、エレノアはまだ、ここでの目的を果たしていない。

　ゆえに、もうしばらく、この研究所内に留とどまる必要がある。

　今は、その万が一にも死ぬわけにはいかない……敬愛する大導師様のために。

　ならば、どうするか？

（仕方ありませんわ……少々、時じ期き尚しよう早そうかもしれませんが……）

　すっと。

　エレノアは前方をいくバークスの背中を指さして──

　小声で呪文を唱えた。

　…………。

　……。




「はぁ……はぁ……はぁ……」

　呪文の余よ韻いんによる酷ひどい脱だつ力りよく感かんと疲ひ労ろう感かんを堪こらえながら、グレンは荒い息を吐ついていた。

「く……」

　手先が震える。全身が凍こごえるように寒い。気持ち悪い汗あせが滝たきのように流れる。

　当然のように魔ま力りよくの過か剰じよう消費から来るマナ欠けつ乏ぼう症しようだ。

　グレンは黒魔改【イクスティンクション・レイ】を完璧に制御できるわけではない。ただ、セリカに教わったちょっとした裏うら技わざを使って、その片へん鱗りん──鞘さやに収まった剣けんから微かすかに漏もれる光のようなものを、使っているに過ぎない。

　グレンが必死に、呪文行使後の魂たましいが抜ぬけ落ちるような虚きよ脱だつ感かんに耐たえていると。

「御ご苦く労ろうだったな、グレン」

　アルベルトが何かを無愛想に投げ寄よ越こす。

「……これは」

　それを受け取って、まじまじと見つめたグレンが目を見開いた。

　魔ま晶しよう石せき──予備魔力が詰つまった、宝石だ。

「使え。俺の魔力は、お前の魔力とは相性が良くないが……暫しばらく休めばマシになる」

　戦せん闘とうに生きる魔導士にとって、自身の予備魔力が詰まった魔晶石は命いのち綱づなも同然だ。そもそも魔晶石に魔力を溜ためるのは、一流の魔術師でもとにかく時間と手間がかかるのだ。

　それをあっさり他人に投げ寄越すアルベルトに、グレンは驚おどろきを──

（──隠せなくもねーや。そういや、コイツはそういうやつだ）

　グレンは、受け取った魔晶石をぐっと握にぎり締しめた。

（効率と数字を信しん奉ぽうする冷血漢のようで……どこか義ぎ理り堅がたい……変なやつだ……）

　魔晶石に込こめられた魔力が流れ込んできて、マナ欠乏症の苦痛が徐じよ々じよに和やわらいでいく。

「……ありがたく使わせてもらうぜ」

「使ってから言うな」

　相変わらずのやりとりをしながら、グレンがよろよろと立ち上がる。

「……はぁ……はぁ……とりあえず、お敵さん、これで品切れか？」

「そのようだな」

　アルベルトは周囲に油断なく注意を払いながら、グレンの呼気が整うのをしばし待つ。

　そして。

「……急ぐぞ」

「ああ」

　二人は奥の扉とびらから部屋を抜け、暗く狭せまい通路を進んで行く。

　しばらく歩くと、不意に開けた空間に出た。

「ここは……？」

　何かの保管庫のようだった。

　大広間のような室内は薄暗い。床ゆかや壁かべ、高い天てん井じようの所々に設置された結けつ晶しよう型の光源──魔術の照明装置の光はかなり絞しぼられており、足元がよく見えない。そして、辺りには謎なぞの液体で満たされたガラス円えん筒とうが、無数に、延々と規則正しく立ち並んでいた。

　それらガラス円筒の一つ一つが、部屋のあちこちに設置されたガラクタの塊かたまりのような魔導装置にコードで繫つながれ、その装置は現在進行形で低い音を立てて稼か働どうしている。

「……なんだこりゃ？」

　ふと、グレンはガラス円筒の中に、球状の何かが浮いていることに気付く。

　周囲が薄暗いため、そのガラス円筒の中身がよく見えない。

　グレンは何気なくガラス円筒に近づいて、中を覗のぞき込んで──

　──瞬しゆん時じに、止やめておけばよかったと後こう悔かいした。

「これは……ッ!?」

　思わずこみ上げた吐き気を堪えるように口元を押さえる。

　背筋が凄すさまじい悪お寒かんで総毛立ち、ぶわっと気持ち悪い脂あぶら汗あせが全身から噴ふき出した。

「……ッ！」

　アルベルトも、その表情をいつも以上に硬かたく険しくする。

　ガラス円筒の謎の液体の中に浮いていたのは……人間の脳のう髄ずいだったのだ。

「な、な、なんなんだ、これは!?」

　よく見れば、隣となりの円筒もそうだ。その隣もそう。その隣の隣もそうだ。

　取り出された人間の脳髄が、延々と標本のように並んでいる──

　──否いな、実際にこれは標本なのだろう。

　人間の標本。見るも聞くもおぞましい、背徳と冒ぼう瀆とくの所業。

　それらを前に、呆ぼう然ぜんと絶句するグレンを他所よそに。

「……『感応増ぞう幅ふく者しや』……『生体発電能力者』……『発火能力者』……」

　アルベルトは足音を低く響ひびかせながら、立ち並ぶガラス円筒の傍かたわらを次々と過よぎっていき、ガラス円筒につけられているラベルの文字を淡たん々たんと読み上げていく。

「……全すべての円筒に異能力名がラベルされているな。後は被ひ検けん体たいナンバーと各種基き礎そ能力値データが少々……つまり、これは『異能者』達の成れの果てか」

　そう言ってアルベルトは足を止め、立ち並ぶガラス円筒達へ鋭するどい眼まな差ざしを送った。

「どうやら此こ処こでは想像以上に、悍おぞましい実験が繰くり返されていたようだ」

「なんてことを──バークスの野や郎ろう、真っ黒クロスケじゃねえかッ!?　これが人間のやることか!?」

　腸はらわたが煮にえくり返るような怒りに、グレンが握り固めた拳こぶしを震ふるわせていると。

「恐おそらく、奴やつは異能者を人間と思っていないのだろう」

「なんだと!?」

　冷静冷れい淡たんなアルベルトの言葉に、グレンは驚きよう愕がくの表情で振ふり返る。

「公おおやけの場では、そのような素そ振ぶりは微み塵じんも見せなかったようだが……内定調査によると、バークス＝ブラウモンは相当の『異能嫌ぎらい』……典型的な異能差別主義者だった筈はずだ」

　異能。

　ごく稀まれに、人が先天的に持って生まれる特とく殊しゆな超ちよう能のう力りよくを指す言葉。

　基本、学べば誰だれでも扱あつかえるようになる魔術と異なり、異能は生まれついての異能者でなければ使うことができず、現代の魔術では再現不可能な効果を持つ強力な異能も多い。

　その自分が決して持ちえぬ卓たく越えつした力に対する羨せん望ぼうか、あるいは嫉しつ妬とか、異能嫌いの魔ま術じゆつ師しは少なくない。その無知さゆえに異能を忌き避ひする人間も多い。

「ふざけんな……ッ！　魔術も異能も似たようなもんだろうが！」

「……今いま更さら吠ほえるな。伝統的にこの国では、何故か魔術は『畏い怖ふ』の対象であり──異能は『嫌けん悪お』の対象だ。この二つは似ているようで、まるで意味が違ちがう。前者は強固な社会的地位を確立する後うしろ盾だてと成り得うるが、後者は常に差別と迫はく害がいの対象と成り得る」

　グレンはふと、ルミアのことを思い出す。

　ルミアは『感応増幅者』と呼ばれる能力者だったが、たったそれだけでヒステリックなまでに、王室からいないことにされてしまっている。

「女王陛下の意識改善政策によって、最近の若者の間ではその意識も変わりつつあるが……基本的には、それが帝国民に広く根強く浸しん透とうした共通意識だ。尤もつとも──非常に歪いびつで不自然、そして不ふ愉ゆ快かい極きわまりない事だがな」

　常に氷のように冷静なアルベルトが、珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうに言葉を連ねていく。

「お前の言う通り、見た目は魔術も異能も然さ程ほど変わらない。素人しろうとには見分けなど、つかん。だが、この国では何故かそういう事なっている。地方の精せい霊れい信しん仰こうや土着宗教に於おいては、時に『異能者』は信仰の対象とすらなる事もあるのにな。何か理由があるのか──それとも、誰かがそうなるように仕向けたか──」

「ちっ……ンなこと、今はどうでもいい！」

　グレンが周囲を見み渡わたす。何かに縋すがるような、神に祈いのるような、そんな表情だ。

　すると。

　グレンは、ふと『それ』に気付いた。

　立ち並ぶガラス円筒群の一番奥にあった『それ』。

　液体に満たされた円筒の中に吊つるされている『それ』はまだ、人の形をしていて──

　グレンは衝しよう動どう的に、『それ』に向かって駆かけ出していた。

「アルベルト、見ろ！　あいつ、まだ生きてるぞ！　早く助け──」

　だが、不意にグレンは駆け寄る足を止め、言いかけた言葉を飲み込んだ。

　ガラス円筒の中に浮うかぶ『それ』の正体はまだ、年とし端はもいかない少女だ。歳としはグレンのクラスの生徒達とそう変わらないだろう。

　だが、その少女は手足が切除され、全身を無数のチューブに繫がれて、魔術的に『生かされている』状態であった。すでに一個の生命として、独立して生存する機能を完全に奪うばわれている。この装置から解き放たれたら、この少女は数分と生きられないだろう。

　この少女はもう、あらゆる意味で『終わって』いる。生物としての体ていを成していない。肉体が微かすかに生命反応を示すというだけで……もうとっくに『死んで』いたのだ。

（……酷ひでぇ。こんな……こんなことって……ッ！）

　やりきれない悲しみと怒いかりに、グレンが手の骨が砕くだけんばかりに拳を握り固める。

　グレンは油断していたのだ。魔術学院で生徒達と過ごす毎日があまりにも優やさしい日々だったから、いつの間にかすっかり失念していたのだ。

　そうだ、魔術とは時にこんな残ざん酷こくで残ざん虐ぎやくなことを、平気でやってのけるモノだったではないか。だから、自分は魔術に失望して──

「……………………」

　こんな状態でも、微かに意識はあったらしく、少女が身じろぎする。

　少女の虚うつろな目と、茫ぼう然ぜん自じ失しつするグレンの目が合う。

　少女の口が弱々しく動く。

　コ、ロ、シ、テ。読どく唇しん術じゆつにはあまり自信のないグレンだったが……この見知らぬ少女の言いたいことだけは、はっきりとわかった。

　その時だ。

「〝牢ろう記きされよ、我は大いなる主の意を代弁する者なり〟」

　アルベルトの朗々とした声が、静せい寂じやくを破る。

「〝汝なんじは我が言の葉を借りし主の意を酌くみ、その御み霊たまを主に委ゆだねよ。さすれば汝、悠ゆう久きゆうの安らぎを得ん……〟」

　ゆっくりと近づいてくるアルベルトが、眼前で聖印を切り、聖句を唱えていく。

「お、おい……アルベルト……？」

「〝死を恐るるなかれ。死は終しゆう焉えんに非あらず、初頭の生誕を告げる産うぶ声ごえとなるもの。現うつし世よは円えん環かんにたゆたう一時の夢なりて、只ただ、主の御み名なを三み度たび唱えよ。さすれば汝、重き荷の頸くび木きから解き放たれ、その生が積んだ罪は主の御名の下もとに赦ゆるされ、濯そそがれん──〟」

　少女の前に立ったアルベルトが、少女を左手で指さす。

「〝いざ、其その御霊は自由の翼つばさを得て輪りん廻ねの旅路につき、永遠とわの安あん寧ねいへと続く扉は其の心の前に等しくその門もん扉ぴを開かん──汝の魂に祝福あらんことを〟」

　アルベルトは魔ま導どう士しでありながら、なぜか司祭の資格も持っている男だ。

　グレンには、アルベルトが何をしようとしているか、わかる。

　だが、グレンは止めなかった。止められなかった。

　止めたところで一体、自分に何ができる？　どんな救いをその少女に与あたえてやれる？

　どんなに努力しても、どんなに魔術を極めても、どんなに必死に手を伸のばしても……手からこぼれ落ちていく、救えない者達がいる。

　……どうしようもない。どうしようもないことなのだ。

「〝真に、かくあれかしフアー・ラン〟」

　最後の聖句と共に、アルベルトは詠唱済みスペル・ストツクの【ライトニング・ピアス】を起動した。

　暗くら闇やみを一いつ閃せんする雷いかずちは、ガラス円筒ごしに少女の心臓を正確無比に貫つらぬいて──

　苦痛すら感じさせる暇ひまもなく、哀あわれな少女の命を瞬時に刈かり取っていた。

「……ふん、とんだ牧師が居たものだ」

　アルベルトがぽつりと自じ嘲ちよう混じりに呟つぶやく。

「……軽けい蔑べつするか？」

　空いた穴から液体が漏もれる円筒の前で、静かに黙もく禱とうを捧ささげるアルベルトが変わらぬ口調でグレンに問う。

「……見み損そこなうなよ。嫌いやな役、任せちまったなって申し訳ないくらいだ……その……俺じゃ絶対、無理だからよ……」

「…………」

　どうしようもない感傷が二人の間を漂ただよっていた……その時だ。

「貴様らぁ!?　私の貴重な実験材料になんてことをしてくれた!?」

　場ば違ちがいで筋すじ違ちがいな罵ば声せいが、その部屋に響き渡わたった。

「バークス＝ブラウモンッ！」

　見れば、バークスが円えん筒とうの群れの向こう側にある出入り口に姿を現していた。

「おのれぇッ！　今、貴様らが壊こわしたサンプルがいかに魔術的に貴重なものか、それすらも理解できんのか!?　この愚ぐ鈍どんな駄だ犬けん共ッ！　絶対に許さんぞッ！」

「なぁ、お前……」

　グレンが幽ゆう鬼きのような表情で、バークスを一いち瞥べつする。

「聞くだけ無む駄だだろうが……お前が切り刻んで標本にした人達のこと……どう思ってるんだ？　少しは罪の意識とかねーのかよ？」

「はぁ？　罪だと？　何を戯たわけたことを」

　完全に馬ば鹿かを見るような眼めで、バークスがグレンを見やる。

「偉い大だいなる魔術師たる私のために身を捧げることができたのだぞ？　寧むしろありがたく思って欲しいくらいだ。大体、どいつもこいつもまったく役に立たん……だが！」

　バークスはぬけぬけとそんな事を言ってのけ、そして今度は怒り心頭とばかりにわなわなと震え始める。

「たまたま、少しは役に立ちそうな実験材料が見つかったと思えば、たった今、貴様らが台無しにしてくれた……いい加減にしろッ！　魔術の崇すう高こうさを欠片かけらも理解できぬ愚ぐ者しや共が……ッ！　地じ獄ごくに堕おちろッ！」

「あー、うん、もうね、なんつーか、あれだ。お前、本物だよ」

　グレンは冷静に怒り狂くるっていた。こんな奴を、たとえ一時でも人格者などと評した過去の自分を百万回くらい殴なぐってやりたい。

「本物の、クズだ──」

　グレンは衝動的に、背中に隠かくしてある銃じゆうへと手を伸ばし──

「待て、グレン。この男の相手は俺が務める」

　アルベルトが、グレンの肩かたを摑つかみ、その動きを制した。普ふ段だんと変わらず氷のように落ち着き払はらってはいるが……そのグレンの肩を摑む手には、妙みように力が籠こもっている。

「……アルベルト？」

　見れば、アルベルトのバークスを睨にらむ瞳ひとみは普段より数段鋭さを増しており、グレンですら見ていてぞっとするほどだ。

「お前はリィエルを説得するんだろう？　これから先、何があるかわからん。銃も固有魔術オリジナルも温存して、お前は先に進め」

「らしくねーな。可能な限り、魔術戦で一対一の状じよう況きようは避さけろ、敵より上の頭数で当たれ……お前の言だぜ？」

「その通りだ。だが、状況が変わった」

　アルベルトの声こわ色いろはいつもの通り、淡たん々たんとしたものだった。

「敵側にエレノア＝シャーレットが居る以上、お前の固有魔術オリジナルの存在は既すでに割れている。その上で、こうしてたった一人で俺達の前に現れる以上、勝算があるのだろう。バークスとの戦いが長引くのは必至だ」

「だったら、なおさら──」

「時間が惜おしい。可能性としては低いだろうが、今、この瞬しゆん間かんに王女があのような姿にされつつある可能性は否定出来ん」

「っ！」

　標本にされてしまった異能者達の無残な姿が、グレンの脳のう裏りを過よぎる。

「俺達の命以上に王女の命が最優先だ。それに、恐おそらくお前ならエレノアを相手に有利に戦える。ここにリィエルが姿を見せていない以上、この布ふ陣じんが鉄てつ壁ぺきだ。異論は認めん」

「援えん護ご任せた」

　アルベルトの言葉に応じた途と端たん、グレンが駆け出した。

　目指すはバークスの背後にある、この部屋の出入り口。

　何の迷いも躊ちゆう躇ちよもなく、まっすぐ駆ける──

「馬鹿が！　良い的だ！　《猛たけき雷らい帝てい──」

「《気高く・吠ほえよ炎えん獅じ子し》！」

　グレンを迎むかえ撃うとうと呪じゆ文もんを唱え始めたバークスに先さき駆がけて、アルベルトはすでに、黒魔【ブレイズ・バースト】の呪文を二節のルーンで唱えていた。

「──ッ!?　馬鹿な!?　その位置から【ブレイズ・バースト】だと!?　貴様、仲間を巻き込む気か──ッ!?」

　飛来してくる火球に、バークスは泡あわを食って、黒魔【フォース・シールド】を唱える。

　グレンは背後から迫せまる火球を意にも介かいさず、そのまま駆ける足を緩ゆるめず──

　火球が床ゆかに着ちやく弾だん、炸さく裂れつ。

　刹せつ那な、爆ばく炎えんが嵐あらしのように渦うず巻まき、バークスとグレンを飲み込んだ。

「──ぉおおおおッ!?」

　否。拡散する爆炎が飲み込んだのはバークスだけだ。

　猛り荒あらぶる炎えん嵐らんは、なぜか計ったようにグレンだけを避けて流れ、荒あれ狂くるう。

　グレンは魔ま力りよく障しよう壁へきの向こうで身動きの取れないバークスを他所よそに、ゆうゆうと部屋の出入り口へと辿たどり着き、そのままあっという間に走り去っていった。

　やがて、天てん井じようを焼き焦こがす炎柱は噓うそのように鎮しずまり──

「ほう……無差別威い力りよく呪じゆ文もんをまさか、たった一節の追加節句による即そつ興きよう改変で、これほどまで完かん璧ぺきに制せい御ぎよしてのけるとは……駄犬にしてはなかなか高こう尚しようなことをするのう……」

　黒魔【フォース・シールド】を解除キヤンセルしたバークスが不敵に頰ほおを吊つり上げる。

「…………」

　アルベルトが獲え物ものを狙ねらい定めた鷹たかのような目でバークスを睨み据すえる。

　戦せん況きようはバークスとアルベルトが一対一で対たい峙じする盤ばん面めんへと変わっていた。

「しかしな、貴様はさぞかし己おのれの力を過大評価しているのだろうが……しょせん、戦争犬の浅あさ知ぢ恵え、真の魔ま術じゆつ師しが振ふるう本物の神秘の前には児じ戯ぎにも等しいものなのだよ」

「──《雷らい槍そうよ》」

　御ご託たくは要らない、とばかりにアルベルトはバークスを指さし、黒魔【ライトニング・ピアス】を唱える。

「ふん、無ぶ粋すいな……《霧む散さんせり》！」

　即そく応おうし、バークスが黒魔【トライ・バニッシュ】を唱える。

　高速で飛来する一条の雷らい閃せんが虚こ空くうで打ち消バニシユされ、魔力の残ざん滓しが散さん華げする。

　同時に。

　どす、と。バークスはいつの間にか手に持っていた金属製の注射器を、自分の首筋へと打ち込んでいた。止める暇もなく、押し子がぐっと押し込まれていく。

「……？」

　バークスの妙な行動を警けい戒かいして身構えるアルベルトへ、バークスが告げる。

「気になるか？　ふっ、これはな……魔術を破は壊かいにしか利用できぬ、下らない犬の分際に過ぎん貴様らには想像もつかぬ神秘の産物よ」

　その時、バークスの身体からだに異変が起きた。

　バークスの全身の筋肉が突とつ然ぜん、隆りゆう起きし始めたのだ。初老にしては体格の良いバークスの身体が、めきめきと、さらに不自然に膨ふくれ上がっていく──その全身に視覚的にわかるほどの圧あつ倒とう的な力が漲みなぎっていく──

「……ッ！」

　微かすかに目を見開いて硬こう直ちよくするアルベルトを見て、バークスが酔よったように高笑いした。

「ふははは！　お前にこれの凄すごさがわかるか!?　今、この私に何が起こっているか理解出来るか？　この発見を魔術学会で報告すれば──」

「五月蠅うるさい、黙だまれ」

　アルベルトは詠唱済みスペル・ストツクの【ライトニング・ピアス】を二反響唱ダブル・キヤストで起動する。

　闇やみを切り裂さく雷光、二閃。

　刹那、狙い過あやまたず、バークスの脳天と心臓を撃ち貫ぬく。

　──が。

「効かん、効かんなぁ……」

　バークスはほんの少しだけ、仰のけ反ぞっただけだった。

　穴の空いた脳天と胸部が、めきめきと音を立てて、塞ふさがっていく。

「《吠えよ炎獅子》！」

　その様子を目にしたアルベルトは、後方に跳ちよう躍やくしながら、さらに呪文を唱える。

　上がる爆炎。渦巻く爆ばく風ふう。吹ふき荒れる熱波。

　今度は、バークスの左ひだり腕うでが吹き飛ぶが──

「はて……？　何かしたかの？」

　それもまた信じられない速度で骨が生え、肉が成長し、めきめきと再生していく。

　そして、バークスが呪文も唱えずに、ぬん、と気合を込こめると。

「──ッ！」

　バークスの右腕が激しい勢いで燃え上がり始めた。

（──詠唱済みスペル・ストツクの炎えん熱ねつ系攻性呪文アサルト・スペルか？）

　だが、その呪文起動には何の布石も無い。

　即そく座ざに打ち消バニシユしてやろうとアルベルトは黒くろ魔ま【トライ・バニッシュ】を唱えかけて──（いや、違ちがう。この熱量は──）

　刹那、バークスの腕から炎の帯がうねりを上げて、アルベルトに襲おそい掛かかり──

（予唱呪文ストツク・スペルを作成可能なＣ級を遥はるかに超こえている。恐らくＢ級呪文クラス──）

　アルベルトは舌打ちしながら、起動しかけていた黒魔【トライ・バニッシュ】を中断キヤンセルした。

　アルベルトの読みが正しければ、この炎は打ち消しバニシユができない。

（間に合うか──）

　そして、アルベルトが矢や継つぎ早ばやに呪文を唱え──

　同時に、アルベルトを荒れ狂う灼しやく熱ねつ炎えんが飲み込んだ。

　上がる火柱。周囲のガラス円筒が燃え上がって熔とけるほどの暴力的な熱量の咆ほう哮こう。

　バークスの放った超ちよう火力によって、辺り一面があっという間に火の海と化す──

「ほほう？　耐たえたか？」

　激しく滾たぎる灼熱地じ獄ごくの中にその影かげを見つけたバークスは、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「やれやれ……小こ癪しやくな小細工だけは上手うまいのう……貴様ら戦争犬は」

「…………」

　光の六角形模様ハニカムが半球状に並ぶ魔力障壁の向こう側に、アルベルトの姿があった。

　黒魔【フォース・シールド】。この魔力障壁は外界からのあらゆる攻こう撃げきを遮しや断だんする。

「だが、こういうこともできるぞ？」

　バークスがアルベルトを睨みながら、手をかざす。

　すると。

　アルベルトの周辺をあれだけ激しく燃え滾っていた炎が、さっと消えて……

　それを見て取ったアルベルトが、咄とつ嗟さに呪文を叫さけんだ。

「《荒あらぶる風よ》！」

　局所的に収束する突とつ風ぷうを放つ呪文、黒魔【ゲイル・ブロウ】を床に叩たたきつける。

　その荒れ暴風の威い力りよくで、アルベルトの身体が後方に吹っ飛ぶ。

　次の瞬間。

　ぱきり、と。アルベルトがほんの半瞬前まで居た空間が、ガラスが砕くだけるような音を立てて、一いつ瞬しゆんで氷点下を極限まで振りきっていた。

　霜しもの降りた床、完全に凍こおりついた熔けかけのガラス円えん筒とう。

　その空間の周囲は未いまだ、炎が煉れん獄ごくのように燃え盛さかっているのに、その空間だけは氷結地獄のように凍いてついている。アルベルトがあのまま魔力障壁の内側に留とどまっていれば、全身の血液が凍りついていただろう。

「ち──」

　一方、自ら吹き飛んだアルベルトが身を捻ひねって着地し、勢いでそのまま数メトラほど滑り下がりながら、バークスを睨にらむ。

「『再生能力』、『発火能力』、そして『冷れい凍とう能力』……貴様、まさか……」

「ほう、流石さすがに愚ぐ鈍どんな魔ま導どう士し風ふ情ぜいでも理解したか」

　得意げにバークスが言う。

「私はな……生命の神秘を解き明かすため、無数の異能者を調査・研究する過程でな……その異能力を異能者から抽ちゆう出しゆつし、己の能力として意図的に引き起こせる魔薬ドラツグの合成に成功したのだよ……ふははははははっ！」

「……ッ！」

　アルベルトの鋭するどい瞳ひとみがさらに鋭くなる。

「しょせん、異能といってもこんなものよ！　異能は先天的にしか持ちえぬもので、魔術師には扱あつかえないもの？　異能は魔術をも超えた神秘？　馬ば鹿かを言ってはいかん！　異能ごとき、真の魔術師にとってはやはり使われる道具の一つに過ぎぬ！　そして見たか、この超ちよう威い力りよく！　貴様ら戦争犬がせせこましく鍛きたえ練り上げたものを簡単に凌りよう駕がする、完璧で最強の力、これが魔術師だ！　魔術師の真の力だ！」

「……………………」

「今は使える異能もまだまだ少ないが、いずれ研究が進めば、全すべての異能を我がものにしてくれよう！　この力さえあれば、私はすぐにでも第三団《天位》ヘヴンス・オーダーにのし上がれるだろうなッ！　うわははははははははっ！　私って凄い！」

　そんな興奮の絶頂にあるバークスとは裏腹に、アルベルトは無言。ひたすら無言。

　可燃性の溶よう液えきだったのか、破壊されて炎えん上じようしている周囲のガラス円筒達。

　それらを一つ一つ、虚うつろな眼めで見つめていく。

　その中には、先ほどの少女だったモノもあって──

「どうした、戦争犬？　怖おじ気けづいたか？　くっくっく、そろそろこの生ゴミ共の処分も必要だったことだ。生ゴミの処分ついでに貴様も処分してやる……」

　と、その時だった。

「屑くずが」

　突然、アルベルトがバークスへ唾だ棄きするかのように、鋭く冷たく吐はき捨すてた。

「……は？」
















「屑の上に、取るに足らない雑魚ざこときたのでは救いが無い。エレノア＝シャーレットの不死性や真なる異能の使い手達と比べれば、貴様のそれなど、まるで児戯──」

「な……ッ!?　ざ、雑魚……ッ!?　児戯……だとぉ……ッ!?」

「そんな下らない手品のために殺されたのでは、異能者達も浮うかばれん」

「く、くだらない……手品だとぉ……ッ!?」

　アルベルトの容よう赦しやない言葉はバークスの逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

「わ、わた、私のこのこの、この力がッ！　てじ、てじ、手品だとぉ──ッ!?」

　みるみる顔を真っ赤に染めるバークスに、アルベルトが冷ややかに言い捨てた。

「いいだろう、掛かって来い、外げ道どう。──戦せん闘とうというものを教えてやる」

　只ただひたすら刃やいばのように鋭いその瞳で、バークスを射い貫ぬいて──

　アルベルトは左手の指を、バークスに向けた。
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　夜は更ふけていく。

　魔ま術じゆつ学院の生徒達が宿しゆく泊はくする旅籠はたご。

　宿泊客向けに開放されている、応接間ドローイング・ルームにて。

「……………………」

「……………………」

　ソファーや椅い子す、机が並び、燭しよく台だいや古めかしい絵画、シャンデリアで飾かざられる豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きのその場所には今、眠ねむれぬ夜を過ごす生徒達が、寄り添そうように集まり、まるでお通つ夜やのような雰囲気で重苦しく押し黙っていた。

「なぁ……セシル。先生達……大だい丈じよう夫ぶなのかな……？」

　ぽつり、と。

　不意に、カッシュがこぼす。

「ルミアとリィエルちゃん……ちゃんと帰ってくるんだろうな……？」

「わからない……そもそも、僕達には、一体、今、何が起こっているのかすらわからないんだ……」

　対するセシルも不安そうにぼそぼそと呟つぶやく。

　何か、大変な事態が起きている……それはわかる。その解決のために、今、グレンが謎なぞの友人アルベルトと共に、何らかの行動を起こしていることも。

　だが、具体的には何一つわからない。自分達は完全に蚊帳かやの外だ。

　それが、ひどくもどかしい。

「ねぇ……ウェンディ……私……不安なの……嫌いやな予感がするの……」

　カッシュやセシルの呟きを切っ掛かけに、リンも胸中の不安を吐と露ろし始めてしまう。

「グレン先生は……明日あしたには元通りだって言ってくれた……けど……でも……ひょっとしたら……ルミアも……リィエルも……そして……先生も……ひょっとしたらこのまま……帰って……来ないんじゃないか……って……」

「そ、そんなわけありませんわっ！」

　誰だれも彼もが心のどこかで予感していたことを涙なみだ目めで語るリンに、ウェンディがいきり立って、遮しや二に無む二に否定する。

「あの方は確かに紳しん士しの風上にも置けないダメ人間ですけど！　それでも私達との約やく定じようを違たがえたことは一度だって…………えーと……け、結構ありましたけど、いざという時には頼たよりになる御お方かたですわ！」

「ウェンディの言うとおりですよ。今はとにかく待ちましょう」

　ウェンディの言葉に、テレサも首しゆ肯こうするが。

「普ふ段だんはアホだけど、いざとなると頼りになる人だなんて……そんなことは俺だってわかってる……でも……今回も無事に治まるって保証はあるのかよ……？」

「…………それは」

　カッシュの問いには誰も答えられない。

　場の雰囲気がさらに重苦しくなりかけた、その時だ。

「ふん、まったく大げさな連中だな、君達は」

　苛いら立だち混じりの言葉が、室内に寒々しく響ひびき渡わたる。

　部屋の隅すみで、魔術の教科書を開いてソファーに腰こしかけ、テーブルに足を投げ出しているギイブルが、突とつ然ぜん、一同の会話の中に割って入っていた。

「先生が何も語らず大丈夫だって言ってるなら、放っておけばいいのさ。それよりも、遠えん征せい学修はまだ途と中ちゆうだ。僕のように起きて勉強をする気がないなら、さっさと眠って明日に備えるべきなんじゃないか？　時間の無む駄だだよ、はっきり言って」

「お前、そんな言い方はねえだろ!?」

　流石さすがに聞き流せず、カッシュが怒ど声せいと共に立ち上がる。

「お前は先生達が心配じゃねえのかよ!?」

「心配？　ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうせあの妙みような転入生が、とうとう取り返しのつかない間ま違ちがいを犯おかしてしまっただけだろう？　監かん督とく不行き届きの自じ業ごう自得じゃないかな。いつかやるとは思っていたけど……はっきり言って迷めい惑わくだね」

「て、てめぇ……見み損そこなったぞ……ッ！」

　カッシュが肩かたを怒いからせて、すかし顔のギイブルに歩み寄ろうとした……その時だ。

「システィ!?」

　リンの叫びに、応接間ドローイング・ルームに集つどう生徒達の視線が、一いつ斉せいに入り口の扉とびらに集まる。

「…………」

　そこには、システィーナが立っていた。

　まだ疲ひ労ろうが色いろ濃こく表情に残っているが、目元はしっかりしている。

　どうやら、目を覚ましてここまでやってきたらしい。

「システィ、大だい丈じよう夫ぶなの？　顔色がすごく悪かったから、凄すごく心配してたんだよ？」

　リンがシスティーナの下もとに駆かけ寄る。

「心配かけてごめんね。私は大丈夫。それよりも……」

　相変わらず我関せずと本に目を落とすギイブルと、ギイブルに詰つめ寄っているカッシュに、システィーナは呆あきれたような目を向ける。

「子供じゃないんだから、二人共こんな時に喧けん嘩かしないの。ギイブル、貴方あなたもいくら先生達が心配だからって、人の神経を逆なでするようなこと言わない」

「君が何を言っているのかさっぱりだね。僕があの連中の心配なんかするわけ──」

「ふうん、まぁいいけど。ところで、ギイブル……貴方、勉強の時には本を逆さまに読むんだ？　随ずい分ぶん、器用なのね？」

「っ!?　…………ちっ！」

　システィーナの指し摘てきに、ギイブルは忌いま々いましそうに舌打ちし、教科書の向きを元に戻もどす。

　そんなギイブルに、カッシュも毒気を抜ぬかれたように肩を竦すくめた。

「ねぇ、システィーナ。ルミアやリィエルは一体、どうなったんですの？　先生はどうして死にかけていたんですの？　先生とそのご友人は一体、どこへ何をしに？　貴女あなたなら何か詳くわしいこと知っているんじゃなくって？」

　ウェンディが誰しもが思っている疑問を代弁する。

　対するシスティーナは、その疑問について、ほとんどの答えを持っている。グレンとアルベルトの行き先は流石にわからないが、白しろ魔ま儀ぎ【リヴァイヴァー】に立ち会った際のアルベルトの言葉から察するに、皆みなの前から姿を消した二人が何をしに行ったのか……そのくらいは容易に想像がつく。

　だが……

「それは……ごめん、言えない」

　システィーナは申し訳なさそうに、そう呟いた。

「……どういうことですの？」

「皆に噓うそは吐つきたくないの……かと言って、本当のことを言って今までのことを全部なかったことにもしたくない……だから……」

　システィーナ自身、自分で言った言葉に驚おどろいていた。

　リィエルには、あんなに怖こわい目に、惨みじめな目に遭あわされたというのに……自分はまだ、心の底のどこかで、リィエルを信じていたらしい。信じたいらしい。

　だから。

　自分の正直な心を再さい確かく認にんしたシスティーナは改めて覚かく悟ごを決めた。

　待つことしかできない自分は──せめて彼らが帰ってくる場所を守らなければならない。

　それゆえにシスティーナは、クラスの村八分になる覚悟で、言った。

「安心して、皆。先生が、必ずなんとかしてくれるわ。先生ならきっと、ルミアもリィエルも連れ戻して来てくれる。今回のことを、後に『そんなこともあった』って、きっと笑い話にできるようにしてくれる……私は、そう信じてる……ッ！」

　そして。

　システィーナはクラス一同の前で頭を下げていた。

「だから、皆も先生を信じて……お願い……ッ！」

　しばらくの間。

　一同の間を重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

　……やがて。

「……まったく。面おもてを上げてくださいまし、みっともない……」

　呆れたようなウェンディの呟きが漏もれる。

　のそのそと顔を上げるシスティーナに、ウェンディが告げる。

「わかりましたわ、システィーナ。貴女がそこまで言うのでしたら……私わたくし達は、今は何も問いません。先生を信じて待つことに致いたしますわ」

「そうだな……ま、どうせ、俺達が本当のことを知ったところで、何ができるってわけでもないだろうしな」

　カッシュも肩を竦めてそう続ける。

「ふん……どうせ案外つまらないことなんだろう？　喧嘩がこじれたとかさ。まったく人ひと騒さわがせも大たい概がいにして欲しいね」

「それに、何か僕達には想像もつかない大事だったとしても……先生はテロリストを相手に大立ち回りして、僕ら皆を救っちゃうような凄い人なんだ……うん、きっと大丈夫」

　ギイブルも、セシルも口々にそんなことを言う。

　見み渡わたせば、この場に集つどった生徒達全員が、聞きたいこと、言いたいことがたくさんありそうな表情だ。それはシスティーナの懇こん願がんを了りよう承しようしても変わらない。

　だが、先ほどまでのお通夜みたいな雰囲気は、その場から払ふつ拭しよくされていた。

「皆……ありがとう……」

　システィーナが安あん堵どの息をついた、その時だ。

「…………本当に……ありが、とう……」

「……システィーナ？」

　ウェンディが、それに気付いた。

「貴女……どうして、泣いてるんですの？」

「……え？　ううん……なんでもない……なんでもないの……」
















　いつの間にか溢あふれる涙に濡ぬれた目元を拭ぬぐいながら、システィーナは呟く。

　なんでもなくはない。

　今、この時のシスティーナの心を占しめる感情は──ただただ『悔くやしさ』だった。

　本当は。

　こんな風に、グレンに守られているだけの立場なんて嫌だった。

　蚊帳の外に取り残されて、大切な人達が無事に帰ってくることを、信じて祈いのって、待つだけの立場なんて本当は嫌だった。

　かけがえのない親友を、自分の手で守ってあげたかった。

　グレンと肩を並べて戦うことまではできなくても……せめて、いつもルミアのために命を賭として戦うその背中くらいは守ってあげられるようになりたかった。

　大切な人達に頼るばかりではなく……祈るばかりではなく……大切な人達を、自分の手で支えてあげられるようになりたかった。

　そのための努力は今まで惜おしまなかったつもりだし、自分の才覚ならば、そんなことは簡単にできるようになる……そう、本気で思っていた。自信もあった。

　なのに、現実はこれだ。

　恐おそらくこれが──今の自分の力の、噓うそ偽いつわりのない『限界』なのだ。

　無力だ。

　魔術学院で、成績優ゆう秀しゆう者しやだと周囲からちやほやされても……多少の戦せん闘とう訓練を受けて天てん狗ぐになっても……今の自分は、こと『現実』を前に途と方ほうもなく『無力』なのだ。

　まだ齢よわい十五に過ぎない少女だとか、温室育ちのお嬢じようだとか、そんなことは関係ない。

　自分は──無力だ。どうしようもなく──無力だ。

　それが情けなくて、悔しくて……

「……先、生……私…………」

　──強く、なりたい。

　困こん惑わくするクラスメート達の視線が集まる中、システィーナは心からそう思い、静かに涙なみだを流し続けた。




　……。

　…………。

　……駆ける。

　ひたすら、駆ける。

　延々と続くと思われた通路もやがて終わりが見え。

　どんどん、最後の扉の姿が目前に迫せまってきて──

「だらっしゃぁああああ──ッ!?」

　グレンは地下研究所、最さい奥おうの部屋の扉を乱暴に蹴けり開けた。

「おい、いるんだろ？　いい加減、馬ば鹿か騒さわぎも終しまいにしようぜ」

「──グレン？」

「せ、先生っ!?」

「──なっ!?」

　現れたグレンに、その部屋にいた者達の視線が一斉に集まる。

　リィエル、ルミア、そして──リィエルの『兄』を名乗る青髪の青年。

「グレン先生……」

　ルミアは目を潤うるませてグレンを見つめ、その名を呟つぶやいた。

「……悪いな、ルミア。まーた、遅ち刻こくしちまった。白しろ猫ねこには内ない緒しよな？」

　ルミアの視線を受け、グレンがいつものように軽口を叩たたく。

「……っ……ぐすっ……先生……よかった……本当に……無事で……」

　グレンが生きていたことは知ってはいたが、それでも改めて本人の無事な姿を前にすると、気き丈じようなルミアも流石に安堵の涙を禁じ得なかった。

「……さて」

　一方、グレンは正面奥に囚とらわれているルミアの姿を改めて見る。鎖くさりに縛いましめられ、服を破かれ、年とし頃ごろの少女に強しいるにはあまりにも酷ひどい、あられもないその姿。

　ガラス円えん筒とうの中の少女……最悪の想像から比べれば、遥はるかにましだが──

「おい、そこのテメェ……俺の可愛かわいい生徒に、ずいぶんと愉ゆ快かいでフェティッシュなコーディネートかましてくれてんじゃねーか……ああ？」

　それでもルミアのこの扱あつかいは、グレンの怒いかりに火を点つけるのに充じゆう分ぶん過ぎた。

「この衣い装しようはあれか？　流行の前衛芸術ってやつか？　帝てい国こくに名を馳はせるファッションデザイナーの巨きよ匠しよう達もビックリだよ！」

「う……ぁあ……」

　凄すさまじい形相で睨にらんでくるグレンの姿に、青年は明らかに怖おじ気けづいていた。

「その斬ざん新しんかつ挑ちよう戦せん的な試みに敬意を表して、俺が直じき々じきに採点してやるよ。こ　ぶ　し　で　な！　いくら積まれたんだと言わんばかりに甘ぁーく採点してやる。そりゃもう、限界突とつ破ぱの最高得点だ、遠えん慮りよはいらんぜ？」

　そして、グレンはリィエルに向かって怒ど鳴なり声ごえを上げる。

「リィエル！　お前も黙だまって見てるんじゃねえよ!?　ルミアがあんな目にあって、なんとも思わねーのか!?　…………その、なんだ？　つい、じっと眺ながめたくなる気持ちはわからんでもないが……」

　一応顔を背そむけてはいるが、グレンは鎖に縛められたルミアのあられもない姿を、横目でちらっちらっと盗ぬすみ見ては、拳こぶしを握にぎり固め、葛かつ藤とうの表情で苦く悶もんしていた。

「くっ、やべぇ。何かに目覚めそうだ……まさか魔術的な精神攻こう撃げきか？　あれ」

「もう、先生ったら！」

　だが、（多分）いつも通りに振ふる舞まうことで安心させようとしてくれているグレンの意図を悟さとり、ルミアは抱いだいていた不安が晴れていくのを感じていた。

「と、とにかくだ。お前のそのぶっ飛んだハイセンスには、この心優やさしいグレン先生も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぶっちぎれだよ！　羨うらやま許さん！　鉄てつ拳けん制裁だ、覚悟しやがれ！」

　手をぽきぽき鳴らして歩み寄って来るグレンの姿に、青髪の青年は顔を青ざめさせて一歩一歩後ずさっていく。

「馬ば鹿かな……なぜ、あなたがここに……バークスとエレノアはどこへ行ったんだッ!?　まさか、やられたというのか!?」

「……エレノア？」

　不意に出たその名前に、グレンは訝いぶかしむように眉まゆをひそめ、身構える。

（アルベルトから聞いていた外げ道どう魔ま術じゆつ師し、エレノア＝シャーレット……いつか仕し掛かけてくるだろうと身構えてはいたんだが……ここに到いたるまで、結局、姿を見せなかった……こいつの口ぶりから察するに、バークスと行動を共にしていたようだが……？）

　この部屋の中に、やはりエレノアらしき人物の姿がないことを確かく認にんし、自問する。

（一体、エレノアとかいう女は、どこに消えた？　何を企たくらんでいる？）

　だが、今はいい。エレノアがどこに消えたのかは気になるが、今はすべきことがある。

　取りあえず、このリィエルの『兄』をぶちのめす。

　そう思って、一歩踏ふみ出しかけた──その時。

「グレン……それ以上、兄さんに近づかないで」

　リィエルが錬成済みの大たい剣けんを構えて、グレンの前に立ちはだかっていた。

「リィエル!?　さ、流石さすがは僕の妹だ！」

　リィエルがグレンに立ち向かったのを見た『兄』は、すぐにその余よ裕ゆうを取り戻もどす。

「例の素体の調整にはもう少し時間がかかる！　それまでそいつを抑おさえるんだ！」

「……わかった」

　その『兄』は、慌あわてて奥の儀ぎ式しき法ほう陣じんへと駆かけ寄り、再び作業を開始した。

「……おい、リィエル。マジでやる気か？　流石にオイタが過ぎるんじゃねーの？」

　グレンが舌打ちしながらリィエルを睨む。

　あの『兄』の背中を追いたいが、リィエルがこうして一足一刀の間合いにグレンを捉とらえている以上、下手に動くことはできない。

「なんとでも言って。わたしは兄さんのために、戦う。それがわたしの存在理由」

　リィエルがグレンを虚うつろに見やり、低く深く、剣と体勢を構えていく。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　兄貴とか、お前、何あっさり騙だまされてんだよ!?」

　あまりにも一いち途ずで盲もう目もく的なリィエルに、苛いら立だったグレンは怒ど声せいを上げた。

「そいつはお前の兄貴なんかじゃねーよッ！」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくするリィエルに、グレンは厳しい言葉をさらに浴びせかける。

「お前の兄貴は二年前に亡なくなったんだろうが!?　その現実を無視するのか!?」

「……でも、現に生きてる。姿だって……」

「姿形が一いつ緒しよなら本人か!?　そもそも、本当にそいつはお前の記き憶おくの中に住んでいる兄貴と同一なのか!?　よく思い出せもしなかったくせに！」

「──っ！　それは」

　痛いところを突つかれたのか、リィエルが一瞬、言葉に詰つまる。

「もう一度言うぞ!?　死人が生き返るかよ、ちったぁ現実を見ろ、この馬鹿！」

「うるさいうるさいうるさいッ！　なんでグレンにそんなことがわかるの!?　どうして兄さんが絶対に死んだって言えるの!?」

「だから、俺に限っては言えるんだよ！　話せば長くなるが──」

「黙って！　わたしには兄さんしかいないの！　兄さんの邪じや魔まをするなら──斬きる！」

　こりゃあ、駄だ目めだ。とグレンは思った。

　恐らく、今のリィエルは何を言っても耳を貸さないだろう。

　グレンはこの状じよう況きようを打破する、とあるリィエルに関する真実を握っているのだが……それはリィエルがグレンの言葉を受け入れて、その意味を考えてくれることが大前提だ。

　ゆえに──

　いったん、リィエルをぶちのめし、大人しくさせてから言うことを聞かせるしかない。

（……だが、できるのか？　あのリィエルを相手に……？）

　リィエルの格かく闘とう戦せん能力は自分より圧あつ倒とう的に上。さらには切り札たる固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】の意味もほとんどない。唯ゆい一いつ勝まさる魔術戦能力もこの格闘戦の距きよ離りでは役に立たない。呪じゆ文もんを唱えようとそちらに意識を割さいた瞬しゆん間かん、斬って捨てられるのがオチだ。

（相あい性しようは最悪……しんどいな、くそ。……あの《戦車》のリィエル＝レイフォードを殺さずに制する……ンなこと、俺にできるのか？）

　グレンは歯は嚙がみする。グレンとて、この期ごに及およんでルミアよりもリィエルを優先するほど馬鹿でも偽ぎ善ぜん者しやでもない。

（……諦あきらめちゃいねぇ……心は折れちゃいねぇ……だが──）

　相手はあのリィエルだ。リィエルのあの超ちよう絶ぜつ的な戦闘能力を、元戦友として誰だれよりも見知っているがゆえに──グレンはどうしても『万が一』の時を意識せざるをえない。

　──後はお前がいざという時に躊躇ためらわない事を祈いのるだけだ──

　ふと、心に蘇よみがえるアルベルトの冷れい徹てつな言葉。

　グレンが背中に隠かくしてある拳けん銃じゆうの冷たい感かん触しよくを思わず意識し、その『万が一』が訪おとずれてしまった時に備えて悲ひ壮そうな覚かく悟ごを固めようとした──その時だ。

「先生！」

　ルミアが叫さけんだ。

「私、信じています！　たとえ、どんな結果になっても……私、先生のこと信じていますから！　だから……どうか負けないで！　お願い！」

「…………ッ！」

　ルミアは私を助けてとも、リィエルを救えとも言わない。

　ただ、信じている、と。

　ただ、負けないで、と。

「……ははっ」

　たった、それだけで──グレンはその悲壮な覚悟を固める気が失うせた。

「やれやれ、可愛い女の子の声せい援えんって、どんな魔術よりも魔ま法ほうだよな……」

　自分でも現金なものだと呆あきれながら、口元に苦笑いを浮うかべる。

　決めた。

　アルベルトの言うことなんか知ったことか。

　あいつのことはそれなりに尊敬してはいるが、こればっかりは聞いてやれない。

　リィエルを連れ戻し、ルミアを救出する。あの『兄』はボコって裸はだかにひん剝むいて、ふん縛じばって場末のゲイバーにでも放ほうり込む。で、またあの月夜のように、ルミアとシスティーナとリィエルの三人がキャッキャうふふしているシーンを眺めながら、くそ安いブランデーで一いつ杯ぱいやるのだ。そんなグッドエンド以外は要いらない。

「来いよ、リィエル！　かかって来い！　お前はとっ捕つかまえて──『お尻しりぺんぺん』の刑けいだ！」

「グレン──ッ！」

　リィエルが大剣を振ふりかざし、放たれた矢の如ごとくグレンへ突とつ進しんし──

　それをグレンは、拳けん闘とうの構えで迎むかえ──

　──戦いの火ひ蓋ぶたが、ここに切って落とされた。

「いいいいやぁああああああ──ッ！」

　初手を取ったのは、風を巻いて白兵の間合いに飛び込んで来たリィエルだ。

　天空から飛来する稲いな妻ずまの如く振り下ろされる白はく刃じん。

　その剣撃、愚ぐ直ちよくなまでに真っ直すぐにて、苛か烈れつ──紫し電でんの一手。

「ちぃ──ッ！」

　半身に構えたグレンが咄とつ嗟さに左に体たいを捌さばく。

　ひゅご、と右半身を掠かすめる刃風。

　肩かたでその風を切りながら、グレンは右足で地を蹴けって、一気に前へ踏み込む。

「ぉおおおおお──ッ！」

　放つ左ジャブ、続く右ストレート一いつ閃せん。洗練された電光石火の連続拳打ワンツー。

　だが、その拳は全すべて虚むなしく空を切る。

　なぜなら──リィエルはグレンの頭上にいる。グレンに己おのが斬ざん撃げきを外された瞬間、前転跳ちよう躍やくしていたのだ。
















「んな──ッ!?」

　人の身にあり得ない、その超ちよう反応と超起動に驚おどろく暇ひまもない。

「はぁあああああああああ──ッ！」

　前転途と中ちゆうの倒とう立りつ状態から、リィエルがバネを利きかせて足を蹴り下ろす。

「く──ッ！」

　グレンの後頭部を襲おそう、重じゆう鉄てつ槌ついのようなリィエルの踵かかと。

　もらえば首がもげるその一いつ蹴しゆうを、グレンは慌てて前方に跳び転がって、かわす。

　次の瞬間、リィエルが身を捻ひねって着地。

　着地と同時に左手を床ゆかに突き、もう一本の大剣を瞬しゆん時じに錬れん成せい。

「ぁああああああああああああああああ──ッ！」

　間かん髪ぱつを容いれず旋せん風ぷうのように回転、左右二本の大剣をグレンに向かって投とう擲てきする。

　跳とび下がるグレンの背中へ、唸うなりを上げて猛もう回転しながら襲いかかる二本の大剣。

　さらに、それらを追うようにリィエルが、だんっ！　と床を蹴り、グレンに迫せまる。

　その駆け抜ぬける速度は正に神速。瑠る璃り色いろの瞳ひとみが暗くら闇やみに一条の線を引く。

「ちぃ──ッ！」

　グレン、直感に任せ、振り返りながら軽く跳躍。

　足元を薙なぐように飛来する低空軌き道どうの大剣を外し──

　さらに、素す早ばやく床を蹴って右へ。

　グレンを左右真っ二つにしようと、空気を裂いて迫る大剣をさらに回かい避ひし──

「いいいいやぁああああああ──ッ！」

　その瞬間、そんなグレンへ、息いきつく暇もなくリィエルが飛びかかる。

　すでにリィエルの諸もろ手てに再錬成されている三振りめの大剣。

　肉厚で無骨な刃がぎらりと煌きらめき──刹せつ那な、グレンの眼前に剣けん撃げき乱らん舞ぶが荒あれ狂くるう。

　触ふれれば瞬時に肉にく片へんと化す死の嵐あらしを前に──

「くぅ──ッ!?」

　後ろに跳び下がり、左へ転がり、右に体を捌き、グレンは必死にかわしていく。

　だが、何処どこまでも何度でも、リィエルの大剣が猛もう然ぜんと切り返され、追い縋すがって来る。

（くそ、やはり、白兵戦は分が悪わりぃ──ッ!?）

　リィエルの疾しつ風ぷう怒ど濤とうの挙動はとにかく、変則的で、型破りで、滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　正道的な剣の理法に唾つばする、邪じや道どうの極地。

　だが、それでも恐おそろしく速く、真っ直ぐで、恐ろしく強い。

　これまで何人もの魔ま術じゆつ師しを仕留めてきた、リィエルの剛ごう剣けん技ぎ。グレンがなんとか対応できているのは、その技わざを見知っているから、という理由以外の何物でもない。

　初見ならば、初撃か次の一いち撃げきで、間ま違ちがいなく死んでいるだろう。

　得策じゃない。このリィエルと真正面からやり合うのは愚ぐ策さくの骨頂。

　だが。

　それでも。

　グレンは退ひけない。

　ルミアのこともあるし、そして何よりも──脳のう裏りを走る、あの時の言葉。




　──お願い……します……せめて……あの子だけは……




「約束を果たすぜ……シオン……イルシア……」

　次々と身体を掠める死の刃風を恐れず、前に踏ふみ込み、拳こぶしを引き絞しぼりながら。

　グレンは、そんなことを呟つぶやいていた──




「ふはははははッ！　どうしたどうした戦争犬ッ！」

　バークスの哄こう笑しようが上がり、広間内に木霊こだまする。

「そうれ！　そうれ！　そうれ──ッ！」

　バークスが魔薬ドラツグによって得た『人体発電能力』をフル発動させ、漲みなぎるほど帯電したその全身から無数の稲妻が一いつ斉せいに放たれる。

　蛇へびのようにうねる極ごく太ぶとの稲妻は四方八方へと手当たり次し第だいに喰くらいつき、バークスを中心に円を描えがくように疾しつ駆くするアルベルトの背中を掠めていく。

　逸それた稲妻は、その軌き道どう上にあったガラス円えん筒とうの悉ことごとくを打ち砕くだき、粉ふん砕さいしていく。

「ちっ！　邪魔な障害物が多過ぎて狙ねらいが定まらんのぉ──ッ！」

　自身が発する荒あらぶった稲妻の渦か中ちゆう、バークスの哄笑が響ひびき渡わたる。

「まったく、こうなってもとことん役に立たんゴミ共めッ！　まぁいい！　先に宣言したとおり、野良犬駆く除じよのついでの大おお掃そう除じだッ！」

「……ッ！」

　ぎり、と。

　アルベルトが歯ぎしりする音が、人知れず鳴った。

「貴様は命を何だと思っている？　俺も外げ道どうだが……貴様は外道ですらないそれ以下だ」

「はっ！　何か言ったか、戦争犬!?　犬はそうやって無様に逃にげ回っている姿がお似合いだぞッ！　死ねぇ──ッ！」

「《──・────疾とく駆かけよ・天に舞まって踊おどれ》！」

　バークスがさらに『人体発電能力』を発動させようとすると、すかさずアルベルトは先読みで唱えていた黒魔【プラズマ・フィールド】を起動する。

　バークスの全身から放たれた稲妻と、アルベルトの呪じゆ文もんによって巻き起こる雷らい嵐らんが真っ向からぶつかり、衝しよう撃げき音を立てて紫電が爆はぜ躍り、視界を激しく明めい滅めつさせる。

「ちぃ、小こ癪しやくな……随ずい分ぶんと電でん撃げきの扱あつかいに長たけたやつめ……ならば！」

　今度はバークスが、炎えん熱ねつ系のＢ級軍用攻性呪文アサルト・スペルに匹ひつ敵てきする『発火能力』を発動させる。

　アルベルトはそれに合わせて──

「《氷ひよう狼ろうは疾しつ走そうす》」

　Ｃ級軍用魔術、黒魔【アイス・ブリザード】を起動。

　降り注ぐ炎えん獄ごくの豪ごう雨うを、渦うず巻まく氷の嵐が迎むかえ撃うつ。

　だが、そもそもバークスの異能とアルベルトのＣ級攻性呪文アサルト・スペルでは、根本的な威い力りよく規格が違ちがう。アルベルトの【アイス・ブリザード】は、完全にバークスの『発火能力』で生み出された灼しやく熱ねつ炎えんに威力負けし、押し返され、飲み込まれる──が。

「ぐぉ──ッ!?」

　氷の嵐が瞬時に蒸発・気化したことによって巻き起こる大量の水蒸気に、バークスの視界一面が真っ白に染まり──

　厚く渦巻く水蒸気を鋭するどく切り裂さき、一条の銀光がバークスへ飛来する。

　その銀光はバークスの首筋を正確に切り裂いた。

「む──ぐぅ!?」

　だが、血ち煙けむりが上がるのはほんの一いつ瞬しゆん、頸けい動どう脈みやくにまで達したその傷は、バークスが魔薬ドラツグで得た『再生能力』よって、すぐに閉じていく。

　バークスは背後の壁かべへ、忌いま々いましそうな目を向けた。

　今、不ふ遜そんにもバークスを傷つけた銀光の正体がそこに突つき立っている。

　ナイフだ。なんの呪的効果も付呪エンチヤントされていない、ただのナイフ。

「貴様……さっきからこれは一体、何の冗じよう談だんだ？」

　バークスが炎ほのおの海と、渦巻く蒸気の嵐あらしの中に佇たたずむ黒い男に問いを投げる。

「…………」

　黒い男──アルベルトは何も語らず、ただ静せい謐ひつに、バークスを鋭く見み据すえている。

　そう、バークスの言うとおり、アルベルトは戦いが始まって以来、バークスに対して攻性系の魔術を使用した直接的な呪じゆ文もん攻こう撃げきをまったく行わない。

　様々な手段でバークスの隙すきを作っては、馬ば鹿かの一つ覚えのようにナイフの投擲を繰くり返し、バークスの頸動脈や四し肢しに通う大動脈などを正確無比に穿うがつ……それだけだ。

　実際、バークスの周囲には無数のナイフが散らばっている。

　本来、このようなナイフ攻撃は【エア・スクリーン】の一枚でも張っておけば、バークスに届きもしないのだが、アルベルトはそれを【ディスペル・フォース】で解除キヤンセルまでして、ナイフ攻撃に拘こだわってくるのだ。『再生能力』ですぐに傷が癒いえるため、なんの損害ダメージにもならないというのに、それでもアルベルトはナイフ投擲を繰り返す。

　まるで嫌いやがらせのようなアルベルトの攻撃に、バークスは舌打ちせざるをえない。

「こんな玩具おもちやで、この私をなんとかできると本気で思ってるのか？　もっとも、今の私にただの三属攻性呪文アサルト・スペルなど通用しないがな……」

　バークスが魔薬ドラツグで得た能力の中には『耐たい熱ねつ能力』、『耐冷能力』、『耐電能力』なども存在する。それらを発動すれば、発動中は対応する三属呪文を完全に遮しや断だんできるのだ。

　炎熱、冷気、電撃の三属攻性呪文アサルト・スペルを主力とするアルベルトには、圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようのはずなのだが……

「貴様を仕留めるのに攻性呪文アサルト・スペルなど必要ない。……此これで充じゆう分ぶんだ」

　アルベルトは冷たい声こわ色いろでそんなことを言い、新たなナイフを取り出す。

　その見下したような物言いが、先ほどからバークスの神経をいたく逆なでするのだ。

　だが、同時にバークスは内心、侮ぶ蔑べつと共にほくそ笑えんでいた

（ふん、馬鹿が。貴様ごときの企たくらみなど見み抜ぬけぬ私だと思うたか）

　バークスは周囲に散らばるナイフの並びと位置に注目する。

　ナイフは一見、なんの意味もなくばらばらに散らばっているだけだが──その配列には魔術的意味が隠かくされていることに、バークスはとっくに気付いていた。

（ルーン文字の暗号象しよう徴ちよう変へん換かん──しかもこの型式は幻まぼろしといわれるツァール表記法。抜け目のない男よ。無意味なナイフ投擲を繰り返している振ふりをして、実は私を陥おとしいれる魔術結界を構築しているなどとはな。並みの魔術師ならば見抜けずに引っかかるだろうて）

　なるほど、確かにアルベルトという若わか僧ぞうが図ずに乗るのもわかる。これほどの技量をあの若さで持てば、有う頂ちよう天てんになるのは仕方のないことだ。

（ふん、井いの中の蛙かわずめ……舐なめられたものだ！　この私はバークス＝ブラウモン！　その程度の小細工で搦からめ捕とれるような相手だと思うたか！）

　だからバークスは、敢あえてアルベルトの企みに気付かぬ振りをしていた。

　アルベルトの狙いが判明している以上、それはどうとでもなることだし、このいけ好かない男が自分の目もく論ろ見みを外した時の動どう揺よう振ぶりを、バークスは何よりも見たかった。

「…………」

　バークスの内心など露つゆほども知らず、アルベルトは懐ふところからナイフを取り出す。

（そうだ、やれ！　もっとやれ！　せいぜいマヌケに踊れ！　そして最後の最後に、貴様に極上の絶望と魔術師としての根本的な格の違いというものを思い知らせてやる！）

　確定した勝利の愉ゆ悦えつに歪ゆがむ頭で、さらにバークスは異能を発動する。

　アルベルトはバークスの異能攻撃を捌さばきながら、淡たん々たんとナイフ投とう擲てきを続ける──




（ああああ──ッ！　もうッ！　やっぱ、リィエル、強つえぇええええ──ッ！）

　心の中で叫さけびながら、グレンは肉にく薄はくする大たい剣けんの一撃を跳とんでかわした。

（くそ、コイツ──昔と比べて、動きの鋭さも力強さも段だん違ちがいだぜ──ッ！）

　びゅごぉ、と即そく座ざに切り返される大剣の横一いつ閃せん。

　咄とつ嗟さにグレンは身を屈かがめて、首と胴どうが泣き別れになるのを避さける。

（ブランク──俺が衰おとろえたのか──それとも──）

　思わぬ角度から抉えぐり上げるように襲おそい掛かかってくる大剣、逆さか風かぜの一手。それを身を捻ひねってかわしながら、一歩、二歩と素早く跳び下がってリィエルとの間合いを空ける。

「いいいいやぁあああああ──ッ!?」

　だが、リィエルが迫せまってくる。

　何度でも、何度でも、リィエルが迫ってくる。

　激風を纏まとって大剣を振りかざし、猛もう然ぜんとグレンへと突とつ進しんしてくる。

　常に自分の身体からだごと相手に叩たたき付けんばかりの、捨て身にも近いリィエルの斬ざん撃げきは、一手一手が全すべて致ち命めい的で、息をつく暇ひまもない。

　迫り来るリィエルの姿に、グレンの背筋をびりびりと死の緊きん張ちようが駆け上り──

「ちぃ──」

　それを迎むかえ撃うとうと──するわけもなく、今度はどう逃げるかということだけを、脳内演算処理をフル回転させて計算し始める──

　正直に言えば、先ほどからグレンはリィエルとまともに戦っていない。

　ただ、逃げ回っているだけだ。近接戦せん闘とうにおいてグレンは力も、技量も、素す早ばやさも、全てリィエルに劣おとる。正面からまともに立ち向かえば、瞬しゆん殺さつされるのがオチだろう。

　だが、宮きゆう廷てい魔ま導どう士し時代、常に格上相手に死線を潜くぐり抜ぬけ続けてきたグレンは、アルベルトも認める戦闘巧こう者しやだ。グレン程度の魔術戦技能で魔術の裏社会を生き残るには、そうならざるを得なかったのだ。

　グレンは『強い』のではなく、『上手うまい』のである。

　勝つ戦いはできないが、負けない戦いなら──できる。

（だが──このままじゃ、もたねぇ──ッ!?）

　リィエルが振り下ろした重斬撃を、グレンは左に身を捌いて、紙かみ一ひと重えで避ける。

　狙いの逸れた大剣は床ゆかを爆ばく砕さい、リィエルはその反動を利用して──

「ふっ──ッ！」

　大剣を左に逃げたグレンへと切り返す。Ｖの字を描えがいてグレンを追う剣けん戟げき。

「──ぅっあっぶ!?」

　咄嗟に身を低くするグレン。

　びゅごぉ、と頭上の空気がごっそり持っていかれる感覚と共に、リィエルの剣が斜ななめに切り上げられ、剛ごう閃せんされ──

「──ぅぁあああああああ──ッ！」

　刹せつ那な、リィエルの頭上で剣が旋せん回かいする。その勢いを殺さず、リィエルがその場で回転して──遠心力を余すことなくやいばに乗せ、さらに、グレンへ斬撃を撃ち放つ。

「ちぃ──ッ!?」

　この斬撃は、タイミング的に回かい避ひ不可能。

　仕方なく、グレンはそれを魔ま力りよくを付呪エンチヤントした拳こぶしで受け流し──

「──っどぉおおおわぁあッ!?」

　その威力を殺しきれず、グレンの身体が引っ張られるように床を転がっていく。

　その隙を逃のがさず、リィエルが再び突進を開始し──

　今度こそ、絶体絶命。

　だが。

「──しぃッ！」

　グレンは転がる勢いを利用して飛び跳はね、無理矢理な体勢から銃じゆうを抜いた。

　横に大きく鋭く旋回する銃じゆう口こう。弾はじかれる撃鉄。

　──銃声。

　耳裂く雷らい音おんと共に、一条の火線がリィエルに殺さつ到とうする。

「──ッ！」

　だが、グレンが銃を抜いた瞬しゆん間かん、すでにリィエルは横へ跳び、射線を外していた。

　リィエルが半瞬前にいた床に、鉛なまり弾だまが跳ちよう弾だんする。

　そして、お互たがいに間合いを空けて隙を窺うかがい合う、睨にらみ合いに突とつ入にゆうする──

（ま、コイツには本気で仕留める気で撃っても中あたらないのに、仕留める気がなけりゃ……そりゃもっと中らんわな……）

　現状、グレンの銃は威い嚇かくと牽けん制せいにしか役に立っていない。

　リィエルの白兵戦能力にグレンが付き合うと、何合目かで必ずグレンが致命的なまでに崩くずされる。

　その隙に銃じゆう撃げきを挟はさんで牽制することで、なんとか盤ばん面めんをタイに保っているのだが……

（……えーと、あと何発残ってたっけ？　確か……）

　グレンは冷ひや汗あせをかいていた。

　銃には弾たま切れという致命的な弱点がある。なにせグレンの銃は、シリンダーの薬室に推薬と弾だん頭とうを直接流し込み、ローディングレバーで押し込んで装そう塡てんを行うパーカッション式回転弾倉拳銃リボルバー……再装塡に物もの凄すごく時間と手間がかかる銃だ。

　要するに、この一見五分五分に見える戦闘展開はグレンの銃が弾切れとなった時点で、すぐにでも脆もろく崩れるということだ。

　手て詰づまりなグレンとしては、なんとしても魔術戦の間合いに持っていきたいが、それを許すリィエルではない。下手に間合いを取ろうと下がったり、焦じれて強ごう引いんに呪じゆ文もんを唱えようとした瞬間に、斬きって捨てられるのがオチだ。

（……あれ？　詰つんでね？）

　俺の戦いってなんでいつもこう、ギリギリなんだ……たまにはアルベルトがいつもやってるように、余よ裕ゆうをもってスマートに制したいものなのだが。

（まぁ、一応、勝利への布石は打ってある。後はひっかかってくれるかだが……）

　無論、リィエルとて歴戦の魔導士。下手な搦からめ手ては、見抜けぬとも直感だけで切り抜けてのける化け物だ。

　だが、今のリィエルに限っていえば、通じる可能性のある手がある。

　その手段はリィエルに使うには少々心苦しいが、このままでは確実に真っ二つにされた自分の死体ができあがるだけだ。それではリィエルはおろか、ルミアすら救えない。

　一見、リィエルは苛か烈れつに容よう赦しやなく剣を振るっているようにも見えるが、端はし々ばしで躊躇ためらいも見える。説得は不可能だろうが、切っ掛かけさえあれば、言葉を交かわすことはできるだろう。

　グレンは心を鬼おににした。そもそも、リィエルのこの裏切りは──グレンがリィエルに対して『とある事実』をうやむやにし続けてきたからこそ起きたことだ。

　無論、それはそれである意味、仕方のないことでもあった。

　グレンには、帝てい国こく宮廷魔導士時代のリィエルがその『事実』に耐たえられるとはとても思えなかったからだ。不用意にリィエルへ『事実』を告げれば、あの危あやうく幼い心が壊こわれてしまうんじゃないかと不安だったのだ。

　だから、言えなかった。うやむやにし続けるしかなかった。リィエルが望むように、兄の代理を演じ続けてやるしかなかった。リィエルが望むように、兄の代理を守るために魔導士として戦わせ続けるしかなかった。当時のグレンには、どうしたら真の意味でリィエルを救えるのか、さっぱりわからなかったのだ。

　そしてその方法を考える暇もなく、グレンは次から次へと外げ道どう魔ま術じゆつ師しとの戦いに駆かり出され……繰くり返される血みどろの戦いの中で、どんどん心を磨すり減へらしていき……

（……挙げ句の果てに……俺は、そんなリィエルを置いて逃にげ出したんだ……魔術の現実と自分の限界に、己おのれを見失って……はは、とんだロクでなしじゃねえか……）

　しかし、今はそんなことを言っている場合ではない。

　精算せねば、ならない。

　確実に痛みを伴ともなうだろうが……今、それを清算せねばならない。

（……昔のリィエルじゃ無理だった……だが、今のリィエルなら。ルミアや白猫、クラスの連中……あいつらと共に日々を過ごした今のリィエルなら、あるいは……）

　もし駄だ目めでも、今度こそ自分がリィエルを救う。リィエルを守る。もう、リィエルを放ほうってどこかに逃げたりはしない。そんな無責任で最低なことは……もうたくさんだ。

　そのために自分が支し払はらえる対価なら、いくらでも支払ってやる。

　だから……まずは、その切っ掛けを作る。

「……おい、リィエル」

　じりじりとにじり寄ってきたリィエルにグレンは無造作に銃口を向ける。

　こんな風に銃口と引き金にかかった指を完全に見せては、いかなる距きよ離りとてリィエルに銃撃は中らない。その動物的な直感と反射神経、動体視力で回避してみせるだろう。

　だが、ほんの一いつ瞬しゆんだけリィエルの足を止め、注意を引くためにあえて銃口を向けてみせたのだ。思おも惑わく通り、警けい戒かいしたリィエルが足を止めた。切っ掛けはできた。

「まぁ、そんなに必死になって戦っちゃって……お前、よっぽどお兄ちゃんが大好きなんだなぁ……？」

　いかにもリィエルの神経を逆なでするように、グレンが小こ馬ば鹿かにしたように言った。

「黙だまって。兄さんはわたしの全て。わたしは兄さんのために生きるって決めた」

　案の定、素直なリィエルはそれに食いついて反応を返す。

「あっはっは、妹にそこまで言わせるなんて、そりゃー羨うらやましい話だぜ……お前の兄貴はよっぽど素晴らしい人格者なんだろうなぁ」

　痛む心を抑えつけながら、グレンは淡々と言葉を連ねていく。

「……何が言いたいの？」

「いや、なに、そんなに素晴らしいお方なら、是ぜ非ひともお近づきになってみたくてね。妹であるリィエルさんや、お兄様のことを少し紹しよう介かいしてくれませんかね？」

「……？」

　グレンの意図が読めず、リィエルがほんの少しだけ首を傾かたむける。

　そんなリィエルへ、罪悪感でさらに痛んでいく心に耐えながらグレンが問う。

「そう、例えば……まず、お兄様の『名前』……とかな？」

「……え？」

「名前だよ、名前。お前の大好きな兄貴の『名前』を教えてくれよ」

「……グレンが何を言っているのかわからない。なんでそれを今、聞くの？」

「いいから名前を言ってみろ。言えたら俺は、この一件から手を引いてやるよ。ルミアを見捨てて脇わき目めもふらずに逃とう走そうしてやる。お前の兄貴の邪じや魔まはもうしねーよ」

「…………」

　リィエルはグレンの意図を読みかねて、しばらくの間、グレンのことをじっと見つめていた。だが、元よりリィエルは物事を深く思し慮りよして行動するタイプではない。

「わかった。そんな簡単なことで、グレンがそうしてくれるなら」

　グレンの言うことを素直に真に受け、『兄』の名前を告げようとする。

「……私の兄さんの『名前』は……」

　そう、普ふ通つうならそれはとても簡単なことだ。物心ついた頃ころから共に支えあって生きてきた兄妹きようだいの名前を言うなど、リィエルに限らず誰だれにとっても造作もないことだ。

　──普通なら。

「私の兄さんの『名前』は…………」

　だが──リィエルは言葉に詰まった。

「……………………っ」

　沈ちん黙もく、戸と惑まどい……そして、焦しよう燥そう。

　リィエルのその眠ねむたげな能面を、様々な感情が色を変えながら移ろっていく。

「どうした？　やけに引っ張るじゃねえか？」

　ここぞとばかりに、グレンがリィエルを挑ちよう発はつする。

「おいおい、まさか、大好きなお兄様の『名前』を忘れたとか……いっくらオバカのお前でも、そりゃねえんじゃねーかぁ？」

「違ちがう！　私の兄さんの『名前』は……ッ！　『名前』は……ッ！　…………ッ！　…………うっ……頭が……痛い……な、なんで……？」

　微かすかに怒ど気きを浮うかべ、グレンを睨みつけるリィエル。

　だが、名前を言おうとしても、リィエルは口をぱくぱくさせるだけ。やがて表情を苦痛に歪ゆがめ、頭を押さえて、脂あぶら汗あせを浮かべていく。

「今のお前の状態、俺が言い当ててやろうか？」

　グレンはそんなリィエルに、淡たん々たんと言葉を連ねる。

「感覚としては、当然のように兄の名前を知っているつもりだが、それを言葉として明確に思い浮かべようとすると、どうしても出てこない。まるで霧きりの中に溶とけていくようにその名前が霧む散さんしていく。変だと思って、よくよく記き憶おくをさらってみると、その名前の部分だけが不自然な空白になっている。無理矢理その空白の中身を思い出そうとすると、今度は頭が痛いよ、助けてお兄ちゃん！　……ドンピシャだろ？」

「…………ッ!?　な、なんで……？　そんなこと……ッ!?」

　リィエルがあからさまに動どう揺ようを顔に浮かべた、その時だ。

「リィエル！　そいつの言うことに耳を貸すんじゃない！」

　リィエルの向こう側で、必死に魔導装置を操作しているその『兄』が叫さけんだ。

「に、兄さん……兄さんの『名前』は……『名前』は……なんだっけ？」

　リィエルが背後の『兄』に縋すがるような視線を送る。

　あろうことか、戦せん闘とうの天才リィエルが戦闘中に敵であるグレンを視界から外したのだ。

「そんなの今はどうでもいいことじゃないか！　僕は僕だ！　君の唯ゆい一いつ無む二にの兄！　それでいいじゃないか！」

「で、でも……わたし……ッ！」

　狼狽うろたえるリィエルを前に、グレンは不敵にほくそ笑えんだ。

　真にリィエルと一対一の状じよう況きようなら、どんなに揺ゆさぶろうが、動揺させようが、面と向かって相対した以上、リィエルの不意を討うつなど絶対に不可能だ。戦闘者としてのリィエルの意識は常にグレンに対して払はらわれている。

　だが、あの『兄』が絡からめば、また話は違う。グレンはこの話を持ち出せば、必ずあの『兄』が口を挟んでしゃしゃり出てくると読んでいた。

　そうすれば──今のリィエルに限るならば、一瞬、必ず『兄』へと気が逸それる。逸らさずを得ない。逸らさずにいられない。

　本当にリィエルと一対一で対たい峙じしていたら……読み違えて『兄』が口を挟まなければ……グレンに勝機はなかった。

　だが、第三者の不用意な行動が、今、グレンに勝機を与あたえる──

「ふっ！」

　グレンはリィエルの足を狙ねらって、迷わず銃じゆうの引き金を引いた。

　雷らい音おんを切り裂さく、鉛なまりの火線。

「──ッ!?」

　だが、なんとリィエルはその不意討ちの銃撃を、余所よそ見みしている体勢から、咄とつ嗟さに宙を横転してかわしてのけた。これだから天才は恐おそろしい。この予知に近い戦闘直感は、グレンが一生かかっても到とう達たつしえない境地だろう。

　しかし──この展開はグレンの想定内だ。

　いくらなんでも無理矢理な回かい避ひ行動に、今、リィエルの体勢は大きく崩くずれている。

「《───・[image: ～][image: ～]……ッ！」

　グレンは左手で口元を隠かくしながら呪じゆ文もんを唱え始め、右手の銃を横に大きく旋せん回かいさせるようなモーションでリィエルに狙いをつけながら、リィエルに向かって駆け出す。

　魔術と銃じゆう撃げきの二択たく。下がれば魔術の、留とどまれば銃撃の餌え食じき。

　体勢が崩れているせいで、今のリィエルが取れる選せん択たく肢しは多くない。

　ゆえに──戦闘の天才リィエルは、前に出ることを瞬しゆん時じに選択。

「グレン──ッ！」

　腕うでと大たい剣けんを盾たてのように構え、正中線──体の急所を守ってリィエルが突とつ進しんする。

　リィエルの急所はグレンからの銃撃の射線に対し、全すべてくまなくガードされている。これではどこに銃を撃うち込んでもリィエルは止まらないだろう。

　銃じゆう弾だんを一発貰もらうは覚かく悟ごの上、死ななければ返す刀でグレンを両断、それで終わり。

　この一合で追い詰つめられたのはリィエルではない、グレンだ。

　そして──この展開もグレンの想定内だ。

　リィエルは気付いた。

　リィエルに向かって突進してくるグレンが、右手に銃を持っていないのだ。

（え？　銃はどこに──？）

　と、リィエルが思った瞬しゆん間かん。

　リィエルのこめかみに激しい衝しよう撃げきが弾はじけ、視界が激しく揺れて明めい滅めつした。

「あ、ぐっ──ッ!?」

　その予想外の衝撃に、思わずリィエルの足が止まり、身体からだがぐらりと傾かしいだ。

（なにごと!?　まさか──）

　リィエルは視界の端はしで、床ゆかを転がっていく拳けん銃じゆうを見て、事態を悟さとる。

　さっきのグレンの、銃を横に大きく旋回させるように狙いをつけるモーション。あれはリィエルに銃の狙いをつけるための動作ではなかったのだ。

　あろうことか──グレンはそれとまったく同じ動作で、拳銃を投げたのである。

　しかも投げ込まれた拳銃には特とく殊しゆな回転がかけられ、その軌き道どうはブーメランのように曲がり、信じられない角度から横よこ殴なぐりにリィエルを襲おそった。

　リィエルの防ぼう御ぎよは直線的な銃撃の射線はガードしていたが、サイドスローで横からカーブまでかけて投げこまれる物体の軌道まではフォローしきれていなかったのである。

　グレンはこの一手を引っ掛かけるため、まったく同じモーションでの銃撃を、今までリィエルに三度見せた。さらに拳銃のサイドスローによるブーメラン投げは、アルベルトやリィエルすら知らないグレンの奥の手だ。

　そして、リィエルへの発はつ砲ぽう回数は計四発。グレンの銃の最大装そう塡てん数は六発。リィエルから見れば、まだ弾だん丸がんが残っているはずの銃を投とう擲てきするなど、完全に予想外。

　これらの布石、どれか一つが欠けても、リィエルはその常じよう軌きを逸いつした動物的直感で、投げ込まれた拳銃の一撃を回避してのけただろう。

「ぐぅ──うっ！」

　こめかみに受けた一撃で、リィエルがぐらついたのは一瞬。

　たかが一瞬、されど一瞬。

　グレンはその一瞬で、リィエルの懐ふところに飛び込んでいる──

「ぁ──グレン──ッ!?」

　グレンは床を蹴けり、駆かける勢いを乗せてリィエルにタックルを仕し掛かけた。衝しよう突とつした両者の身体は宙へ浮き、グレンは空中でリィエルの左右の手をそれぞれ摑つかむ。

　そしてそのまま、リィエルの上に馬乗りになる形で、リィエルを床に組み敷しいた。

「ぐ──っ!?　けほっ！」

　背中からもろに床へ叩たたきつけられたリィエルは、肺の空気を一気に押し出され、一瞬、呼吸困難に陥おちいる。

　だが、リィエルに焦あせりはない。

　確かにこの体勢はリィエルに不利だが、こんな風に組み合えば腕わん力りよく差で競せり勝てる。両手が塞ふさがったせいで攻性呪文アサルト・スペルもこない。何も焦る必要はない──瞬時にそう踏ふんだリィエルは、ここでグレンが唱えていた呪文の正体を悟り──愕がく然ぜんとした。

「《・──理ことわりの天てん秤びんは右う舷げんに傾くべし》」

　黒くろ魔ま【グラビティ・コントロール】。自身もしくは触ふれている物体にかかる重力を操作する魔術。それを、グレンはなけなしの魔ま力りよくを全開で起動する。

　グレンが先ほどから唱え始めていた呪文は、攻性呪文アサルト・スペルではなかったのだ。

　リィエルが、しまったと思った時には、もう遅おそい。

　グレンの呪文は効力を発揮し──リィエルの体重が凄すさまじく増加する。

　リィエルにかかる重力が操作され、その小こ柄がらな体たい軀くを押し潰つぶさんばかりの圧あつ倒とう的てきな加重が、リィエルを押さえつける。

「やれやれ、分の悪い賭かけだったが、なんとか間に合ったぜ……」

「くっ……うッ！」

　自身の重量に組み敷かれたリィエルは、腕力に任せてグレンから逃のがれようとするが──

「無む駄だだぜ。お前を押さえつけているのは腕力じゃねえ。単純な重力だ」

　グレンが眼下で重圧に悶もだえるリィエルへ、淡々と告げる。

「人間の体が骨と肉でできている以上、持ち上げられる重量には限度ってもんがあるんだ。骨の張力を超こえる重量を持ち上げるのは理論的に不可能なんだよ！　それ以上力を入れれば、先にお前の骨の方がへし折れるぜ？」

「……くっ……あッ!?　い、痛い……ッ！　腕が……痛い……ッ！」

　みしみしと鳴り始めたリィエルの腕。それでもグレンから逃れようと、リィエルは重たい身体を必死に動かす。だが、もはや指先や足が微かすかに動くだけだった。

「お前は本当に、とんでもないヤツだよ、リィエル」

　そんなリィエルを、グレンは呆あきれたように見下ろす。

「あらかじめ布石を打って、第三者の不用意な介かい入にゆうを期待して、不意を討って、意表もついて、隠していた奥の手まで使って、一か八かの賭けまでやって……そこまでやらねーと止まらないんだもんなぁ……」

「《だ、大地よ・我が言の葉に耳を──》」

「すまん、許せ」

　それでも諦あきらめずに呪文を唱えるリィエルの額に、グレンが頭ず突つきを振ふり下ろす。

「あぐっ……」

　グレンの容よう赦しやない頭突きは流石さすがのリィエルにも効いたらしい。額に爆はぜた衝撃に一瞬、リィエルの意識が遠のき、唱えかけの呪文は失効された。

「ちょおっと、大人しくしてようなー？　お話ししようぜ？　お話し。お前にとっては結構、重要なことなんだよなぁ～」

　と、その時だ。

「リィエルに……ぼ、僕の妹に何をする気だ!?　離はなれろッ！」

　リィエルの劣れつ勢せいを見て取った『兄』が金切り声を上げる。

「うっせぇ！　黙だまれよ、このニセモノ！」

　だが、グレンはそんな『兄』を、憤ふん怒ぬの籠こもった視線で射い竦すくめた。

「てめぇが何をやりたいかわかったぜ。その儀ぎ式しきは『Project : Revive Life』だな!?」

「なっ、なぜ、貴様にそれがわかる!?」

「『Project : Revive Life』……通つう称しよう『Re＝Lリイエル計画』。こいつの兄貴を標ひよう榜ぼうするくせに、こいつのことを『リィエル』なんて呼んでる時点で、テメェは真っ黒クロスケのニセモンなんだよ！　リィエルに余計なこと吹ふき込むんじゃねえ、すっこんでろ！」

「な……、き、貴様……一体、どこまで……？」

　驚きよう愕がくに慄おののきながら、『兄』が後ずさる。

　そして。

「……え？　……『Project : Revive Life』？　……『Re＝Lリイエル計画』？」

　そのあまりの不自然さに、流石のリィエルも看過できなかった。

「……な、なんで……わたしの名前が……？」

　何か恐ろしい真実の予感に、リィエルが震ふるえながらグレンを見上げる。

「ねぇ、グレン……どういう……こと？」

「……『シオン』だ」

「え？」

　グレンの突とつ然ぜんの呟つぶやきに、リィエルが戸と惑まどう。

「お前の記き憶おくの中に住む兄貴の名前は『シオン』だ。二年前、天の智ち慧え研究会に囲われている妹を逃のがそうと帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団に亡命を打だ診しんして、結局、組織に裏切り者として粛しゆく清せいされた──稀き代だいの天才錬れん金きん術じゆつ師しだ」

「……『シオン』……？」

　シオン。……確か『Project : Revive Life』を完成させたという錬金術師。

　どうしてその名前が、今、ここで？

　だけど。

　兄の名前はシオン。兄の名前はシオン。兄の名前はシオン。

　…………。

　……そうだ。思い出した。

　シオン。

　……わたしの記憶の空白にぴったりと埋うまるのは、それだ。

　どうして、今の今まで思い出せなかったんだろう。

　空白にしっくりと馴な染じむワードがはまった瞬間。

　リィエルの脳のう裏りに、今までなかった記憶が突然フラッシュバックした。




　脳裏に映し出された、その記憶は────








第九章　真実、彼女が望むこと









　──記憶が、戻もどる。

　今まで記憶の要所を覆おおっていた白い霧きりが吹き飛び、モノクロだった映像が色しき彩さいを取り戻し、徐じよ々じよにクリアになる。




　────。

　──その日。

　私は、兄と兄の友人のやりとりを、扉とびらの隙すき間まからこっそり見ていた。

　別に最初から盗ぬすみ見するつもりだったわけではない。

　ただ、雰ふん囲い気きからなんとなく二人の間に入りづらかっただけ。

「あははははっ！　見ろ、□オン！　成功だッ！　俺達があの『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』を完成させたんだッ！　あはははははははははははははッ!?」

「……ラ□□ル」

　二人の前には妙みような液体に満たされたガラスの円えん筒とうがある。

　その中に入っているものを見て、私はぎょっとした。

「……え？　私……？」

　そのガラス円筒の中で眠ねむるように浮ういている少女の姿は……顔も形も私にそっくりだった。ただ、髪かみの色が違ちがった。私の髪の色は燃えるような赤毛──兄と同じ色だ。一方、ガラス円筒の中で眠る少女の髪の色合いは淡青色……

「シオ□！　お前の妹のイルシ□の『ジーン・コード』から生成した素体に、イ□シアにつけた腕うで輪わを通して随ずい時じ、送信されてくる人格と記憶データ『アストラル・コード』を統合し──とうとう、あの伝説の『Project : Revive Life』はここに完成したんだ！」

　え？　腕輪？

　私は兄から渡わたされた腕輪を見る。この腕輪は一体──？

　あの青い髪の、私そっくりの女の子。腕輪。『アストラル・コード』。

　まさか……あれが、兄さんが言っていた『Project : Revive Life』……？

「まぁ、このコピー品に付ふ与よされる『アストラル・コード』は、あの腕輪の持ち主が健在な限り、現在も更こう新しん中なんだか……それは取り敢あえずおいといて、だ！」

　兄の友人はその時、いまだかつてないほど興奮しているようだった。

「『Project : Revive Life』の略りやく称しようは『Re＝Lリイエル計画』だよな!?　だから、俺はこのイルシアのコピー品に『リィエル』という名前を初期設定してみたんだが──どうだ!?　なかなか良いセンスだと思わないか!?　シオン！」

「ライネル……」

　意味がわからず戸惑う私の前で、兄──シオンが沈ちん痛つうな面おも持もちで呟いた。

「もう止やめよう、こんなこと。許されることじゃないよ。この子を作るのに、一体、どれだけの無関係な人が犠ぎ牲せいになったと思っているんだ……組織の命令とは言え、僕達がやったことは人として許されることじゃない。罪は償つぐなうべきだ」

「……シオン？」

　兄の友人──ライネルは、訝いぶかしむような視線を兄へと向ける。

「それよりもライネル。この組織を抜ぬけ出そう」

「……は？」

「実は、この組織を抜け出す算段は整えてあるんだ。帝国宮廷魔導士団のグレンさんという人が窓口になって、帝国側に亡命する準備がある。この『Project : Revive Life』を研究する過程で生まれた罪は全すべて僕が引き受けて裁きを受ける。君と……イルシアは自由に生きて欲しい」

「シオン、お前……」

「……イルシアのこと、どうかよろしく頼たのむ……さぁ、忙いそがしくなるよ。これから組織の眼めを誤ご魔ま化かすために……」

「組織を抜ける？　帝国側へ逃とう亡ぼう……？　ふざけるな……ふざけるなよ!?　シオン！」

　兄の友人が突然、激げき昂こうし始めた。

「『Project : Revive Life』を完成させたんだぞ!?　これがどれほどの偉い業ぎようかわかっているのか!?　組織もようやくこれで、ゴミのように扱あつかっている俺達を評価する！　これはチャンスだ！　のし上がるチャンスなんだ！　第一団《門》ポータルス・オーダーから、第二団《地位》アデプタス・オーダーへのし上がるチャンスなんだ！　いや、このまま俺達で研究を進めれば、第三団《天位》ヘヴンス・オーダーだって夢じゃない！　あの偉大なる大導師様にお目通りしていただけることだって──」

「な、何を言ってるんだ、ライネル……ッ!?」

　酔よいしれたような友人の言葉に、兄は困こん惑わくを隠かくしきれず唇くちびるを震わせる。

「君はどうかしてしまったのか!?　この研究がどれだけ罪もない人々の屍しかばねの上に成り立っているものなのか……君も知っているだろう!?　この研究はあってはならないものだ！　破は棄きしなければ──」

　と、その時だ。

　どす、と鈍にぶい音がした。

「……ら、ライネル？」

　兄の口の端はしから血がこぼれる。

「そうか……シオン……お前は……組織を裏切るんだな……？」

　兄の友人は、兄の左胸に埋めた短刀を引き抜いた。

　ぴしゃりと血が跳はね、糸が切れた人形のように兄が崩くずれ落ちる。

「──兄さん!?」

　私はその光景を前に、反射的に扉を開き、兄へ駆かけ寄った。

「兄さん!?　兄さん！　兄さん！　し、しっかりして!?　兄さん──ッ！」

「……い、イルシア……？　す、すまな、い……ぼ、僕は…………」

　溢あふれる。血が溢れる。心臓の鼓こ動どうに合わせて物もの凄すごい勢いで血が溢れる、止まらない。

　これは──明らかに致ち命めい傷しよう。致命傷には治ち癒ゆの魔ま術じゆつは役に立たない。

「ぁ……ぁあああ……あああああ……に、兄さ──」

　動どう揺ようし、うろたえ、その傷口を間ま抜ぬけに手で押さえることしかできない私に。

「あぁ……イルシア、お前、いたのか……」

　兄の友人が私の背後に立つ。

　私は呆ぼう然ぜんと喪そう神しんし、何もできない。

「お前は……もう、要いらない。お前の『ジーン・コード』は取ってあるし、戦せん闘とう技能データも『アストラル・コード』化済みだ。当然、この『リィエル』にもコピーしてある。お前の代わりなんて、いくらでも作れる。さて、俺がシオンを始末したことを人に知られても厄やつ介かいだ……お前はここで──眠るんだ」

　ひゅっ、と。

　刃やいばが空気を切り裂さく音が、私の背中で鳴った──




　────。

　──我に返る。

「なに……今の……？」

　リィエルが、がたがたと震えながら呟く。

「なんで、みんな……わたしのことをイルシアって……イルシアって誰だれ……？」

　リィエルから暴れる気配が失うせたことを察したグレンは、重力操作の魔術を解き、リィエルから離はなれる。

　だが、リィエルは仰あお向むけに寝ねそべったまま、震えるだけだ。

「ねぇ……グレン……今の……なに？　……なんなの？」

「さぁ？　知らねえよ。お前にどんな記憶が蘇よみがえったかなんて。どうせロクでもない記憶だろうがな」

　だから、この手は使いたくなかった、とグレンが小さく舌打ちする。

「……そんな……あの青い髪の子……どうして……わたしの記き憶おくの中にわたしの姿が……？　これじゃ、まるで……」

　他人の記憶が自分の中にあるみたい。

　そんな台詞せりふが喉のど奥おくから突ついて出ようとしたとき、グレンがとつとつと語りだす。

「二年前、俺とアルベルトは天の智ち慧え研究会が運営するとある研究所支部を強きよう襲しゆうした。その支部にいたシオンという名の内通者と突とつ然ぜん、連れん絡らくが取れなくなったからだ。そしてその道中、イレッセの大雪林にてシオンの妹、イルシアを発見。だが、何者かに瀕ひん死しの重傷を負わされていたイルシアはすでに手て遅おくれで……間もなく息を引き取った」

「…………」

「そして、俺はその後、件くだんの研究所支部でシオンの遺体を発見、同時にガラス円筒に収まったとある少女を密ひそかに回収、保護した。その少女はイルシアの『アストラル・コード』……要は、イレッセの大雪林でこときれる直前までのイルシアの記憶を受け継ついでいて……名前を『リィエル』と名乗った」

「…………」

　要するに。それは、つまり。

「わかるか？　リィエル。お前の正体は……世界初の『Project : Revive Life』の成功例。シオンの妹、イルシアの『ジーン・コード』から、錬れん金きん術じゆつ的に錬れん成せいされた身体からだを持ち、イルシアの記憶情報……『アストラル・コード』を引き継いだだけの魔ま造ぞう人間……シオンの妹、イルシアとは本質的にまったくの別人だ」

「…………あ……ぁ……」

「お前に本当の意味での兄貴なんて……いないんだよ。いるわけがねえんだ」

「う……噓うそ……そんなの……うそ……」

　よろよろと。ふらふらと。

　足元が崩ほう落らくするような感覚を堪こらえながら、リィエルが立ち上がる。

「噓かどうか……もう、わかってんだろ？　噓だと思ってるやつがそんな顔するかよ。多分、シオンという言葉をキーワードに蘇ったお前の記憶は恐おそらく──」

「う……うるさい……うるさいうるさいうるさい！」

　そして、最後の砦とりでに縋すがる敗残兵のように『兄』を見る。

「に、兄さん……噓、だよね……？　兄さんは、私の兄さんで……に、兄さんが誰かに殺されたあの記憶は……その……何かの間ま違ちがいで……」

　だが。

「うーん、やっぱり俺の最大の失敗はさ」

　その『兄』が唐とう突とつに、口調を変えて語りだす。

「あの時、安直にシオンを始末してしまったことだな」

「……え？　に、兄さん……？」

「俺が構想したプロジェクトの術式は、シオンが手を加えることによって、いつの間にかシオンの固有魔術オリジナルと呼べる代しろ物ものにまで変質していたんだからな。シオンがいないとプロジェクトの再現性がない……後でその事実が判明した時は正直肝きもが冷えたよ。ははっ、上手うまくいかない時は何もかもうまくいかないもんだ」

「あの……兄さん？　その……一体、何を言って……」

　問いかけて、リィエルは息を吞のんだ。

　その『兄』は、まるでゴミでも見るような眼で、リィエルを冷ややかに見ていたのだ。

「なぁ、リィエル。知っているか？　人の記憶を封ふう印いんしたり、捏ねつ造ぞうしたりするっていうのは思った以上に困難でね……改変した記憶と現実が食い違ったり、封印した記憶がそれを励れい起きさせる切っ掛かけに出会うと封印が解けてしまったり……人の脳というものは結構、簡単に認にん識しきを修正してしまうものなんだ」

「に……兄さん……？」

「だから、俺は口調をシオンのものに変えたし、兄妹きようだい感かんを出すために髪かみまで青く染めて、お前とお揃そろいにしてみたっていうのに……やっぱ、小細工だったな……」

「わ、わけがわからない……兄さん……？」

　その言動の意図が読めず、リィエルはうろたえるばかりだ。

「いや、だから……お前は『シオン』の妹、『イルシア』の人格と記憶を受け継いだコピー品なわけだろ？　だから、俺が『シオン』を殺した記憶をなんとかしないと、お前は多分、俺の言うことなんか聞きやしないだろう？」

「は……？」

「白しろ魔ま術じゆつの記憶操作術式系には『キーワード封印』という手法があるんだ。とあるキーワードを基点に、それに関連付けられた周辺記憶を封印・捏造するという術なんだけどさ、俺はそれに『シオン』というワードを設定したわけだ」

「……う……ぁ……ああ……ああ……」

　つまり、今まで不自然なまでに兄の名前を思い出せなかったわけは。

「二年前のあの時、もう少し時間をかけてお前の『アストラル・コード』──記憶情報を調整すれば、お前の中の兄は俺へと完全にすり替かわり、俺にとって都合の悪い事実は全すべて抹まつ消しようされるはずだった。お前は俺の『妹』として俺の完全な手て駒ごまになる……はずだったんだ。だが……」

　その『兄』は、憎にく々にくしげな表情でグレンを睨にらむ。

「あともう少しで完成、というところで……帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団が……そうだ……思い出した……お前が……お前がやってきたんだ、グレン＝レーダス！　お前があの時の魔導士だ！　お前が俺のリィエルを勝手に持ち帰ったんだ！」

「……やっぱりな。そう言うってことは、お前……ライネルだな？」

「──ッ!?」

　リィエルの瞳ひとみが驚きよう愕がくで見開かれる。

「二年前のあの作戦で、あの外げ法ほう研究所を俺とアルベルトでぶっ潰つぶした時、シオンと共同研究していて……シオンからイルシアと共に組織からの救出を頼まれた、ライネルという男だけが行方ゆくえ不明だった……お前が、そのライネルだな？」

「やれやれ、そこまで見み抜ぬかれたか。流石さすがは元・宮廷魔導士といったところかな？」

　青年──ライネルは薄うすら寒い笑えみを浮うかべて、グレンとリィエルを睥へい睨げいする──

「それにしてもお前、よく『シオン』がキーワードだってわかったな？」

「ふん、こいつの言動をよく観察してりゃすぐにわかることさ。兄貴の名前を起点にロクでもない記憶が封印されているだろうってことくらいな」

「やれやれ、とんだジョーカーがいたもんだ。『イルシア』の兄の名前が『シオン』であるということを……まさか、そちら側の人間で知っているやつがいたなんてな」

　ライネルは肩かたを竦すくめてため息をついた。

「それに、安直にプロジェクトの頭文字を取って『リィエル』なんて名前を初期設定したのも本当に失敗だった……そのおかげで『アストラル・コード』を改かい竄ざんしなければならなくなった箇か所しよが無む駄だに増えてな……記き憶おく改竄が不完全になってしまったよ」

「……う、あ……ぁあああ……」

　リィエルが後ずさる。信じられない、信じたくない現実に頭を抱かかえて後ずさる。

　そんなリィエルに、ライネルは生暖かい視線を向けて笑いかける。

「今回、最初にそこのガラクタに接せつ触しよくした時、掌しよう握あくするのにかなり時間がかかったのは意外だったよ。不完全とはいえ、リィエルの記憶の改変と封印は二年前にある程度終わってたから、すぐにこっちに引き抜ぬけるはずだったんだ。でも、なぜか予想外に手間取って……その後、グレン……お前が現れたときは正直、肝が冷えたよ……」

「……ガラクタ？　……お前、ちょっと黙だまれよ」

　グレンが床ゆかに落ちていた銃じゆうを拾い上げる。ぼそりと呟つぶやくように吐はき出されたその言葉の端はし々ばしには、隠かくしきれない怒いかりが滲にじんでいる。

「ははは！　怖こわい怖い！　そう睨まないでくれよ」

　だが、最初にグレンの姿を見たときの怯おびえようはどこへやら。

　今のライネルはなぜか、余よ裕ゆう綽しやく々しやくでおどけていた。

「うそ……でしょ？　兄さん……」

　一方、リィエルはそんな現実を未いまだ認められず、ライネルを兄と呼び、兄に縋りつく。

「全部……うそ……だよね……？　兄さんは、わたしの兄さんで……わたしは兄さんの妹……昔からずっと……ずっと……そう、だよね……？」

　だが、そんなリィエルをあざ笑うように。

「もちろん、君は大切な『妹』だったよ」

　ライネルはあっさりと、言い捨てた。

「でも、もう要らないや。この子たちがいるから」

「ライネル、てめぇえええええええ──ッ！」

　そのあまりにも無情な言い草に、グレンは口早に呪じゆ文もんを口走る。

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃槍以て・刺さし穿うがて》──ッ！」

　黒魔【ライトニング・ピアス】。グレンの指先から、極光が[image: ]ほとばしる。

　虚こ空くうを切り裂く紫し電でんの一いつ閃せんは、狙ねらい過あやまたずライネルへと真まっ直すぐ飛来し──

　だが、それはライネルとグレンの間へ、不意に割って入った影かげによって弾はじかれた。

「何──ッ!?」

　グレンが指を突き出した格好のまま、驚愕と共に硬こう直ちよくする。

　ライネルを庇かばうように現れた、三体の影。

　それは──三人のリィエルだった。

　着用している衣服こそ黒のボンデージだが、三人が三人ともリィエルとまったく同じ姿形、体格で、リィエルが得意とする錬金術によって錬成された大たい剣けんを構えている。

　代わりに、先ほどまで奥の儀ぎ式しき場にあった三本の氷ひよう晶しよう石柱が砕くだけ散っていて──

　まるで、悪夢のような光景がそこにはあった。

「馬ば鹿かな!?　『Project : Revive Life』が成功してるだと!?」

　まるで想定外の事態に、グレンが驚愕に目を見開いていた。

「なぜだ!?　あれはシオンがいないと成せない固有魔術オリジナルだろうが!?　テメェ一体、どうやって!?」

「はっ……『どうせ、お前には無理だ』……とタカでも括くくっていたか？　馬鹿め！」

　くっくと愉ゆ悦えつに歪ゆがむ笑いを上げるライネル。

「言っておくが、今回は完かん璧ぺきだぞ!?　なにしろ、余計な人格や感情は予あらかじめ『アストラル・コード』から念入りに削さく除じよしてあるからな!?　後から記憶調整なんていう、しち面めん倒どう臭くさい真似まねは二度とごめんだ！　この子達は、リィエルの凄すさまじい戦せん闘とう技能だけを受け継ついだ人形──俺の思い通りに動く、俺だけの操あやつり人形だ！」

「う、ぁああ……ああ……」

　眼前に立ち並ぶ、文字通り人形のような三体のリィエル・レプリカ。

　彼女達を前に、リィエルは力なく両りよう膝ひざを床につき、頭を抱えて……

「ぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　とうとう、リィエルの理性が崩ほう壊かいを始めるのであった。

「どうだ、見たか！　グレン＝レーダス！　これが俺の力だ！　俺はこの力で組織をのし上がる！　このルミアとかいう部品があれば、俺はリィエルを幾いくらでも作れる！　一いつ匹ぴき作るのに結構な数の人間の魂たましいが必要になるが、そんなの関係ない！　作れば作るほど、俺は強くなる！　無限に強くなれる！　これを最強と言わずしてなんと言う!?　なぁ、教えてくれよ、グレン＝レーダス！　あはっ、はははははははははははははは──ッ！」

　グレンは直感した。

　こいつは絶対、生かしておいてはいけない人種だ。己おのが欲よく望ぼうのために他者を顧かえりみない、生きているだけで犠ぎ牲せいが鼠ねずみ算ざん式に膨ふくれ上がっていく『真の邪じや悪あく』。

　その昏くらい愉悦に歪むバカ面づらへ、攻性呪文アサルト・スペルでも撃うち込んでやりたい。

　だが──ライネルを守る三体のリィエル・レプリカの実力は、本当にあのリィエルと同等なのか隙すきがまったく見つからない。リィエルと対たい峙じした時に感じるあの重圧感、それが三倍。恐おそらく、人格や感情を削除された分だけ機械のように目的に純じゆん粋すいで、恐ろしい。

「はっ……こちとらリィエル一人で手て一いつ杯ぱいだったっつーのに、三人同時だぁ？　無理ゲーってレベルじゃねえぞ……ッ！」

　激しい憤ふん怒ぬと同時に、誤ご魔ま化かしきれない焦しよう燥そうがグレンの背中を凍いてつかせる。

　そして──

「やれ！　俺の木偶でく人形ども！　そいつらを始末しろ──ッ！」

　主あるじたるライネルの命令を受け、三体のリィエル・レプリカが俊しゆん敏びんな獣けもののような動作でグレンとリィエルへ襲おそいかかる。

　瞬しゆん時じにリィエルへと肉にく薄はくした一体のリィエル・レプリカが、リィエルの眼前で大剣を振ふり上げ、稲いな妻ずまのような斬ざん撃げきをリィエルの脳天に落とす。

「あ──」

　対するリィエルは、ただ呆ぼう然ぜんと、自分の頭を左右に割るであろう剣を見つめていて──

「リィエルッ！」

　刹せつ那な、横合いから咄とつ嗟さに飛び込んできたグレンが、拳けん打だでその大剣の腹を打つ。

　軌き道どうの逸それた大剣は、そのままリィエルのすぐ脇わきの床を穿ち──

「ふ──ッ！」

　グレンが床を蹴けり、さらに一歩、鋭するどく踏ふみ込む。

　古式拳けん闘とうの構えから左右の拳打、続く旋せん風ぷうのような上段回し蹴り。

　その悉ことごとくを、リィエル・レプリカはひらりひらりとかわし、飛び下がる。

　そして──一体のリィエル・レプリカを一時的に追い払はらったグレンは、そのまま流れるような動作でリィエルの胴どうに自分の足をひっかけ──

「あーらよっとぉ！」

「──うあッ!?」

　リィエルの軽い身体からだを、部屋の隅すみの方へと蹴り転がす。

　そしてグレンは、すかさず転がるリィエルを追って跳ちよう躍やくし、部屋の隅に追いやったリィエルを背後に庇うように、リィエルの眼前へと降り立った。

「悪いな、リィエル。せめて仕し掛かけられる方角を前方一方向に限定しとかねーと、戦いにならねーんでな」

　確かに部屋の隅を背に戦えば、敵の攻こう撃げきが来る方向は全て自分の視野の内からだ。長大な剣も限定された空間では振り回すのに不便であり、必ひつ定じよう、剣筋も読みやすくなる。

　退路を絶たれるという致ち命めい的な問題こそあるものの、この一方的に不利な状じよう況きようでは、極きわめて合理的な選せん択たくだろう。

　だが、リィエルが不可解に感じたことは……なぜ、グレンが自分を部屋の隅に連れてきたかということだ。これでは、まるでグレンがリィエルを守っているようではないか。

「アホ。守ってるみたいーじゃなくて、実際に守ってんだよ」

　グレンがリィエルの心の中を見み透すかしたかのように呟く。

「ったく、素行の悪い生徒の尻しり拭ぬぐいは先生の仕事だしなぁー、あーもぅ面めん倒ど臭くせぇ！　俺、やっぱ無職の引きこもりに戻もどりたい！　セリカのスネかじって暮らしたい！」

　じりじりとにじり寄って来る三人のリィエル・レプリカ達を、グレンは拳闘の構えで睨み据すえながら、ぶつぶつと愚ぐ痴ちを零こぼしていく──

（くっそ、有利な位置取りはできたが……こりゃ焼け石に水だぜ……どうする？）

　おどけてみせながらも、グレンは冷静に戦せん況きようを把は握あくする。

　冷静に彼ひ我がの戦力差を考こう慮りよして──

（……あー、駄だ目めだこりゃ。詰つんでる）

　どんな戦術を取ろうが、どんな作戦を実行しようが、一度、戦せん端たんが開かれたら一分も保もたないだろうことを痛いほど確信することとなった。

「……どうして？」

　リィエルが呟くのと。

　リィエル・レプリカ達が餓が狼ろうのごとき瞬動で、グレンへ殺さつ到とうするのは同時だった。

「ちぃ──ッ!?」

　次々と迫せまってくる三本の剛ごう刃じんを、魔ま力りよくが付呪エンチヤントされた拳で捌さばいていく。互たがいに激しく喰くらい合う拳と大剣に、衝しよう撃げき音と火花が幾いく度どとなく爆はぜ、グレンの身体が軋きしんでいく。

　そんなグレンの背中に、リィエルがぼそりと問う。

「どうして……わたしなんか守るの？」

　グレンが横一文字の斬ざん閃せんを屈かがんでかわし、続く叩たたきつける一撃を身を捻ひねってさらにかわす。三体のリィエル・レプリカは代わる代わる矢や継つぎ早ばやに剣を繰くり出してくる──

「どうして、だぁ──ッ!?　どやっかましいわ！　今、お前にかまっている暇ひまはねえんじゃ、見りゃわかるだろ、ボケェエエエ──ッ!?」

　前方左右から疾しつ風ぷうのように飛びかってきた二体のリィエル・レプリカ。

　グレンは刹那の判断で、右のレプリカの懐ふところへ飛び込み、カウンターの突つき蹴りを入れて吹ふき飛ばす。さらに、その場で独楽こまのように回転、左から迫り来るレプリカへ裏回し蹴りを叩き込み、さらに突き飛ばす。

「お前、んなコトより、刺し違ちがえてでもこいつら一匹殺やるから、お前はその隙にルミアを連れて逃にげろ!?　アルベルトのトコ行け！」

　間かん髪ぱつを容いれず、正面から斬きり込んできたレプリカの剛速剣を頭上で白しら刃は取り、右脇に剣を巻き入れてそのまま頭ず突つきを入れ、掌しよう底ていを叩き込み、突き放す。

「いいな!?　わかったな!?　返事は『はい』以外受けつけねぇぞ──ッ!?」

　左から霜しも風かぜのように足元を薙なぐ一撃、右から天あまつ風のように首を刈かる一閃。

　グレンは身を捻って軽く跳はね、空中を横転。回転する身体の上下を風ふう刃じんが吹き荒すさぶ。

「わたしには……何もないのに……」

　着地と同時に、今度は三体のレプリカ達が一いつ斉せいにグレンへと斬りかかって来る。

　それを体たい捌さばきで、足捌きで、拳で。かわし、弾き、受け止め、受け流す──

「うっせえ、バーカ！　何もないやつを、この俺がわざわざ守るわきゃねーだろ!?　無む駄だなことは一いつ切さいしない主義だぞ、俺は！」

　抉えぐりこんでくるような剣の一撃を左フックで叩き落とし、グレンが吠ほえる。

　拳が痛い。骨が軋んでいる。限界まで酷こく使ししている筋肉が悲鳴を上げる。

　それでも休む暇はない。

　襲い掛かかってくるレプリカ達の連れん携けい攻こう撃げきはまるで鋼はがねの竜たつ巻まきだ。

　それをグレンは淡たん々たんと捌く、捌く、捌き続ける──

「わたしは……ただの人形……なのに……」

　グレンの周囲を唸うなり荒あれ狂くるう三本の鋼こう刃じん、その一いつ瞬しゆんの間かん隙げき。

　左のレプリカの剣撃を外しざまに、グレンはカウンターの右ストレートを、一いつ閃せん。

　脇わき腹ばらを浅く裂さかれたが、そのレプリカの顔面を直ちよく撃げき。大きく仰のけ反ぞらせ、吹き飛ばす。

「ただの人形がそんな泣きそうなツラァするか、アホォッ！」

　だが、油断した。その隙に、右のレプリカが繰り出す剣風に右みぎ肩かたを撫なでられた。

　焼きごてを当てられたような感覚と共に、がくんと右拳に力が入らなくなる。

　これ好機と、レプリカがグレンの正面から剣を振り上げて飛び込んできて──

「わたしは……作り物で……人間ですらないのに……」

　大上段から振り下ろされた重剣を、グレンは頭上で腕うでを交差させて受け止める。

　凄まじい衝撃が全身を上から下へ突き抜ぬけ、グレンの身体が軋む。

　肉薄してくる二体目のレプリカが、がら空きになったグレンの胴を鋭く抜きにかかる。

　グレンは腰こしを捻って、ベルトに挿さした拳けん銃じゆうでその剣撃を受け止める。

　荒あら々あらしい衝撃が拳銃ごしに内臓を容よう赦しやなく抉る──

「げほっ!?　へっ！　それが一体、どうした!?　どう考えても人間じゃねーやつが、俺の身内には結構いるぞ!?　セリカとかセリカとか、後、セリカとかな──ぁ嗚呼ああああああああああああああああああああ──ッ！」

　血の塊かたまりを吐はき、グレンは忌いま々いましいレプリカの顔面に拳を叩き込み、全力で振り抜いた。

　激しく殴なぐり飛ばされ、床ゆかをバウンドして転がっていくレプリカ。

　だが、残った二体目、三人目のレプリカが次々と襲い掛かってくる──

「あぁ、ちっくしょう、痛いてぇ!?　労災下りるんだろうなコレ──じゃなくて、お前はお前だろうが!?　それ以外の何者でもねーよッ！　何、うじうじしてやがんだッ!?」

　再び眼前を踊おどり狂くるう二つの剣けん舞ぶを、紙かみ一ひと重えで際どくかわしていく。

　グレンが攻せめあぐねているうちに、二つの剣けんが再び三つになっていく。

　そしてグレンを少しずつ、少しずつ刻んでいく──剣風に紅あかの飛ひ沫まつが乗っていく。

「グレンに、あんなひどいことして……クラスのみんなに……ひどいこと言って……」

「なら後で皆みんなに謝れ！　でも、まぁ、俺は許さねーがな！　滅め茶ちや苦く茶ちや痛かったんだぞ、あれ！　腹立つから、お前は後でお尻しりぺんぺんの刑けいだ！　絶対、泣かせちゃる！」

　めきり。

　大剣を受け損そこねた、グレンの左ひだり腕うでの骨が折れかける。

「わたしは……生まれた意味がわからない……」

　動どう揺ようした隙に、脇腹を剣の腹で打たれた。

　あばら骨が数本いった。

「げほっ……ッ!?　はいはい、思春期お疲つかれさん──とぉっ！」

　右手で拳銃を引き抜き、その銃じゆう床しようで一体のレプリカの頭を激しく殴りつける。

「意味なんかねーよ、バーカ！　皆、そんなもんだよ！」

　拳銃を放ほうり捨て、グレンは頭を殴られて一瞬ひるんだレプリカの懐へ一気に飛び込む。

　その腕を取り、胸むな倉ぐらを摑つかんで足を払い、左足を軸じくに旋せん転てん、背負うように投げ飛ばす──

「この記き憶おくは、わたしのじゃない……他人のものだし……」

「未来に生きろ！」

　投げ飛ばされたレプリカに巻き込まれ、一体のレプリカがもつれ倒たおれた。

　だが、もう一体はそれを回かい避ひし、再びグレンに剣を振りかざして突とつ進しんしてくる──

「でも、わたしは兄さんのためだけに生きてきて……でも、兄さんなんて最初からいなくて……もう、なんのために生きればいいのか……」

　背筋を駆かけ上る悪お寒かんに突き動かされ、グレンが咄嗟に身を引くが、剣けん先さきがグレンを掠かすめる。左ひだり肩かた口から右腰まで斬ざん痕こんが刻まれ、血ち霞がすみがあがる──

「いい加減にしろ!?　さっきから聞いてりゃ、自分の存在価値と行動原理を人に依い存ぞんするようなことばっか言いやがって!?　ちったぁ自分で考えろッ！　自分でッ！」

　溢あふれ出すその血をたっぷりと手に取り、腕を振るって血を跳ね飛ばす。

　レプリカの目を血ち糊のりで潰つぶし、すかさず距きよ離りを詰め、右拳で殴りつける。

　とうに限界を超こえた右拳が音を立てて砕くだけ始める──

「本当にお前には何もないのか!?　空っぽの人形なのか!?　ルミアや白しろ猫ねこ……あいつらと過ごして、何も感じなかったのか!?　何も望むことはなかったのか!?」

　折れかけた左腕で、砕けかけた右みぎ拳こぶしで、次から次へとやってくる斬撃を打ち落とす、打ち落とす、打ち落とす──

　打ち落としながら、血ち反吐へどを吐くように、実際に血反吐を吐きながら、グレンは背後のリィエルに向かって叫さけんだ。

「何もないなんて言わせねぞ!?　何もないやつは絶望なんてしねえんだ！　その絶望はな、お前が一人の人間として生きている証あかしなんだよ！」

　切り返しの一手をかわし損そこね、刃がグレンの右大だい腿たい部ぶを薙いだ。

　肉が骨の見える寸前まで切り裂かれ、切断された血管が盛せい大だいな出血を始める。

「ぁだらぁあああああああああああ──ッ!?」

　とうとう足まで止められてしまったグレンが、裂かれた右足を自じ暴ぼう自じ棄きに振ふり上げ、旋風のような回し蹴りを、レプリカの延えん髄ずいに叩き込む。

　そのレプリカを盛大に蹴り倒しはしたが──右足は完全にオシャカだ。

「自分が大切だと思う何かのために生きろ！　意味とか資格とか理由とか──バカが無い知ち恵え絞しぼってもっともらしく考えんな！　世界は結構、単純なんだよ！」

　がくりと、右みぎ膝ひざを床につくグレン。

　だが、休む暇はない。

　レプリカ達が迫る、迫る、迫る──

　もう左足でしか床を蹴けれないグレンの動きは、目に見えて鈍にぶい。

　情なさけ容赦なく、グレンの身体からだが刻まれる、刻まれる、刻まれる──

　それでも、グレンはレプリカ達に立ち向かう。

　残された身体の機能を最大限に酷使して、グレンは戦い続ける。

　結局、グレンは、最後までリィエルの前に立ちはだかることを止やめなかった──

「いいか、もう一度言うぞ!?　自分が大切だと思う何かのために生きろ、リィエル！　お前は人形なんかじゃねぇ！　人形なんかのために──俺がここまでするか、いい加減わかれよ、この馬ば鹿かヤロォオオオオオオオオオオオオ──ッ!?」

　部屋内に反はん響きようするグレンの魂たましいの叫び。しょせん空気の振しん動どうに過ぎない音の羅ら列れつだというのに、それでも尚なお強く、肌はだで、心で感じられる圧あつ倒とう的てきな熱。

　ずきり、と。

　グレンの咆ほう哮こうは、リィエルの魂を震ふるわせた。

　頑かたくなに凍いてついていたリィエルの心を、その熱がゆっくりと溶とかしていた。

「うっ……ぁ……あぁああ、あ……」

　ぼろぼろと、リィエルの目め尻じりから涙なみだが溢れ始める。

　目の前では満まん身しん創そう痍いのグレンに、三体のレプリカが剣を振り上げて飛びかかって──

　とっくに限界を超えていたグレンは、それに対して身じろぎしかできず──




「わ、わたしは……」

　一体、なんのために生きるのだろう。何がしたいのだろう？　兄を失い、自分も失い、全すべての拠より所どころを見失い、突とつ然ぜん、虚こ空くうにぽつんとただ一人浮ういてしまったわたし。もう何もかも失って、それでも……なんのためにわたしは生きるのだろう。

　心の奥底を素す直なおにさらう。もう、虚きよ飾しよくはいらない。理り屈くつもいらない。

　過去への執しゆう着ちやくも、亡なき兄への想おもいも、悲ひ嘆たんも絶望も、今は関係ない……

　すると──なんてことはない。グレンの言うとおり、案外答えは単純だ。

　願うなら。叶かなうなら。

　ルミアと、システィーナと、また一いつ緒しよに居たい──

　またクラスのみんなと、一緒に、遊びたい──

「あ…………」

　そう、今、やっとはっきりわかった。魔ま術じゆつ学院にやってきて以来、ずっと感じていた、あのよくわからない、もやもやするけど、どこか温かい不思議な感じの正体が。

　わたしは──あの二人と一緒にいることが──楽しくて、嬉うれしかったんだ──

　クラスの賑にぎやかな空気が──くすぐったくて、心地ここち好よかったんだ──

　魔術学院で過ごした日々は、ずっと暗い闇やみの中で生きてきたわたしにとって、陽光のように輝かがやき華はなやぐような、かけがえのない日々だったのだ。

　なのに──どうして、わたしはあのきらきら光る宝物のような日々に、背を向けるようなことをしてしまったのだろう──？

「……あ……ぁ、……あ……ああ…………」

　溢れる。溢れる。止めどなくわたしの目尻から熱い涙が溢れ、頰ほおを伝い落ちる。

　わたしは──取り返しのつかないことをしてしまった。

　もう、わたしは、ルミアとシスティーナのそばにはいられないけど。

　クラスのみんなと一緒にいることはできないけど。

　でも、ルミアとシスティーナが悲しい顔をするのは、すごく嫌いやだ。

　あのクラスから賑やかな笑い声が消えるのは、すごく嫌だ。

　グレンが死んだら──きっと、そうなる。

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。心が張り裂けそうな悲ひ哀あいも後こう悔かいも今はどうでもいい。

　それだけは──それだけは、絶対に──ッ！

「……ぅ」

　そして、リィエルの身体が──鉛なまりのように重たく力を失った身体が──動く。

　ふつふつと心の奥底から湧わき起こる激情が、身体の奥底から燃え上がる熱情が、徐じよ々じよにリィエルの四し肢しに力を与あたえ、魂に命を灯ともし、そして──

「──ぅぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　──それは、まさに一いち陣じんの颶ぐ風ふうだった。

　咆哮と共に、死に体だったリィエルが剣を取って立ち上がり──

　同時に、リィエルの身体が残像すら置き去りにする峻しゆん烈れつの挙動で躍やく動どうした。

　動けなくなったグレンを台風の目に、荒あれぶる暴ぼう嵐らんとなってリィエルが吹ふき荒すさぶ。

　その刹せつ那なに翻ひるがえる斬ざん閃せん、三閃。

　それだけで、たったそれだけで──

　グレンを嬲なぶっていた三体のレプリカ達は血ち華ばなを盛大に咲さかせ、木の葉のように吹き散らされ、ただ人の悪意によって生み出されたその悲しくも儚はかない生命いのちの幕を引かれた。

　そのあまりにも急転直下の展開に、驚きよう愕がくの表情で固まるライネルを他所よそに。

　リィエルはグレンを背中に庇かばうように立ち、剣を振り抜いた格好で静かにもの思う。

（……ごめん。わたしの妹たち）

　自分と同じ、だけど自分と違ちがい唯ゆい一いつ無二の自分すら与えられなかった哀あわれな自分達。

（勝手だけど……わたしが、あなたたちの分まで生きるから……）

　そっと。

　リィエルは目を瞑つぶり、名も無き妹達へ黙もく禱とうを捧ささげた。

（……さよなら）

　最後の涙の一ひと粒つぶが、つと、リィエルの頰を伝った。
















　…………。

　……。




「……詰みチエツクメイト、だ」

　ナイフ投とう擲てきを繰くり返していたアルベルトはふと手を止め、そんなことを呟つぶやいた。

「ほう？　詰みチエツクメイト、とは？」

　バークスがほくそ笑えみながら問い返す。

「知れた事。貴様はもう終わりだ。そう言っている」

　その言葉には、見み栄えも挑ちよう発はつも、勝ち誇ほこりも見下しも、ない。ただ、それが覆くつがえしようのない厳然たる事実であるがゆえに、そう宣言した……そんな語り口だ。

　それがバークスには、たまらなくおかしかった。

「ほうほう、私は終わりか！　そうかそうか！」

　どうやらこのアルベルトという男は、先ほどからコソコソ行っていたナイフによる魔術的な小細工を、今、ようやく終えたらしい。

「どうやって終わりにしてくれるのかのぅ？　いやはや、若者が時折生み出す突とつ拍ぴよう子しもない発想は、この老体にはとんと予想がつかんでのう……おお、怖こわい怖い！」

　バークスが周囲を見み渡わたす。

　部屋の彼方此方あちこちに散らばっているナイフ。それは一見、無む秩ちつ序じよな並びのように見えて……その向き、配置、数、全てに魔術的な意味が隠かくされている。

　そんなナイフ達で編み上げられた術式は、黒くろ魔ま儀ぎ【リストリクション】──封ふう縛ばくの結界だ。この儀式魔術が起動すれば、バークスがこの部屋のどこにいようとも、バークスの全ての動作を魔術的に縛しばることになるだろう。よくもまぁ、これほどの術式を一見無造作に散らかしたナイフだけで組み上げたものだ。それだけは褒ほめてやってもいい。

（……だが、若いなぁ、戦争犬！）

　敵の手の内を看破すれば、それを逆手に取るのは魔術師の定石。アルベルトのナイフ投擲に翻ほん弄ろうされる振りをして、バークスも密ひそかにアルベルトが組み上げた術式に介かい入にゆう、改変を行っていた。

（お前が満を持して、この【リストリクション】を起動する時、自由を奪うばわれるのはこの私ではない、お前自身だ、戦争犬！　呪的効果が術者自身にフィードバックするように式を改変したのだ！　貴様は露つゆほども気付いておらぬようだがな！）

　その証しよう拠こに、バークスが密かにナイフの【リストリクション】の改変を始めても、アルベルトはまったく変わらぬ調子で【リストリクション】の結界構築を続けていた。バークスの狙ねらいに気付いていれば、なんらかの反応があって然しかるべきなのに。

（さぁ、やれ！　【リストリクション】を起動させろ！　その時が、貴様のその小こ癪しやくな自信に溢あふれたすかし顔が、無様に崩くずれる時よ！　さぁ！　さぁ！　さぁ！）

　相手の動きを縛ろうとして、逆に自分の動きが縛られてしまった時、このアルベルトという男が浮かべるだろう屈くつ辱じよくと絶望の表情。

　その一いつ瞬しゆんを垂すい涎ぜんの思いで待ちわびながら、バークスが歪ゆがんだ期待に満ちた目で、アルベルトを見下していると──

「貴様は何か勘かん違ちがいしているようだが……」

　アルベルトは呪じゆ文もんを唱えずに──ゆっくりとナイフを頭上にかざし──

「まぁ、関係ない」

　ナイフを投擲した。

　その一投は、先ほどまでの投擲とは比ひ較かくにならない。

　全身のバネをしなやかに、全力で振ふり絞しぼりきった乾けん坤こん一いつ擲てき。

　疾とく、速く、鋭するどく、重く、白はく刃じんの閃せん光こうが文字通り空気を裂さいて飛ぶ。

「──っごぉおおおッ!?」

　狙い過あやまたず、ナイフはバークスの喉のど元もとへ深々と突つき刺ささり、バークスを大きく仰のけ反ぞらせる。血ち霞がすみが一瞬華はな咲いて、宙を彩いろどる。

「げぼッ!?　ごぼっ!?　なん、だとぉ……ッ!?」

　この期ごに及およんでナイフ投擲？　バークスはアルベルトの意図がまるで読めない。

「……忠告しておくが」

　戸と惑まどうバークスに、アルベルトが死神の声こわ色いろで告げる。

「死にたくなければ、そのナイフ……抜ぬかない方が懸けん命めいだぞ」

「何を、馬鹿な……ッ！」

　苛いら立だちに任せて、バークスは喉元に刺さるナイフを引き抜いた。

「げほっ！　バカめ……この私の……ごほげほごほっ『再生能力』を……忘れ、ごほっ……たかッ!?　この程度の傷……げほごほっ……すぐに……塞ふさがって……ッ！」

　盛せい大だいにバークスの喉元から出血が始まる。アルベルトが放ったナイフの一いち撃げきは、バークスの頸けい動どう脈みやくを完全に切断していたからだ。

　だが、バークスの言うとおり、この程度の傷ならバークスが魔薬ドラツグから得た超ちよう回復能力で塞がるはずだ。何も問題ない。あるはずがない。実際、今までそうだった。

「げ、げはははっ！　ごほぅ！　ほら、見ろ……すぐに……塞がる……」

　だが……

「塞が……塞がる？　傷が……塞が……」

　噴ふん水すいのような流血の勢いが弱まることはなく……

「……ごほっ!?　ごほごほ!?　塞がら……ッ!?　塞がらないぃいいいいッ!?」

　……とうとう、傷が閉じることはなかった。

「ぎゃああああッ!?　ごほっ!?　なぜだぁあああ!?　ひいいいい──ッ!?」

　狂きよう乱らんに陥おちいるバークス。

　溢れる血の勢いを押し留めようと喉元を必死に押さえ、喚わめき散らすことしかできない。

「貴様も何やら妙みような小細工をしていたようだが……当てが外れたな」

「き、貴様ぁ!?　ごぼぉっ!?　一体、何をしたぁああああああッ!?　異能に魔術で干かん渉しようなど出来るはずが──ッ!?」

「事此こ処こに及んで理解出来ないか。まぁ、いい。貴様のその厄やつ介かいな再生能力、件くだんの薬物の効果に因よる物だろう？」

　アルベルトは心底つまらなそうに言い捨てる。

「下らん。だったらその薬物、抜けばいいだけだ」

「……は？」

「抜いた血液は、その『再生能力』とやらですぐに補ほ充じゆうされるのだろうが、血に溶とけていた薬の濃のう度どまでが回復するわけではあるまい。薬物による能力強化は、血中薬分濃度がとある閾いき値ちを下回れば、効果を失う。……極きわめて常識的な話だ」

「ば……ばかな……ッ!?」

　確かに言われて気付けば、つい先ほどまで自分の意思一つで自在に操あやつれていたはずの数々の『異能』が、今は身体からだのどこにも微み塵じんも感じられない。

「そ、それでは、先ほどまで繰り返していたナイフ投擲の意味は……ッ!?」

　魔ま術じゆつ的な罠わなを張っているとか、そんなことではなくて。もっと呆あきれるほど単純で──

　いかな驚きよう異い的な再生能力といえども、まったく出血させずに傷を塞ぐのは不可能なわけで、ナイフ攻こう撃げきで少しずつ出血させるために──

「そんな馬ば鹿かな……ッ!?　き、貴様は……【リストリクション】で……ごほっ……私を捕とらえようと……ッ!?　していたのでは……ッ!?」

「捕らえる？　何を言っている？」

　アルベルトはゴミを見るような目で、血だまりの中に蹲うずくまるバークスを一いち瞥べつする。

「貴様のような外げ道どう……俺が生かしておくと思うか？」

「あ……ごぉ……ぉおお……ッ!?」

「死ね。貴様には聖句すら手た向むけん。九く園えんにて業ごう火かに焼かれながら、永遠に懺ざん悔げしろ」

　そう淡たん々たんと告げるアルベルトの姿は、まさしく外典・聖せい曲きよく至し界かい暦れき程ていで謳うたわれる『地獄ゲヘナ』──冥めい界かい第九園に君臨する『魔ま王おう』のようだった。

　だが、もうバークスは出血多量で意識が朦もう朧ろうとしているようだった。

　とっくに死神の鎌かまに捕つかまった状態だ。治ち癒ゆ魔術は効かないし、そもそもこんなに喉のどを傷つけられ激しく出血していては、まともに呪文が唱えられない。頭に血も回らない状態では、精神集中や魔ま力りよくを練るなど到とう底てい、不可能だ。

「そんな……馬鹿……な……ッ!?　天に選ばれたるこの私が……ッ!?　世界の祝福を受けているはずの……この私が……こんな……こんなところで……ッ!?」

　このあまりもの不条理、このあまりもの理り不ふ尽じん。どうして自分がこんな酷ひどい目に遭あわなければならないのか、死ななければならないのか、バークスにはまるで理解できなかった。

　やがて、天の大いなる智ち慧えを摑つかむべき自分がどうしてこんなことに……？

　バークスは己おのが身に突とつ然ぜん降りかかった、あまりにも理不尽極まりない艱かん難なん辛しん苦くと気の狂くるいそうなほどの絶望に、子供のように涙なみだを流しては自問を繰り返し……

「地獄でやってろ」

　そんな酷こく薄はくな葬そう送そう句が、バークスがこの世で聞いた最後の言葉となった。




「ば、ば、馬鹿なぁああああ──ッ!?」

　リィエルによって、三体のリィエル・レプリカが瞬時に倒たおされ、床ゆかを転がった。

　そんな光景を前に、ライネルは頭を抱かかえて青ざめながら叫さけんだ。

「なぜだ!?　なぜ、レプリカ達がそう簡単に倒される!?　同じなんだぞ!?　そいつらは、リィエルとまったく同じ性能を持つ人形なんだぞ!?　それなのに、そのガラクタ一匹ぴきにどうして俺のレプリカ達がこうもあっさり降されるんだ!?」

　恐きよう慌こうに陥ったライネルを尻しり目めに、グレンは自身の体の機能を一つ一つ確かく認にんする。

　まぁ、酷い有様ではあった。だが、今すぐ生死に直結する傷は一つもない。

　ああ、成る程ほどね……と、グレンは妙に納なつ得とくしていた。

「別に不思議なことじゃねーよ」

　グレンはよろよろとした動作で、床の拳けん銃じゆうを拾う。

「……充じゆう分ぶんに、ありえることさ」

「う、噓うそだッ！　そんな馬鹿なことがッ!?　……有り得ない……有り得ない……ありえないありえないありえないッ！　一体、どういう理り屈くつで──ッ!?」

　これは悪い夢だといわんばかりに、ライネルが駄だ々だをこねて喚わめき散らす。

　グレンはこともなげに答えた。

「理屈？　そりゃー、もちろん、お約束ってやつさ」

「はぁ!?　お約束だと!?」

「ほらよ？　愛とか勇気とか友情とか希望とか欲よく望ぼうとか狂きよう気きとか……ん？　後半なーんか違ちげぇなぁ……まぁいいや、とにかくそーゆーので、人間がたまに凄ぇパワー発揮すんのは……なんつーか、お約束だろ？　だって……」

　ちらり、と。グレンはリィエルを一瞥して言う。

「リィエルは『人間』なんだし」

「『人間』……わたしが……」

　そのグレンの言葉を、リィエルは感じ入ったように反はん芻すうしていた。

　だが、実際の真実はもっと単純なことだ。

　リィエルはこの二年間、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の魔導士として、常に過か酷こくな戦いを潜くぐり抜けてきたのだ。戦士としての成長期にあった戦せん闘とうの天才が、二年も死ぬか生きるかの実戦を積んだのだ。冷静に考えれば、今のリィエルの能力が二年前と同じなはずがない。

　そして、レプリカ達は二年前の『アストラル・コード』で作られていた。

　戦いの当初、グレンはレプリカ達が持つリィエルと同じ姿形と気配に、つい焦あせってしまったが、レプリカ達が現在のリィエルに比べて劣おとるのは、三人がかりであれだけ攻せめ立ててグレンを結局殺しきれなかったことからも明らかだ。

　そんなレプリカが三体並んだところで、今のリィエルの敵にはならなかった。

　たった、それだけの話である。

（まぁ、要するにあれだ。データが古かった。リィエルを……『人間』を成長するものと捉とらえられなかった。なんとも皮肉な話じゃねえか……ライネルはリィエルを人間扱あつかいしなかったが……結局、人間としてのリィエルに敗北することになるなんてな……）

　グレンは憐れん憫びんすら籠こもった視線で、うろたえるライネルを一瞥した。

「ふ、ふざけるな！　そ、そんな非合理的な精神論があるわけ──」

「ああもう、真しん偽ぎの是ぜ非ひはどうでもいいんだよ。重要なのは──」

　グレンが、ライネルの眉み間けんに銃じゆうの狙ねらいを定める。

「てめぇの守りがもうゼロになったってことだ……」

「……ひっ!?」

「レプリカはもう品切れか？　もっとたくさん作っておきゃ良かったか？」

　ライネルは慌あわてて周囲をきょろきょろと見み渡わたし、そして、しどろもどろに呪じゆ文もんを唱え始める。

「くっ……くそっ!?　《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以もつて・刺し穿うがて》──ッ！」

　だが、呪文は起動しない。

「おいおい、少しは相手の得意技わざくらい予習しとけよ……」

　グレンの左手には、いつの間にか愚ぐ者しやのアルカナが握にぎられている。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】。術者を中心とした一定領域内における魔術起動の完全封ふう殺さつ。

　そのままグレンはライネルに銃を向けたまま、右足を引きずりながら一歩一歩、ライネルへと歩み寄り始めた。

「ひ、ひいッ!?」

　ライネルは、怯おびえるままに後ずさり……

　グレンは、そんなライネルを一歩一歩追い詰つめていき……

　そして。

「う、うぁあああ……ッ!?」

　壁かべ際ぎわに追い詰められたライネルの額に、グレンは銃口をぴったりと押し当てていた。

「先生!?　い、一体、何を……ッ!?」

　その様子を固かた唾ずを吞のんで見守っていたルミアが、思わず叫び声を上げる。

「……決まってるだろ？　これだけのコトしくさってくれたんだ……落とし前ってやつをつけてやんねーとなぁ……？」

　物もの腰ごしは落ち着いているものの、グレンの目は完全に据すわっていた。

　その様は全身血まみれなことも相まって、まるで鬼おにのような形ぎよう相そうだった。

　そんなグレンの姿に、ルミアは思わず息を吞む。

「先生！　そんな、駄だ目めです！　いくらなんでもそこまでは……ッ!?」

「甘いぞ、ルミア。こいつはな……生きてちゃいけない人種なんだ……」

　ぎろりとグレンに睨にらまれて、ルミアは身を竦すくませる。

「己おのれの欲望のままに、なんの罪もない人達の犠ぎ牲せいを平気で積み上げる……それに対し、自身にはなんの躊躇ためらいも良心の呵か責しやくもない……それが正しいとさえ本気で思っている……同情の余地がねぇ、真の邪じや悪あくだ。俺は魔導士時代、この手合いを何人も始末してきた……今回も例外じゃねえ」

　がちり、とグレンが銃の撃げき鉄てつを引く。その硬こう質しつな音には、殺気が張り詰めていた。

「悪いな、ルミア……目ぇ瞑つぶってろ。すぐ終わる……」

　そのグレンの冷れい酷こくな瞳ひとみは、ルミアすらも見ていて背筋が凍こおった。

　ルミアはそんなグレンの瞳をかつて見たことがある。その目はかつて裏の魔術師達の誰だれもを震しん撼かんさせた伝説の『魔術師殺し』の目。三年前、初めてグレンと出会った時の、あの冷たい目だ。

「ひぃいいいい!?」

　一方、ライネルはグレンにまつわる組織内の逸いつ話わを思い出し、身を震ふるわせていた。

　曰いわく──《愚者》こそ恐おそれよ。彼かの者の前に、神秘は陳ちん腐ぷな妄もう想そうと堕おち果て、魔術師かしこきものは須すべからく無力な赤子と化す──

「嫌いやだぁあああ──ッ!?　や、やめろッ!?　やめてくれぇええええ──ッ!?」

　恐きよう怖ふのあまり、ライネルは女のような悲鳴を上げていた。

「お、お願いだ、殺さないでくれッ!?　し、死にたくない……ッ!?」

「勝手なことばかり言うんじゃねえよ……ッ!?」

　ライネルの命いのち乞ごいに、グレンは憤ふん怒ぬのあまり肩かたすら震わせていた。

「てめぇ、レプリカ一体作るために、何人の魂たましいを犠牲にした!?　自我すら奪うばわれて無理矢理生み出されたレプリカ達に心があったら何を思ったと思う!?　なんの関係もない命を、てめぇ自身のクソくだらねぇ都合でオモチャにしくさりやがって……自分のことばっかり大たい概がいにしろよ、このクズがぁ──ッ!?」

　グレンの烈れつ火かの剣けん幕まくに、ライネルは膝ひざをがくがくさせ、心から震え上がる。

「う……うぁ……た、助けて……死にたく……な……」

「じゃあな。九園の悪あく魔ま達によろしく伝えてくれや……」

　聞かず、グレンが拳銃の引き金にかけた指に、徐じよ々じよに力を込こめていき──

　ライネルは、間近でゆっくりと引き金が引かれていくさまを、絶望に歪ゆがんだ表情で見つめるしかなく──がちがちと歯を鳴らし──

　そして──とうとう──

　引き金が──

「ひ……ぃ……いぁあああああああああああああああああああ──ッ!?」

　──引かれた。




　かちん。乾かわいた金属音が周囲に響ひびき渡わたり、静かに木霊こだました。




「……え？」

　最悪の光景を覚かく悟ごし、身を硬かたくしていたルミアが恐る恐る目を開くと……

「あっれー？　弾たま切れー？　おっかしーなー？　数え間ま違ちがえたかなー？」

　あの冷酷で冷れい徹てつな雰ふん囲い気きはどこへやら。

　銃を指に引っ掛かけて、くるくる回してすっとぼけているグレンと……

「あ、あ、あ、あ、あ……」

　恐怖から来る憔しよう悴すいのあまり何十歳も老ふけてしまったようなライネルの姿があった。

「あっ、そうだ！　ここに来る前、あの変なカニとスライムに一発ずつ撃うってたんだったなー、うっわー、ボク、すっかり忘れてたー」

　そんな白々しいことを言いながら、グレンは銃を腰こしのベルトに差し戻もどした。

「ひ、ぃ………い………あ、あぁ……うっ……あっ……」

「ねぇねぇ、やると思った？　ひょっとしてビビっちゃった？　だっはっは！　やらねーよ、バーカ！」

　どこまでも人を小こ馬ば鹿かにしたような態度で、グレンがライネルを煽あおりまくる。

「メンドクセーけど、今の俺は教師なのよ、き　ょ　う　し」

「う……ぁ……ああ……あ、あ……」

「教師、先生、すなわち聖職。人殺し、駄目ゼッタイ。ラブ＆ピース、バンザーイ！」

　ひとしきり、ライネルをおちょくりまくって……

「てなわけで……まぁ、だから、なんだ。俺から言うことはただ一つだ……」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのライネルの前で、グレンは静かに、力強く、右拳こぶしを握り固めて。

　ぐいっと、左手でライネルの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げて。

　右拳を限界まで後ろに引き絞しぼって──
















「俺の生徒に──手ぇ出してんじゃねぇよッ!?」

　腕うでを振ふるわせ、グレン渾こん身しんの鉄てつ拳けん、一いつ閃せん。

　ライネルの顔のど真ん中に、拳がめり込んで──

「ぎゃあああああああああああああ──ッ!?」

　ライネルの体は派手に吹ふっ飛ばされ、ごろごろと転がって、やがて沈ちん黙もくした。

「……ったく、余計な手間かけさせやがって……残業代出るんだろうな、コレ……」

　この期ごに及およんでロクでもないことをのたまいながら、グレンはどこからともなく取り出したロープで失神したライネルを縛しばり上げていく。

「……先生……よかった……」

　ほっと、ルミアは安あん堵どの息を吐ついた。

　グレンは強い人だ。生徒達や、自分が大切に思う人達を守るためならば、邪悪の血で自らの手を汚よごすことに、なんの躊躇ためらいもないだろう。

　だが、同時に優やさし過ぎる人でもある。手にかけた相手がどんなに救いがたい外げ道どうの悪党だったとしても、心の奥底、ほんの微かすかに残った情を捨てきれず、なんとも言えない後味の悪さに苦しんでしまう人。そして優しいから、守るべき人達のために、それを押し殺してしまう人だ。

　そもそも、グレンは人を殺すという行こう為いそのものに罪悪感と嫌けん悪お感かんを覚える普ふ通つうの人間なのだ。私達のために、また余計な重荷を背負わせることにならないで本当に良かった……ルミアは心からそう思った。

　と、その時だ。

「ルミア」

　リィエルが音もなくルミアの傍そばにやってきていた。

「……じっとしてて」

　リィエルが剣けんを振るう。

　すると、ルミアの腕を縛いましめていた手て枷かせや鎖くさりがバラバラに切断される。

　一いつ瞬しゆん、がくりと浮ふ遊ゆう感かんを覚え、ルミアは思わず膝をついた。

「ルミア、ごめん」

　そんなルミアの傍に立ったリィエルが、ぼそりと呟つぶやく。

「本当に、ごめん。わたし、ルミアとシスティーナに酷ひどいことをした……」

「……リィエル」

　その表情はいつものように、感情に乏とぼしいものだったけど……小さくなった肩と背中はまるでしょぼくれた子供のようで。

「……多分、怖こわいよね、わたしのこと」

「えっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたし、もう二度とルミアたちの前に姿を見せないから」

「ちょっと、リィエル……？」

「ルミアとシスティーナに会えないのは……うん、すごく寂さびしいけど……みんなと会えなくなると……また、なんのために生きたらいいのかわからなくなるけど……でも、わたしなりに……探してみるから……」

　いけない、とルミアは直感した。

「三人で見た、あの夜の海……すごく綺き麗れいだった……また見たかったけど……」

　とつとつと、不器用に思いの丈たけを述べていくリィエル。

　だけど、その裏に、何か取り返しのつかない致ち命めい的な決意がある。

「……うん、やっぱり、わたしにはよくわからないけど……」

　最後に。

　リィエルは、ほんのちょっとだけ、切なそうに薄うすく微笑ほほえんで──

「ばいばい、ルミア」

　とんっ、と。

　リィエルが部屋の出入り口に向かって、駆かけ出した。

「────リィエルッ！」

　その時、ルミアは無我夢中だった。

　無我夢中で、自分も地を蹴けって駆け出していた。

　自分があられもない姿をしているだの、運動が苦手だの、どうでも良かった。

　今、この瞬しゆん間かんだけは、あの小さな背中に追いつかねばならなかった。追いつかねば、二度と届くことはない、リィエルが遠い所へ行ってしまう。

　そんな、確信に満ちた最悪の予感だけがあった。

　確かにリィエルのやったことは褒ほめられたことじゃない。だけど、その真相は、リィエルはただ利用されていただけではないか。大切だった兄への思いを利用されて──

　いや、それすらどうでもいい。

　ルミアの脳のう裏りに浮うかぶのは、あの夜の海。三人で過ごしたあの綺麗な夜の海。

　記き憶おくに鮮せん烈れつに焼きついて、目を閉じれば今にでも鮮せん明めいに思い出せる記憶の宝石。

　失いたくない。システィーナだって、きっと全てを知ればそう思うはず。

　リィエルを失いたくない──だから、私は──ッ！

　あの、小さな背中へ、必死に手を伸のばして──

　──そんなルミアの必死な想おもいが、天に届いたのか。

　ルミアが全力で走るリィエルの背中に、なぜか追いつく──そんな奇き跡せきが起こった。

「リィエル！」

　ルミアはリィエルの背中に、体当たりするように抱だきついた。

　そのままの勢いで二人共、その場にもつれて倒たおれ転げる。

「……あ、足が痛い……突とつ然ぜん、痺しびれて力が……一体、何が……？」

「リィエル……どこ行くの？」

「る、ルミア……」

　自分に覆おおい被かぶさるルミアの問いに、リィエルが気まずそうに目をそらす。

「……わたしは……ルミアたちのそばにいないほうが……いい……から……」

「私はそう思わないよ」

　優しげなルミアの言葉に、リィエルが押し黙だまる。

「むしろ、リィエルがどこかに行っちゃうの……寂しいな」

「でも、わたし……多分……システィーナに……すごく嫌きらわれてる……」

「システィは、ちゃんと理由を説明して、きちんと謝れば許してくれる心の広い子だよ。だって、昔、もっと酷いことをやった私のことだって許してくれたんだもん」

「…………」

「さっき、先生が言ってたよね？　自分が大切に思う何かのために生きろって。突然だから戸と惑まどうかもしれないけど……探そうよ。……私達と一いつ緒しよに」

　びくり、と。

　リィエルの肩かたが小さく震ふるえる。

「……一緒にいても……いいの？」

「今、こうやって、私がリィエルを捕つかまえていることが答えじゃない？」

「……ぅ」

　そして……

「……ぅあ……ぐすっ……る、ルミア……ルミアぁ……ひっく……うぁああ……」

「ほらほら、よしよし……泣かないで、リィエル……」

　リィエルはルミアの腕の中で、ぐすぐすと泣き始めるのであった。

　そんな二人のやり取りを他所よそに、グレンが額の汗あせを拭ぬぐいながら立ち上がる。

「ったく、これだから魔ま術じゆつ師しの捕ほ虜りよってのは厄やつ介かいなんだ……しっかし、今回はデキがイマイチだな……せめてローソクがあればもっと斬ざん新しんな……あと、花も……」

　いつものように『作品』を作り上げていたグレンが、ルミアに抱かれて泣きじゃくっているリィエルを、呆あきれたように見る。

「……ったく、ホント、最後まで手間かけさせやがって……」

　ふっと、口元を緩ゆるめると、グレンはポケットからインク瓶びんを取り出し、『作品』の仕上げに入った。




　リィエルの右足には、いつの間にか新しい痣あざができている。

　そして、その近くに一丁の拳けん銃じゆうが転がっていた。








終章　わたしが生きる意味









　……。

　…………。

　……白い記憶の続き、あの雪の世界にて。

「……すまない。辛つらかっただろう」

　兄に似たその男の人は、私の姿を確かく認にんすると銃じゆうを下ろし、謝罪の言葉を口にした。

「せめて、もう少し早く俺が駆けつけていれば……な」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、その人は不意に私へ問いを投げかける。

「なぁ、お前。……名前は？」

「わ……私の名前は──イルシア……イルシア＝レイフォード……」

　私が名乗ると、その人はさらに表情を鎮ちん痛つうに歪ゆがめた。

「そうか……やっぱり、お前がイルシア……話に聞いてたシオンの妹か……お前がそんな目に遭あっているくらいだ……シオンはもう……逝いったか」

「……兄さんを……知っているの……？」

「ああ。俺が、お前達を組織から救い出す……そのはずだった」

「…………」

「だが、シオンは死んで……悪いが、お前ももう長くない。正直、手の施ほどこしようがないんだ。【リヴァイヴァー】を施せ術じゆつするにしても、俺にそんな魔ま力りよくも技量もないし、お前自身にあまりにも時間が残されていない……何か言い残しておきたいことは？」

　私が最後に物思うこと。

　一体、私の生きていた意味は、兄の生きていた意味はなんだったのだろう。

　考えれば考えるほどわからない。見み出いだせない。それが……悲しい。

　だから、ただ一つ思うことは……思い残すことは……

「あなたは……これから……あの研究所へ……行くの……？」

「……ああ。どのみち、あの研究所は潰つぶさなければならないからな」

「だったら……もし……」

　それは不意に思い浮かんだ、突とつ拍ぴよう子しもない発想。

　今際いまわの際きわに、ふと思い出した、私そっくりの青い髪かみの女の子。

　それは、やっぱりなんの意味もないことだったのかもしれないけど。

　だが……それでも、私にとっては最後の希望だった。

「ん？」

「もし……あなたがこれから行く先で、私と同じ姿の……青い髪の女の子を見つけたら……その子には何か、意味のあることを……幸せに生きる道を……見つけさせて……」

「……ッ!?」

「私の命に意味はなかったけど……兄さんの命に意味はなかったけど……でも……なら、せめて……兄さんのしてきたことの証あかし……私の身体からだと記憶を受け継ついだ……あの子……あの子だけは……」

「身体と記憶を受け継いだ……って、待て……それは……ッ!?」

「わかってる……その子は……『Re＝Lリイエル計画』の忌いむべき産物……そのことが帝てい国こく政府側に知れ渡わたれば、封ふう印いんされるか……処分されるか……でも、でも……ッ！」

　死の間ま際ぎわ、かつてのわたしは──イルシアだった私は、自分でも無茶を言っていると知りながら、その男の人──グレンに泣きながら懇こん願がんした。

「お願い……します……せめて……あの子だけは……幸せに生きる……道を……ッ！　歪んだ理ことわりで生まれた子だけど……あの子自体には、なんの罪も……だから……ッ！」

　だって、それしか。

　そんなことくらいしか……私に、私達兄妹きようだいに……救いはなかったのだから。

「…………ッ」

　グレンはしばらくの間、脂あぶら汗あせを大量に浮かべながら目を固く瞑つぶり、押し黙っていた。

　けれど、私の意識が少しずつ落ちていく中、私の視界が真まっ暗くら闇やみに染まる寸前──

「……わかった、約束する」

　迷いを振ふり切ったように、グレンは頷うなずいた。

「もし、俺がそいつを見つけたら、お前が望んだように生きられるよう尽じん力りよくしてみる……だから、安心して眠ねむれ。あの世で兄貴と仲良くな……」

　そんな、答えを聞いた瞬しゆん間かん。

　私は安あん堵どして。

「……そう……よかっ……た……」

　二度と目が覚めないだろう永遠とわの眠りへと沈しずんでいった。

　…………。

　……。




　東の空も白む明け方頃ごろ。

　グレンに連れられて、ルミアとリィエルが旅籠はたごに帰ってきた。

　三人が三人ともボロボロの酷ひどい格好をしていることに、待っていた一同はぎょっとしたが、無事で良かったと素す直なおに安堵の息をつく。

　クラスメイト達への謝罪の言葉もそこそこに、リィエルはルミアに手を引かれて、真まっ直すぐにシスティーナの下へと向かう。

「……悪いな、お前ら。取り敢あえず、あの三人きりにしてくれや」

　グレンに促うながされ、渋しぶ々しぶシスティーナ達から距きよ離りを取る、クラスメイト一同。

　旅籠の前庭アプローチの隅すみで、クラスメイト一同が遠巻きに様子を見守る中、リィエルがぼそぼそとシスティーナに向かって、何かを話している。

　やがて。

　ぱんっ！

　システィーナが突とつ然ぜんリィエルの頰ほおを平手で張った音が前庭アプローチに響ひびき渡り、一同が思わずぎょっとするが……

　次の瞬間、システィーナはリィエルの小こ柄がらな身体を、固く抱だきしめていた。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！　[image: ～][image: ～]ッ！」

　システィーナが涙なみだぐみながら、リィエルに何事かを捲まくし立てている。

「……っ　……っ！　…………」

　抱きしめられるままのリィエルも、ぼろぼろ涙を零こぼしながら何事かを呟つぶやいている。

　ルミアがそんな二人の様子を微笑ほほえみながら見守っている。そんなルミアの目元にも、やっぱり大おお粒つぶの涙が浮うかんでいる。

　そんな三人の姿に。

　ああ、ようやく無事に終わったんだな……と。

　クラス一同は心からそう思っていた。

「野や暮ぼ、だな……」

「ええ、野暮ですわね……」

「……フン」

　カッシュやウェンディ、ギイブルが踵きびすを返し、それぞれの寝しん所じよに向かい始める。

　それに倣ならい、他の生徒達もぞろぞろと続き始めた。

「おや？　どうした、お前ら。何が起こったのか……事情が気にならないのか？　せっかく、お前らをうまーく丸め込むための噓うそ八はつ百ぴやくを苦労して考えてきてやったのに」

「ははっ……自分で噓とか言ってりゃ、世話ねっすよ」

　肩かたを竦すくめて苦笑いするカッシュ。
















「あの三人が元の鞘さやに収まった……今はそれで充じゆう分ぶんですわ」

　微笑みながら、ルミア達を一いち瞥べつするウェンディ。

「そもそも、あの三人と先生の間に何があったかなんて興味もありませんね。ふん、盛せい大だいな時間の無む駄だ遣づかいでしたよ、まったく……」

　眼鏡めがねを押し上げながら鼻を鳴らし、そっぽを向くギイブル。

「お前ら……」

　グレンは去って行く生徒達の背中を見つめる。

　無論、グレンとてわかっている。

　生徒達全員、気になることは多くあるに決まっている。

　言いたいこと、聞きたいこと、不満に思うこと、不安に思うこと……そんなの山と積み重なっているに決まってる。

　だが、それでも。

　グレンのクラスの生徒達は、ルミアとシスティーナとリィエルのあの姿を、無条件で肯こう定ていしてくれることを選んだのだ。

「……やれやれ」

　苦く笑しようしながら、グレンが頭を搔かく。

　はっきり言って、どうでも良かったはずの連中だった。

　切っ掛けは、セリカに無理矢理押しつけられた講師職。ゆえに仕事で、嫌いや々いや、仕方なく相手にしてやってるだけの連中だった。

　強しいて言うなら、新しい魔ま術じゆつの可能性を切り開いてくれそうなルミア、自分が見失った魔術に対する真っ直すぐな情熱を持ち続けるシスティーナ……気にかかっていたのは、この二人くらいなもので、この二人以外の生徒は自分にとって日常の一背景に過ぎなかった。

　ぶっちゃけ、面めん倒どう臭くさかった。

　それが噓うそ偽いつわりない、ロクでなし魔術講師グレンの本音だったのだ。

　だが。

　今は──どうなのだろうか？

「ま、とにかくだ。……ありがと、な」

　そんなことを、人知れず、誰だれへともなく呟きながら。

　グレンは前庭アプローチの隅で抱き合って泣いている三人の姿を見守り続けた。

　その口元には、薄うすく笑みが浮かんでいた。




　……そして。




　残念なことに、グレン達のクラスの遠えん征せい学修は、結局中止の運びとなった。

　なにしろ、白金魔ま導どう研究所所長、バークス＝ブラウモンの突然の『失しつ踪そう』。

　政府上層部より突とつ如じよ下った研究所の一時的な稼か働どう停止命令と、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団からの何の前まえ触ぶれもないサイネリア島内の調査探たん索さく隊──調査隊と銘めい打うつにはどうも装備が物々しく物ぶつ騒そうな一隊──の派は遣けん。

　それと同時に勧かん告こくされた、島内の全観光客、全研究員への島からの退たい避ひ命令。

　最も早はや、遠征学修どころの話ではなかったのである。

　無論、全すべての真実が人々に明かされたわけではない。

　天の智ち慧え研究会が裏で嚙かんでいたという事実は伏ふせられ、全ては研究所内で起きてしまった『不幸な事故』が原因であると説明された。それで納なつ得とくできるにしろ、できないにしろ、今回の事件はそういう形で闇やみに葬ほうむられることとなったのである。

　だが、島内には、やはりそれなりに数多くの人間がいる。

　一度に全員が本土へ帰き還かんするのは不可能だ。現在、ひっきりなしに帝国本土とサイネリア島を旅客船が昼夜問わず往復しているが、全ての人間が島内から退避するにはまだまだ時間がかかり、乗船は順番待ちの状態だ。

　しかし、幸運にも、それがグレン達のクラスの生徒達に一日の空白を作った。

　特に予定のない、丸一日の自由時間である。

　そんなわけで──




　どこまでも青い空。燦さん々さんと輝かがやく太陽。焼けた白い砂すな浜はま。

　清きよらかな潮しお騒さいと共に、寄せては引き、引いては寄せ──千せん変べん万ばん化かする波の色。

　サイネリア島のビーチに、水着姿の少年少女達の楽しげな声が躍おどっている。

「えい」

　やる気ない跳ちよう躍やくとハエ叩たたきのような挙動で放たれた、リィエルの殺人スパイク。

　どざぁーっと、空高く上がる砂柱。砂浜に大きく口を開けるクレーター。

「ぎゃああああああああああ──ッ!?」

「どぉわぁああああああああああああ──ッ!?」

　その威い力りよくに木の葉のように蹴け散ちらされて宙を舞まう、哀あわれな男子生徒達……

「……勝った」

「うん、ナイスシュート！　リィエル！」

　いつものように眠たげに、ぼそりと呟くリィエル。

　そのリィエルに、太陽のような笑顔のシスティーナが背後から抱だきついた。

「システィーナのトスが良かった」

　システィーナに抱きつかれたリィエルは、どこか胸を張って誇ほこらしげだ。

「あはは、息ぴったりだったよ、二人とも。……でも、もうちょっと手加減してあげようね？　リィエル」

　そんなリィエルを、ルミアが苦笑いでたしなめる。

「くっそぉ……リィエルちゃん、強つえぇ。ええい、くそ！　このまま負けっぱなしでたまるか！　皆みんな！　我こそと思うやつは、気絶したカイとロッドに代わって俺に続けぇ！」

「が、頑がん張ばれ、カッシュ～！　……死なない程度にね……」

　砂まみれになって地面に這はいつくばっていたカッシュが根こん性じようで立ち上がり、外野のセシルが曖あい昧まいに笑って声せい援えんを送る。

　カッシュの発破に応じて、次は俺が、僕がと、次々とクラスの男子生徒達が名乗りを上げ、即そく席せきのビーチバレーコートに参戦する。

　コートの外で観戦に徹てつしていた女子生徒達が、命知らずで勇ゆう敢かんな男子生徒達へ、きゃいきゃい声援を送る。

　そんな大おお騒さわぎのクラスメイト達の下もとに。

「もう、男子ったら……リィエルにビーチバレーで勝てるわけありませんでしょうに」

「それよりも、私達、まだ辛かろうじて開いていた店てん舗ぽから西瓜すいかを買って来ましたわ」

「ね……皆で西瓜割り……しよう？」

　呆あきれ顔がおのウェンディ、穏おだやかに微笑むテレサ、柄がらにもなく高こう揚ようしているリン……買い出し組の三人が、ちょうど戻もどってきていた。

「お！　いいねぇ、ナイスだぜ、ウェンディ！　そろそろ喉のども渇かわいてきた頃ころだったし、西瓜食った後で、リィエルちゃんにリベンジしてやるぜ！」

「……ん。受けて立つ」

　そんな喧けん噪そうから少し離はなれた場所、ヤシの木こ陰かげにて。

　やはり生徒達の中でただ一人、いつもの制服姿のギイブルが黙もく々もくと本を開いている。

　そんなギイブルの下へカッシュが駆かけ寄っていき、何らかのやり取りの後、ギイブルはいかにも嫌いやそうに、面倒臭そうに、渋しぶ々しぶ本を閉じ、重い腰こしを上げていた。

　楽しげな喧噪が絶えない、そんな賑にぎやかな光景を前に。

「……成る程ほど。これがお前の守りたかった光景か、グレン」

「さあな」

　ビーチパラソルの下で寝ねそべるグレンへ、アルベルトが淡たん々たんと言葉を投げていた。

　アルベルトの現在の格好は、簡素なシャツにサスペンダー付きのズボン、銀ぎん縁ぶちの丸眼鏡、そして白いローブを羽織っている。いかにも研究所の研究員といった風ふう体ていだ。

「確かに、この光景は掛かけ値ね無しに尊い。……今回ばかりは、俺はお前に謝罪せねばなるまいな。すまなかった」

「はっ、どうした？　気持ち悪わりぃな。らしくねーぞ？」

「……ふん」

　不敵に笑うグレンの前で、アルベルトは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「しかし……グレン。どう思う？」

　そして、アルベルトは少し声のトーンを落とし、グレンに問う。

「どう思うって……そりゃー、ルミアとか、テレサあたりの水着姿は、やっぱ最高だなって思う。順調に成長してるし、今だから持ってる青い感じってのもいい。俺、実はあんまし年下にゃ興味ねーけど、何かに目覚めそうだ……あ、白しろ猫ねこはもういーや。あれは多分、将来性もゼロ──」

「誰　が　水　着　の　話　と　言　っ　た……ッ!?」

　冷れい淡たんないつも通りの声こわ色いろの奥底に、近寄りがたい危険な何かを滲にじませながら、アルベルトが眼下のグレンへ左手の指を突つきつけていた。

「いいだろう。貴様の【愚ぐ者しやの世界】と、俺の【ライトニング・ピアス】……どちらが速いか試ためしてみるか？」

「じょ、ジョークよぉ、ジョーク！　アルちゃん、ジョークだってばぁ……あは、あはは……だ、だからその物騒な指を引っ込めて欲しいなぁ……」

　真っ青になって滝たきのように汗あせを流すグレン。

「こ、今回の一件で例の組織との戦いに進展があるか、だろ？　そんなのお前も本当はわかってんだろ？　何も進展しねえよ。自信をもって断言してやる」

　舌打ちしながらアルベルトが指を引っ込める。

「しょせん、外陣アウター……第一団《門》ポータルス・オーダークラスに過ぎないライネルが、組織の深しん奥おうに繫つながる情報なぞ持っているわけがない。お前が始末したバークスも一いつ緒しよだ。あの程度の連中が情報持ってるくらいなら、組織との抗こう争そうが建国有史以来続くもんか。お前もそれをわかっているからバークスの野や郎ろうを始末したんだろ？」

「…………」

「出てくるとすりゃ、魔ま術じゆつ師しによる世界支配を目もく論ろんでいるってことと……例によって例の如ごとく謎なぞの『禁忌教典アカシツクレコード』とやらに対する意味不明の執しゆう着ちやくだけさ」

　アルベルトの片かた眉まゆが釣つり上がる。

　禁忌教典アカシツクレコード……実はこの言葉、この間の魔術競技祭の騒そう動どうでエレノアから聞かされた時が初めての言葉ではない。

　実は、帝てい国こく政府と天の智慧研究会との抗争においては、何かと出てくる言葉なのだ。

　だが、その言葉の真の意味は現在に至るまで一切不明。それが文字通り、なんらかの書物を表すのか、別の何かの隠いん語ごなのか、一体何に使う物なのか……それすらわからない。

「ホントにわけわからん連中だよな……自分自身ですら『禁忌教典アカシツクレコード』とやらが、具体的になんなのかわかんねーのに、なんでそれをあんなに渇かつ望ぼうするんだ？」

「呪のろいにも似た強きよう烈れつなカリスマを励れい起きさせる暗示呪法かもしれん。組織の求心力を高め、外部の協力者を募つのり、それらを手て駒ごまとして操あやつり易やすくするためのな」

「なるほど。それで末まつ端たんの構成員や外部協力者には肝かん心じん要かなめな情報を教えず、いつでもトカゲの尻尾しつぽ切きりができるようにってか？　……やれやれ、考えれば考えるほど吐はき気けのする組織だぜ……」

　ウンザリしたように、グレンは空を仰あおぐ。

　それは放ほうっておき、アルベルトは一人思し索さくする。

　禁忌教典アカシツクレコード。やはりアルベルトには、その正体の見当もつかない。

　だが──

（エレノア＝シャーレット……あの女は他ほかの末端構成員とは違ちがう。あの女の『禁忌教典アカシツクレコード』を語る口……確実に『禁忌教典アカシツクレコード』について何かを知っている……）

　アルベルトの脳のう裏りに、あの底知れぬ奈な落らくの闇を湛たたえた、薄ら寒い笑えみが思い浮うかぶ。

（やはり組織の真相に迫せまるには、内陣インナー……第二団《地位》アデプタス・オーダークラス以上を抑おさえねばならないらしい。しかし、あの女……今回は前回にも増して理解に苦しむ。『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』の要かなめだった王女も放置して忽こつ然ぜんと逃とう亡ぼう……一体、何が目的だったのだ……？）

　忌いま々いましさに苛いら立だつ。

　あの女に関かかわれば関わるほど、その目的と組織の目指す所が見えなくなってくる。

　やはり、あの女は一ひと筋すじ縄なわではいかない。戦せん闘とう能力以上に底知れない何かがある。

　しかも敵はエレノア一人ではない。所しよ詮せん、エレノアは氷山の一角なのだ。むしろ、直接姿を見せて活動している以上、エレノアは第二団の中では序列は低い方と考える方が自然だ。

　他の第二団クラスの魔術師達、そして存在すら伝説とまで言われる第三団クラスの魔術師達のことを考えると、流石さすがのアルベルトも頭が痛くなってくる思いだ。

（だが、必ず追い詰つめてやる。天の智慧研究会……俺は貴様等の如き邪じや悪あくを決して許しはしない。必ずこの国から駆く逐ちくしてやる……必ずだ。そして──）

　アルベルトの脳裏に浮かぶ、僧そう服ふく姿のとある初老の男の姿……

（あの男に、この手で報むくいを──）

「……おい、アルベルト？　お前、何、そんな怖こえぇ顔してんだ？」

　ふと、グレンが鋭するどい目で遠くを見み据すえる隣となりのアルベルトを見上げる。

　すると。

「ははは、中々有意義な時間でしたよ、グレンさん」

　アルベルトの口調と態度が穏やかな好青年のものへと、ころりと変わっていた。

「……は？」

「貴方あなたの術式解かい釈しやくの切り口は斬ざん新しんだ。また、いつか貴方と魔術論議ができる日を心待ちにしていますよ。それでは、私はこの辺で……」

　紳しん士し然とした口調でそう言い、アルベルトは踵きびすを返して、すたすた歩き去っていく。

「……なんだ？」

　グレンがぽかんとしていると。

「あ、いたいた、先生～ッ！　先生も皆と一緒に西瓜、どうですか～ッ!?」

　アルベルトと入いれ替かわりに、ルミアとシスティーナがグレンの下へ駆け寄ってくる。

　そして、リィエルもそんな二人の後を、雛ひな鳥どりのようにちょこちょこついて来ていた。

　そんな三人の様子を見て、グレンは思わず頰ほおを緩ゆるめる。

「ふふ、先生……大分、お疲つかれみたいですね？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ルミアが気き遣づかうように聞いてくる。

「はははっ、安心しろ。デカい剣けんで串くし刺ざしにされた時より大分マシだ」

　このグレンのデリカシーない言い草に、後ろにいたリィエルがびくりと震ふるえる。

「ぅ……」

　ほんの少し涙なみだ目めになりながら、リィエルは申し訳なさそうにおろおろしていた。

「ちょっと、先生！　そんな言い方はないでしょう!?」

　すると、グレンの前に人差し指を立てて立ちはだかったのはシスティーナだ。

「理由が理由だし！　リィエルも反省してるし！　結局、先生も無事だったし！　いつまでも根に持つのは男らしくないですよッ!?」

「ほう？　白猫。お前はそいつの肩かたを持つのか？」

　グレンは肩を竦すくめて、システィーナを試ためすようなことを言う。

「お前だって結構、こいつに怖こわい目に遭あわされたように聞いてるんだがな？」

「そ、それは……そうだけど……でも、仕方ないじゃない……あんな理由を聞いて泣きながら謝られたら怒おこるに怒れないっていうか……それに……」

「それに？」

「あの時、リィエル……『撃うって』って……」

「…………」

「今、冷静に考えてみればわかるけど……それって『止めてくれ』ってことで……でも、私は呪じゆ文もんを撃つ勇気がなかったから……止められなくて……だから、私も悪かったっていうか……ああもう！　とにかく、いいものはいいんですッ！　先生も男のくせに過ぎてしまったことを、いつまでも──」

「そっか。お前がいいんならいいや」

　システィーナがまくし立てるのをあっさりと遮さえぎって、グレンはごろりと背を向けた。

　毒気を抜ぬかれたシスティーナはしばらくの間、目をぱちくりさせてグレンの背中を見つめていたが……やがてふくれっ面つらで、どこ吹ふく風のグレンを睨にらみつける。

「……ぐ。……ず、ずるいんだから……ッ！　もう！」

「あはは……まぁまぁ、システィ……」

　言いたいことのぶつけ先を失ったシスティーナはぶるぶると拳こぶしを震わせ、ルミアはそんなシスティーナを宥なだめる。

　と、その時だ。

「あ、そうだ。そういえば……」

　ふと何かを思い出したように、突とつ然ぜん、グレンがシスティーナにくるりと振ふり向いた。

「白猫。アルベルトから聞いたぞ。お前、また俺を助けてくれたんだってな？」

「え？」

「白しろ魔ま儀ぎ【リヴァイヴァー】の一件だよ。アルベルトの儀式進行の補ほ佐さと魔ま力りよく供給をやってくれたんだってな？」

「あぁ、あの件ですか。…………あ」

　次の瞬しゆん間かん、何を思い出したのか、システィーナは小さく喉のどを鳴らして口ごもり、慌あわててグレンから視線をそらす。顔がみるみるうちに真っ赤に染まっていく。

「一応、礼を言っておかなきゃな。サンキュ、助かった……って、お前、なんでそんなに顔が赤いんだ？　……風邪かぜか？」

「……う……うう……うぅ[image: ～][image: ～]っ！」

　システィーナは口元を両手で押さえ、涙目で怒ったようにグレンを睨み上げている。

「うう～ッ！　……は、初めてだったのに……こんなやつに、私の……私の……」

「初めて？　いや、まぁ、そうだろ。その年ねん齢れいで白魔儀【リヴァイヴァー】の施せ術じゆつに立ち合うなんていうレア体験、普ふ通つうなら初めてに決まって……」

「うるさい！　このバカばか馬ば鹿かッ！　そういうことじゃないわよ！　あ、あんなのノーカンッ！　ノーカンなんだからッ！　うう[image: ～][image: ～]ッ！　もう知らないっ！」

　ふかーッ！　とシスティーナはグレンを威い嚇かくすると踵を返して走り去ってしまった。

「ちょっと、システィ!?　あの、先生、リィエル。私、システィを見てきますから！」

　ルミアが慌ててシスティーナを追って駆かけ出す。

　そんな二人の様子を、グレンはきょとんと見送った。

「俺、また何かやらかしたか？　……でも、今回ばっかりは本気でわけがわからん」

　そんなグレンの傍かたわらに、リィエルが膝ひざを抱かかえるように腰こしかけ、身を寄せて呟つぶやいた。

「ねぇ、グレン。わたしは……本当に、あの二人の傍そばにいてもいいの？」

　随ずい分ぶん、人間らしくなってきたじゃねーか。

　なんだか感かん慨がい深ぶかいものを覚えながら、グレンは無難な答えを返すことにした。

「さぁな。これからのお前次し第だいじゃねーか？」

「わたし次第？」

「やらかしたことは消えはしないんだ。あいつらにとって、お前がそばにいてくれてよかった……そう思われるように、これからがんばれよ」

　ぽん、とリィエルの頭に手を載のせる。

「間ま違ちがいながら前に進むやつが人間さ。まぁ、お前のやりたいようにやってみろ。フォローはしてやるさ」

　それでも、刃にん傷じよう沙ざ汰たや器物破損は勘かん弁べんして欲しいが。そろそろ本格的に、グレンが給料を学院側に払はらうことになりそうなのだ。

「……ん。わかった」

　グレンの言葉に、リィエルは力強く頷うなずいた。

「とりあえず、わたし、ルミアを守る。あと、ついでにシスティーナも。あの二人は一緒にいて、いつも笑っているほうがいいと思うから」

「……ついでにって言ってやるなよ。そこはせめて二人をって言えよ……まぁ、それだと任務から微び妙みようにズレちまうけどよ……」

「もし、敵がやってきて危なくなっても、わたし、欲よく望ぼうとか狂きよう気きとかで、すごい力を発揮して二人を守る。わたし、人間だからそれができるし」

「俺が言ったあの精神論かよ……てか、なんで覚えているのそこなんだ？　もっとマシなのが前半部分にたくさんあっただろ……」

「わたし、もう難しく考えない……バカだから。うん、バカだから。……バカだから」

「おい……根に持ってんのか？　なぁ？　根に持ってるんだな？　そうなんだな？」

「それと……」

　リィエルが、くるりとグレンを振り向き、じっと見つめてくる。

「グレン。わたし、やっぱり、あなたのために生きて、戦う」

「やれやれ、まーた妙みような病気が出てきたか……」

　根本的には変わらんな、と呆あきれながらグレンはリィエルに目を向ける。

「だーかーら、言ってるだろ？　俺を兄貴の代わりにすんのは──」

「兄さんの代わりじゃない」

「──ッ!?」

　と、その時。

　グレンは信じられないものを目まの当たりにして、硬こう直ちよくしていた。

　いつも感情の読めない、眠ねむたげな無表情のリィエルが──その時は薄うすく微笑ほほえんでいた。

「この間まではそうだったかも。でも、今は……なんだろう、よくわからないけど……そうしたいと思うから、そうするんだって……そんな感じ。多分」

「……リィエル」

「ルミアとシスティーナを守る。そしてグレン、あなたの剣になる。グレンが望む道を切り開くために、グレンが守りたいものを守るために、わたしは剣を振ってみようと思う。よくわからないけど……多分、それが、わたしが大切に思うこと……かも。だから、そのために生きてみようと思う……だめ？」

　グレンはリィエルの目を見る。

　じっと真まっ直すぐ見つめてくるその目は──リィエルにしては珍めずらしく真しん摯しで──少なくとも誰だれかに依い存ぞんして、思考を放ほう棄きしている人間の目ではない。

「……物好きなやつ。勝手にしろよ」

「ん。勝手にする」

　ため息をついて手の平をひらひらさせるグレン。

　にこりと笑って、小首を傾かしげるリィエル。

　そんな二人の下に、ルミアに宥なだめられながらシスティーナが引っ張られてくる。システィーナはまだ顔を真っ赤にして、ぴーぴー何事かをわめいているようだ。

（やれやれ、これからも厄やつ介かいなことが続きそうだ……）

　少々辟へき易えきしながらも。

　グレンは、口元が無意識に緩むのを抑おさえきれなかった。




　──某ぼう所しよ。

　暗く、狭せまく、湿しめっぽい空気。すぐ傍らをせせらぐ水の音。

　かつん、かつん、と靴くつ音おとが、前後に延々と続く閉へい塞そく的な通路に反はん響きようする。

「ふぅ……やれやれですわ」

　その時、エレノアは人知れず、いずこかの地下水路を歩んでいた。

「アルベルト様に、グレン様……流石さすがにあのお二方のお相手は疲れます……あれ以上、激しくされると私、壊こわれてしまうところでしたわ……」

　エレノアの唇くちびるから、どこか危険な艶つやを帯びた熱っぽい吐と息いきが漏もれる。

「せっかく目的を達成したのですから、余計なリスクは避さけるのが懸けん命めいというものでしょう……バークス様とライネル様には少々、可哀かわい想そうなことをしてしまいましたが」

　今、地上では帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団による島しま狩がりが行われているが問題はない。脱だつ出しゆつの算段は完かん璧ぺきだ。

「でも、あの二人が上手うまくオトリになってくれたおかげで、私はすんなりとあの場を逃にげおおせることができましたから……あの二人には感謝しないといけませんわね」

　くすり、と。エレノアが一人嗤わらう。

　低位階のライネルには帝国側へ割れて困る重要な情報など何一つないし、しょせん参入志願者プロベイシヨナーに過ぎないバークスも同等だ。ライネルやバークスが生きてようが生きていまいが、組織や目的に関するろくな情報は出てこないだろう。

　そもそもバークスと共にアルベルト達の迎げい撃げきに向かった際、エレノアはバークスにエレノアの存在を意識の外へ追いやる認にん識しき操作魔ま術じゆつを仕し掛かけたのだが……あの程度の認識操作にひっかかるような魔術師に、組織の内陣インナーに列席する資格などあるわけない。一生、外陣アウター止まりだろう。

　なにしろ、天の智ち慧え研究会内陣インナーに参入する真の資格とは──……

「……まぁ、いいでしょう。資格はなくとも、あの二人は今回の件で大導師様の大いなる計画を一助できたのです。それはとても光栄で幸福なことですわ……」

　ほくそ笑えんで足を止め、エレノアが懐ふところから小さな結けつ晶しようを取り出す。その結晶には、今回の『Project : Revive Life』で行った儀式における、すべてのデータが記録されている。

　これこそが、今回、エレノアが命よりも重んじなければならない最優先事じ項こう。

「さて、件くだんの姫ひめ君ぎみ、ルミア様……ええ、予想以上でしたわ。『王者の法アルス・マグナ』付ふ与よ率──九十八％……これは、今までのＲ因子発現者の中では歴代最高値でしょうか。とりあえず完成と見てもいいでしょうね。いくらでも替かえが利きく部品とはいえ、とうとうここまで来たのかと思うと感慨深いものがあります。ふふっ……帝国王家の皆みな様さまも長い間、ご苦労様でした。大導師様もこの結果にきっとご満足いただけると思いますわ……」

　愛いとおしそうにその結けつ晶しよう片へんを眺ながめ、エレノアはそれを懐のポケットに落とし込んだ。

「空の城に至る『鍵かぎ』の一つは完成しました。そして完成してしまった以上、当面の間、ルミア様の生死を問わない身み柄がらの確保を焦あせる必要はありません。ルミア様を殺害してより早く『鍵』の完成度を高めるべきという急進派と、現在の完成度の『鍵』を確保して、次の段階へと計画を進めるべきという現状肯こう定てい派の抗こう争そうも、しばらくは落ち着くでしょう……ふふ、重ちよう畳じようですね」

　すると、ふと、足を止め、エレノアが息をつく。

「ふぅ……それにしてもルミア様の能力規格を観測するためだけの今回の一件……流石に疲つかれましたわ。これから色々と忙いそがしくなっていくことでしょうし……少し休きゆう暇かが欲しいところですわね……さて……」

　気を取り直し、再びエレノアが歩き始める。

　エレノアの向かう前には、アーチ型の出口が見えている。

　深しん淵えんの闇やみに満たされたアーチ型の先は、一体、どこへ続いているというのか。

「これからどう動きますか……まずは第三団《天位》ヘヴンス・オーダーの皆様とご相談、でしょうね……」

　その暗黒のアーチ型に。

　エレノアの姿は静かに飲み込まれていった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第四巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』もしくは『ロクアカ』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　さて、第四巻についてですが……いやぁ、こういう話が書きたかった！

　今回はグレン＆アルベルト、元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の戦友同士が大活かつ躍やく！　互たがいに譲ゆずれない信念を胸に抱かかえながらも、一つの目的のために共きよう闘とう、それに伴ともなう硬こう派はな展開……やっぱり、こういう男同士の不器用なやりとりっていいですよねぇ。燃えます！　無論、ヒロイン達もそれぞれの立ち位置と個性で生き生き動いてくれたと思います。満足！

　ところで。

　唐とう突とつですが、私には創作活動の相談に乗ってくれる、信しん頼らいできる友人がおりまして、よく発表前の原げん稿こうを読んでもらって意見をもらったりするのですが……今回、このようなやりとりがありました。

「かぁ[image: ～][image: ～]ッ！　惜おしいなぁ、羊！　何がって、アルベルトだよ、アルベルト！」

「はぁ？　アルベルトがどうしたよ？　何かマズかったか？」

「いや、そうじゃなくてさ……お前、何でこいつを女キャラにしなかったんだ？」

　その友人も冗じよう談だんで言ったらしく、その時は、はぁ？　何言ってるんだお前、バカか？　うるせー、冗談だよ、あっはっは！　と、笑い合って終わったのですが……

　……後で、よくよく考えてみると。

　アルベルトのキャラって……確かにどこかヒロインっぽいような気がする、ような？

　例えば、アルベルトの一いち人にん称しようを『俺』から『私』に変えて、その台詞せりふを『長い黒くろ髪かみの男性』から『長い黒髪の女性』が言ってるものへと脳内変へん換かんすると……

『……わかった。お前がそう言うなら、私も信じよう』

『ちっ……好きにしろ。今度という今度こそ、私はお前に愛想が尽つきた』

『まぁいい、警告はした。後はお前がいざという時に躊躇ためらわない事を祈いのるだけだ』

　あ、あれ？　なんかマジでヒロインでもおかしくないぞ、こいつ!?　クーデレ系のお姉様キャラになっちゃったぞッ!?　しかも結構、私のツボだ！　これなら……

　……いーや、待て待て、羊ッ！　お前は、男同士の不器用な友情模様や、拳こぶしで殴なぐり合わなければわかり合えない熱血展開を書きたかったんだろう!?　そのために、アルベルトのキャラクターや設定をずっと調整し続けてきたんだろう!?　今さら　それを曲げるのか!?　一時の気の迷いのために、全すべてをひっくり返す……それが許されるのか？　読者の皆様に申し訳ないと思わないのか!?

「そうだ、俺はプロとして活動させていただいている小説家なんだッ！　その誇ほこりに懸かけて通さねばならない筋……とっくに分かり切っているだろう？　なぁ、羊!?　俺は絶対に小説家としての誇りを守ってみせる……ッ！」

　そして、後日。

『はい、もしもし、お電話代わりました。こちらファンタジア文庫編集部のＩです』

「あっ、担当編集者のＩさん？　どーも、羊太郎っす。実はとっても良いアイデア思いついたんですけど、アルベルトの正体が実は女性だった！　という展開は……」

『却きやつ下かだ、バカ野や郎ろう』





羊太郎
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